
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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私は貴方のものなのに、だけど何故か不安に感じて。




一体どうすれば私は──このまま傍にいられますか？







プロローグ　変わりゆく君との朝を








１






　太陽が東の空を優しく照らし始めた早朝。

　心地の良い温かさに満ちた空間があった。

　一定時間お湯を出し続けた事で、白い湯気が立ち籠めたバスルームだ。

　そんな浴室で、シャワーヘッドから噴出するお湯をその身に浴びている少年がいる。

　この部屋の主にして、裏吉祥寺最強の異能集団《餓が狼ろう旅団》の最高幹部筆頭。

　小鳥遊たかなし士し狼ろうだ。

　顔を上げ、シャワーのお湯で頭を流していた士狼は、

「ふぅ──…」

　全身を洗い流した事で得られる爽快感に、長く吐くように息を一つすると、開閉ハンドルに手を伸ばしてシャワーのお湯を止めた。

　そして、お湯に火照った身体から仄ほのかに湯気を立ち上らせながら浴室を出ると、脱衣所で手に取ったのはバスタオル。柔軟剤の甘い匂いが香るそれを、流れるような手の動きで腰に巻くと、その足で向かったのは──否、戻ったのは彼の寝室だ。

　…──先ほど部屋を出る時、わざと半開きにしておいた扉を押して足を踏み入れる。

　すると、自然と目に留まるのは部屋の奥に存在する白の色彩。

　ワイドロングのクイーンサイズベッドだ。そして、

「──────────…」

　部屋の入り口で、ふと士狼は足を止めた。

　超がつく高級ホテルに導入されているものと同じモデル。

　そのベッドでは白のシルク生地を繻しゅ子す織おりにした光沢のある掛け布団代わりのシーツが、士狼という主を不在にしながらも美しい曲線を描いて山なりに膨らんでいる。

　その理由を士狼は知っていた──だからベッドへと歩み寄ると、横へ回り込むようにして枕の方へ。すると、

「……………………」

　士狼のベッドで、可愛らしい寝息を立てている少女がいた。

『千年に一人の委員長』と称される優れた容姿と成績を兼ね備えた奇跡のような存在。

　鴻こう崎さき唯ゆいだ。

　あどけない寝顔。それは己を許した相手にしか見せる事のない顔で、

「──────────」

　士狼はベッドの端に……眠っている唯のすぐ脇に腰を下ろした。そして、手を伸ばして彼女の頰へそっと触れると、

「…………ん……」

　寝ている唯が、どこか嬉うれしそうに表情を柔らかいものにする。

　異性のベッドで眠っているとは思えないほど安心しきった寝顔。

　だが──そんな寝顔とは裏腹に、ベッドの唯は艶めかしさを放っていた。

　シルクのシーツは、重さを排して心地の良い肌触りを追求しているために薄く、まるでボディスーツのように唯の躰からだのラインを浮かび上がらせている。

　…──その曲線が艶めかしいのは、眠っている唯が一糸纏まとわぬ姿だから。

　胸の大きさや形、腰のくびれや尻の曲線に至るまで、純白のシーツの下にある唯の肢体の官能さを雄弁に語っていて、

　……委員長はどんどん艶っぽくなっていくね。

　昨夜の唯を思い出しながら、士狼はそっと苦笑した。

　…──鴻崎唯には、士狼が持つ『色欲』の大罪刻印が刻まれている。

《餓狼旅団》のメンバー全員が持つ刻印は、強大な異能力をもたらすものの、唯だけはまだ覚醒にまで至る事はできていない。

　しかし──アンデッド真祖のゼロスとゼクスを倒した後。放課後の教室で、士狼は唯から少しでも早く色欲の大罪異能の覚醒を行ないたいと懇願された。

　それには、異世界の魔神の力を完全に超越した色欲が必要となる。

　求められるのは、官能の奈落へと堕ちてしまうような大罪級の快楽だ。

　……でも。

　士狼としては、唯にそこまでの無理はさせたくない。

　しかし、自分だけが大罪異能に覚醒しておらず、みんなの足手纏いになっていると考えてしまう唯の切ない想いも理解できるのだ。

　ひとりで感じる孤独よりも、集団の中で感じてしまう孤独の方が辛く厳しい。

　それが、自分にとって掛け替えのない居場所であれば尚更だ。

　だから──士狼は、唯の望みに応えてあげる事にした。

　唯が色欲を彼女のものにできるよう、本格的な性調教を開始したのだ。
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　…──それからはもう、木曜に訪れる色欲の大罪因果だけではない。

　毎晩のように、ベッドの上で数え切れない程の快楽と絶頂を唯に刻んであげた。

　……そろそろ二ヵ月になるんだね。

　季節が春から夏へと移り変わる中、唯は健気に頑張り続けている。

　大罪異能に未覚醒である唯は、性的興奮を得ると色欲の刻印を活性化させてしまう状態にある。よって士狼は、昨晩も唯に背徳的な色欲をたっぷりと思い知らせた。

　そして今──こうして朝を迎えているが、室内にはまだ唯が絶頂する度に放った『女の匂い』が微かに残っている。

　しかし、それでも色欲の大罪異能の覚醒には至っていない。

　……まあ、その理由はおおよそ見当はついているんだけどね。

『暴食』の翠み琴ことは、ヴァンパイアの吸血衝動から。

『嫉妬』の凜りんは、神祖の力を持たない普通の存在への羨望から。

『憤怒』の煉れん也やは、力を持たなかった自分自身への許せなさから。

　そして。

『強欲』の美み伽かは、士狼に対する底知れない愛情と独占欲にも似た服従心から。

　士狼が司る魔神の力を一時的にでも上回り、それぞれの大罪異能の覚醒を果たしている。

　……だけど、委員長は。

　唯には、色欲へと繫つながるような強烈な想いはない。

　無尽蔵ともいうべき快楽の受容キャパシティのある艶えん躰たいを持ちながら、その精神は色欲とは掛け離れた清純さに満ちている。

　相反する心と肉体を持った唯は、色欲の背徳に溺れてしまう事はあっても、完全に堕ちるような事はできない。誰よりも淫らに色欲を司れる才能を持ちながら、誰よりも色欲を操る才能とは縁遠いのだ。

　そして──『識世極』へと昇華を果たしている色欲は、士狼の中で最も強い力だ。

　だからこそ唯は、なかなか色欲の大罪異能に覚醒できずにいる。

　……委員長には申し訳ないんだけどね。

　この問題を解決するには、唯に士狼の『識世極』を超えて貰もらわなくてはならない。

　だが──『識世極』は、あの美伽をも上回っている力なのだ。

　既に大罪異能に覚醒している翠琴や凜、煉也であっても不可能だろう。

　唯に対して、まだ試していない手がない訳ではないが、

　……流石にリスクが大きすぎるしね。

　大罪級の色欲をコントロールできるようになって貰いたいのだ。

　完全に囚われるような事になってしまったら元も子もない。

　下手をすれば唯が唯ではなくなってしまう。

　ただ──士狼による調教の成果はきちんと出ており、唯は徐々に色欲の刻印を自分のものにしつつあるようで、回復能力や冷却能力は以前より強力になっている。

　その代償として……その躰をどこまでも淫らに開発されてゆきながら。

　よって、

　……もしかしたら。

　そろそろ唯には、性感の『封印』が必要かもしれない。

　かつて士狼は──グランシュルトという異世界に召喚され、最高位の女神の座にいた美伽の望みを叶かなえるために彼女を性奴隷へと堕とした。異次元級の快楽をその躰と心に刻み込み、その魂に至るまで徹底的に支配したのだ。

　結果として美伽の望みは士狼によって叶えられたが、代わりに彼女は性感を封印しないと日常生活に支障を来すようになってしまった。

　…──だが、それは仕方のない事だと美伽は納得している。

　最高位の女神を堕とすには、そこまでやらなくてはならなかったのだと。

　それでも最後の一線だけは──直接の性交だけはしていないのは、いつか美伽がグランシュルトの女神の立場へと戻れる可能性を残しておくためだ。

　……まあ。

　少なくとも美伽自身には、そのつもりは全くないようで──彼女は最高位の女神ミカエルに戻るより、士狼の傍にいたいと望んでくれていた。

　だからこそ士狼は、美伽を自分のものにして、彼女の全てを引き請けている。

　それが最高位の女神を、背徳の性奴隷へと堕とした士狼の責任だからだ。

　そして──士狼は、唯の事も自分のものにしていた。

　…──勿もち論ろんそれは美伽とは意味合いが異なる。

　自暴自棄になって己自身を大切にできなくなっている唯を守るため──それが、士狼が唯を自分のものにした理由だ。

　一緒に背徳を犯した共犯関係の美伽とは対照的に、唯は守るべき保護対象である。

　……でも。

　このまま続ければ遠からず、唯もまた美伽の領域へと足を踏み入れてしまうだろう。

　それが唯にとって正しい選択ではない事は解っていて、

「どうすれば良いんだろうね……本当に」

　士狼が自問の呟つぶやきを口にした時だった。

「…………ん」

　ゆっくりと唯が瞼まぶたを開いた──眼を覚ましたのだ。

　だから、

「やあ……お早う委員長」

　そう士狼が穏やかに告げると、目覚めたばかりでまだ微睡まどろみの中にいる唯は、ゆっくりと躰を起こした。すると光沢のある白のシーツが滑るように落ちて、唯の上半身がヘソまで見えるようになる。

　必然的に露わになった唯の乳房は、いやらしい大きさと肉感を湛たたえていた。元からかなりのサイズを誇っていた唯の胸は、士狼が数え切れない程の絶頂を刻んでやり、色欲を湧き上がらせる事によって、ここまでのボリュームに変貌を遂げていた。

　そして、

「…………小鳥遊くん……」

　瞳をとろんとさせた唯は、士狼を認めるとゆっくりとこちらへ身を寄せてきて。

　そして──そのまま士狼へと唇を重ねてきた。

　士狼がそれを受け入れると、

「ん……ちゅ……はぁ、んむ……くちゅ……ぁあん……ちゅぷ……んちゅ♥」

　必然の動きで互いの舌が絡まり合い、目覚めのキスが瞬く間に淫らなものになる。

　……寝ね惚ぼけちゃってるか……まあ無理もないね。

　士狼が唯に行なっている夜の調教。

　それは唯が意識を飛ばすまで激しい絶頂を何度も極まらせ、意識が戻ったら今度は士狼が射精するまで淫らに性奉仕をさせる。そして士狼が精を放つと、再び唯が気をやる様な快楽を刻むという絶頂の交換を、ひたすら繰り返すというものだ。

　寝起きの唯は、まだその性調教の最中と思っているのだろう。

　そして調教中の唯は健気で……従順で、それ以上に淫らである。

　そうなったのは唯自身が望んだ事──しかし彼女を変えたのは士狼だ。

　だから士狼は唯に応えた。

　左手で細い腰をグッと抱き、右手で顎を持ち上げて唯の口内へ強引に舌を入れる。

「んぅ……はぁ、む……小鳥遊く、ん……ちゅ……んん♥」

　すると唯は嬉しそうに身をくねらせて……こちらの首の後ろへ両手を回すと、柔らかい肌を密着させてくる。士狼の胸板に唯の大きな乳房がいやらしく押しつけられ、極上の感触と共にその形が卑ひ猥わいなものに変わった。

　そうして互いの肌を重ねた状態でキスを続けて──やがて士狼が唇を離してやると、絡み合っていた互いの舌の間で、二人の唾液が糸を引いてプツンと切れ、

「ん……ふぅ……」

　唯は官能の熱が籠もった吐息を漏らすと、至近距離でこちらを見詰めて、

「………………小鳥遊くん……」

　一体何を望んでいるかなど明白な、艶めかしい表情と声。

　瞳は官能に潤み、その躰は士狼の調教を望んでいて、

「────────────」

　いけないと解っている。それでも士狼は一瞬、唯の望みに応えそうになった。

　ここで手を伸ばし、唯の乳房を軽くでも揉もんでしまえば──その瞬間に調教は再開だ。

　そのままベッドの上に押し倒し、馬乗りになって乱暴に乳房を揉みしだいてやれば、唯はすぐに色欲に火を付け、官能に満ちた悦びの嬌きょう声せいを上げるだろう。

　……或あるいは。

　このまま視線を合わせながら、士狼が腰に巻いているバスタオルの結び目を解いて下半身を露わにすれば、唯は自分がすべき事を理解してそれをしてくれる。

　その程度にはもう調教してあった。

　…──だが、小鳥遊士狼はそれをしなかった。

　代わりに、

「委員長……朝だよ」

　そう優しく教えてやると、

「…………………………──────────～～～～～～～～～～っ」

　ぼんやりとしていた唯の瞳が完全に覚醒し、可愛い顔がみるみる真っ赤になって、

「っ……ご、ゴメンなさい小鳥遊くん……私……てっきりまだ……っ」

　自分が寝惚けていた事と、その状態で自分が何をしたかを理解したのだろう。

　慌てて露わになっていた乳房を恥ずかしそうに腕で隠すと、

「えっと……朝ご飯、そう……朝ご飯の準備するねっ。ちょっと待ってて！」

　しどろもどろで唯はそう言うと、裸を隠すためにシーツを自身へと引き寄せた。

　そして士狼とは逆側からベッドを降りようとする。

　…──だが士狼の方が速かった。

　とっさに唯の左の手首を摑つかむと、そのままぐっと抱き寄せて、

「っ……た、小鳥遊くんっ？」

「朝ご飯の準備も良いけど……もっとキスしたかったでしょ委員長」

　士狼は見透かしたように耳元へと囁ささやくと、続けざまに唇を奪ってやった。

　不意打ちにも似た強引なキスに、唯は一瞬驚いたように眼を見開いて、

「んんっ────んぅ、ちゅっ……ん……はぁ、くちゅ……んむ……ぁ……♥」

　しかし、すぐに瞳を閉じて士狼の唇と舌を完全に受け入れた。そして、唯の方からもねっとりと舌を絡めてくる。そんな唯の口の中へ、士狼は唾液をたっぷりと流し込み、自分が誰のものかを思い知らせてやった。

　すると──こちらの腕の中、唯はどこまでも従順で、

「んっ……んぅ……んふ、ん……んん……ぅ♥」

　小さく喉を鳴らしながら、混ざり合った二人の唾液のカクテルを飲み干してゆく。

　士狼の調教によって開発された唯の躰には、とろりとした唾液が体内へ滑り落ちてゆく感覚さえ快楽になるのだろう。白い喉が艶めかしく動く度に、士狼の腕の中で唯の躰がピクンピクンと可愛らしく震える。

　…──昨夜、たっぷりと満たしてやったため、これ位では唯の色欲は反応しない。

　しかし──これ以上やれば朝食の準備どころではなくなってしまうだろう。

　だから、士狼はそっと唯から唇を離してやった。

　そして、

「良いよ……朝ご飯の準備をしておいで」

「………………小鳥遊くんの意地悪」

　こちらの言葉に、唯は悔しそうな声音で言った。

　その頰は上気したように紅潮し──瞳は完全に潤んでいる。
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　…──士狼の部屋で、唯が本格的に同居を始めて以降。

　二人の朝食は唯が作るようになっていた。

　少しでも何か役に立ちたいからと、唯が作らせて欲しいと申し出てくれたからだ。

　あまり気を遣う必要はないのだが、唯の性格では何かしないと士狼の部屋に住まわせて貰う事に気兼ねしてしまうのだろう。

　士狼としても助かる話ではあるので、家事も含めてありがたくお願いしている。

　基本的には、唯は士狼が眼を覚ます前に朝のシャワーを済ませ、着替えてから朝食を作ってくれる。

　だが、今日は士狼の方が先に起きて入浴も済ませている事もあって、シャワーを後回しにしてご飯の準備に取り掛かってくれているのだが、

「…………………………」

　士狼はぼんやりとキッチンの唯を眺めた。

　下はショーツだけを穿はき、上はすっかり彼女のパジャマになった士狼のワイシャツ。

　制服などに着替えた時は汚れないようにエプロンをしているが、パジャマはどうせ洗うので、無駄にエプロンを着けて洗濯物を増やさないようにという考えなのだろう。

　はち切れんばかりの胸の谷たに[image: ]まが露出しているのは、上のボタンが留められないから。

　今では士狼の胸囲より、唯のバストサイズの方が大きくなっているためだ。

　…──二ヵ月前に柑かん奈なの店を貸し切りにして試着の遊びをした時。

　唯はそれまでのブラジャーのサイズが合わなくなっていて、当時のサイズに合わせたものを色々と試して買い取った。

　だが──今ではあの時に購入したものでは、唯の乳房を収められなくなっている。

　それでも美伽には追い付かないのは、美伽もまた士狼にされる事で胸を大きくしていっているからである。

　聖せい蹊けい学園の制服は、伸縮性のある生地のため辛うじて着られているが、二学期からは既製のサイズで済ませるのを諦め、唯の躰に合わせたものを作って貰う事にしている。

　尻の形も腰のくびれにかけても曲線がいやらしくなっているし、鴻崎唯という少女の躰が官能的になっているのが一目で解る。

　色欲が強まっている事の副作用なのだろうが、

　……エッチな躰になったね。

　唯も自分の躰が淫らに変貌を遂げている事を自覚しているのだろう。

　初めて家に泊めてあげた日の翌朝はどこか無防備だったのに、同居を続けて何度となく裸を見られている現在の方が胸元や裾を気にするようになっている。

　しかし、

　……凄く恥ずかしそうにするのに、あまり隠そうとはしないんだよね。

　羞恥による背徳感が、色欲の覚醒に役立つからと頑張っているのだろう。

　まあ士狼としても眼福なので、遠慮せずに見る事にしている。

　そんなエッチな躰を晒さらした唯が作る今朝のメニューは、裏吉祥寺で最高のパン職人である亜あ純すみが作ったイングリッシュマフィンを使用したエッグベネディクトらしい。

　士狼は完成を楽しみに待ちつつ、

「……………………ふむ」

　唯が淹いれてくれたコーヒーを飲みながら、タブレット端末へと入ってきている裏吉祥寺の最新情報に眼を走らせた。

《餓狼旅団》の最高幹部筆頭である士狼と、団長を務める美伽の所には、大小を問わず異能特区で起きた事件や問題についての情報が入るようになっている。

　その大半が旅団による介入や解決を必要としない出来事なのだが、一見すると取るに足らない別々の問題も、何かの拍子に繫がる事で深刻な状況にまで発展する事がある。

　よって士狼は、一日に何度か入ってきている情報を確認しては、自身の勘に引っ掛かるようなものがないかチェックしている。

　色欲の大罪異能を変換させた『識世極』によって超々神速を操れる士狼は、映像記憶を上回る超速読を行なえる。だが、少なくともタップ数×スクロール数×数秒は必要とするし、何より入ってくる情報の数が膨大になるため十数分くらいは掛かってしまう。

　その一方、

　……美伽は良いよね。

　かつて異世界グランシュルトで最高位の女神だった皇おう神がみ美伽は、活字メールや動画の映像音声などの「情報」を魔法で抽出し、自身の「記憶」として脳内に保存している。

　しかも情報が何件あろうと、一度の魔法でまとめて行なえるため、かかるのは魔法発動のための僅かな時間のみであるらしい。

　……とはいえ。

　膨大な情報を一瞬で記憶として保存する……そんな人間離れした真似を平然と行なえるのは、魔法のお陰とは別に、美伽が人という種を超越した最高位の女神だからだ。

　士狼が同じ事をすれば脳に深刻な負荷が掛かり、良くて情報酔い……悪ければ脳神経に障害が生じるだろう。流石にそれは困るので、自分のペースで情報を見ていた士狼は、

「今日も、特に引っ掛かるような事件は起きてない……と」

　先の双子アンデッド真祖、ゼロスとゼクスの襲来以降、裏吉祥寺ではそこまで深刻な事態は生じていない。だから士狼は、代わりに別のニュースを表示した。

　それは異能特区の外──米国の南東部で二ヵ月ほど前に起きた凄まじい自然災害で、

「やっぱり、こっちの方が問題かな……」

　士狼がそう小さく呟いた時だった。

「お待たせ小鳥遊くん。いっぱい食べてね」

　ダイニングテーブルの椅子に腰掛けた士狼の前に、大きな皿が置かれた。

　エッグベネディクトが完成したのだ。

　士狼はタブレットを横に置くと、「いただきます」と唯に告げた。

　そして、ナイフとフォークで切り分けて一口食べるなり、

「うん美味い。最近、委員長が作ってくれる朝ご飯は、プロ顔負けになってきたね」

　口にしたのは正直な感想。感嘆の声になったのは、それだけ絶品だったからだ。

　マフィンには擂すり下ろしたアボカドと粗みじんにした生玉たま葱ねぎを混ぜたものを塗り。

　その上にトマトの輪切りと厚切りのハムを重ね。最後に乗せたポーチドエッグの上には、色鮮やかなオランデーズソースがたっぷりと掛けられていた。

　ソースには隠し味として醬しょう油ゆが数滴加えられ、濃厚なコクに日本人の舌に合った奥深さを作り出している。

　…──計算された味と食感と栄養バランス。

　思わず舌鼓を打ったこちらに、

「褒めてくれるのは嬉しいけど……言い過ぎだよ小鳥遊くん。私が作れるのは家庭料理の範囲だし、何よりもこれは美味しくて当然なんだよ」

　だって、と小さく苦笑しながら唯。

「今朝のレシピは、亜純さんが教えてくれたものなの。私でも簡単に作れる『本格風エッグベネディクト』だって」

「道理で凝ってると思ったら……さすが亜純だね」

　一流のパン職人は、パンを使った料理を作らせても一流だ。

　士狼は納得と感心をしながらも、

「とはいえ……亜純が教えてくれたのは、『委員長でも作れる』じゃなくて『委員長だったら作れる』メニューだと思うけどね」

　ここまで手が込んだ料理は誰にでもできるものではない。

　食材や調味料の数が増えれば、それだけ全体のバランスが難しくなるからだ。

　スーパーや百貨店に勤めている各食料品の専門スタッフが、食べ方を尋ねられた際に客を見て教えるメニューやレシピを変えるように、亜純もまた唯がどれ程の料理の腕か見極めた上で、このエッグベネディクトのレシピを教えてくれたのだろう。

　相手によっては、同じレシピでも『超本格エッグベネディクト』と言っている筈はずだ。

　……亜純も嬉しかっただろうね。

　家庭の食卓を守る主婦の多くは、手軽さや簡単さを求める。

　それは様々な家事をこなす上で、あると便利な知恵だ。

　しかし、ちょっとした手間を掛けるだけで、時に料理の味は飛躍的に向上する。

　その積み重ねを面倒な手間として切り捨てるのではなく、美味しくするために必要な工程として大切にできる者だけが、プロの中でも一流となれるのだ。

　一流のプロである亜純にとって、唯はさぞ教え甲が斐いがあったに違いない。

　しかし、当の唯はあくまで控えめで、

「そんな事はないと思うけれど……でも、小鳥遊くんが喜んでくれて良かった」

　それでも嬉しそうに微笑んで言うと、続いて色取り取りの野菜が盛り付けられた陶器のボウルをテーブルに置いてくれる。

　レタス・ほうれん草・トマト・オリーブ・ビーツの五種野菜のサラダだ。

　見たところドレッシングは、シンプルなオイル＆ビネガー……恐らく野菜自体の美味しさををしっかりと味わえるようにしたのだろう。

　すると、

「…………あの、小鳥遊くん」

　キッチンに戻り、自分の分のエッグベネディクトを用意しながら唯が言った。

「素朴な疑問があるんだけど……聞いても良いかな？」

「？　勿論良いけど、どうしたの？」

　士狼はサラダの味が分かるように舌をリセットしようとコーヒーに口を付ける。

　苦みと酸味が織りなす芳ほう醇じゅんな味と香りが、口の中いっぱいに広がって、




「…────小鳥遊くんはどうして私を性奴隷にしないの？」




「ぶふぅぅぅ──────っ!?」

　何気ない口調で放たれたのは、想定外を超越した想像外の質問。

　口に含んでいたコーヒーを盛大に吹き出した士狼に、

「た、小鳥遊くんっ？　大丈夫っ？」

「…………うん大丈夫。不覚だけど、少しビックリしてね」

　こちらが噎むせたのを見て慌てて布巾を手にやって来た唯を、士狼は軽く手で制した。

　そして呼吸を軽く落ち着かせると、

「えっと……急にどうしたの委員長？」

　一体何事かと、唯に質問の意図を尋ねると、

「ご、ゴメンね驚かせちゃって。実は……以前からずっと不思議だったの」

　自分がどれだけ衝撃的な事を言ったか理解したのだろう。

　唯は頰を赤くして、

「私が色欲の大罪異能に早く覚醒できるように、その……小鳥遊くんにはエッチな事をして貰ってるでしょ。でも、それとは別に私は小鳥遊くんのものだから……何ていうか、もっと私を小鳥遊くんの好きにして貰った方が良いんじゃないのかなって」

「ええと……何だってそれが性奴隷なんて話に」

　あのね委員長。

「男が誰でも、女の子を性奴隷にしたい願望があると思ったら大間違いだよ」

「そ、それは……もちろん解ってるんだけど」

「もしかして、俺が本当は委員長を性奴隷にしたいって考えてると思ってる？」

「そ、そんなつもりは……」

　心外と伝える口調で言うと、唯は慌てて首を横に振った。

　良かった──どうやら、変な誤解はされていないらしい。

　……だとしたら。

　今の発言はどこから飛び出した話なのか。

　まさかとは思うが、

「…………委員長、俺の性奴隷になりたかったりする？」

「っ……そういう訳じゃ……」

　真っ赤になりながら言った唯に、士狼は安あん堵ど。

「だったら、このままでいようよ。今だってもう充分すぎる位いやらしい事をしてるんだから。これ以上無理する必要はないよ」

「でも……もっと直接的な事とか、その気になれば幾らだってできる筈なのに。小鳥遊くんは私の嫌がるような事はしないし、最後の一線だけは絶対に越えようとしないから」

　そして。

「もしかして……私が色欲の大罪異能に覚醒できていないのは、最後までしていないからって可能性もあるんじゃないかなと思って」

　という唯に、

　……成る程ね。

　唯がとんでもない事を言い出した理由が解った。

　大罪異能の覚醒のために、もっと背徳を強めた罪深い行ないをした方が良いのではと考えているのだ。

「…………確かに、姦かん淫いんは色欲に連なる不道徳で罪悪だ。覚醒の鍵である可能性は否定できない。そして……委員長が言った性奴隷は、それこそ罪深い色欲の象徴でもある」

　でも、と士狼。

「委員長の回復能力と冷却能力は、熾セ天ラ使フの降臨とは関係のない純血種としての異能力だ。ただ……これは総合異能学府が発表しているデータなんだけど、純血種の能力は純潔である事が発動条件となっている場合が少なくないんだよ」

「そうなの……？」

　驚きに眼を丸くした唯に、士狼は「うん」と頷うなずいて、

「委員長を抱いたら、回復能力と冷却能力がなくなってしまう可能性がある。そして、そうなったが最後、異能力を失った委員長は二度と大罪異能には覚醒できなくなるかもしれない。軽々しく試すにはリスクが高すぎる」

　どうしても焦ってしまう気持ちは解るけどね。

「一か八かの賭けに出るにはまだ早いよ。もうしばらく色々と試してみて、それでも駄目だったらその時に考えようよ。俺と委員長の関係をどうするかをさ」

　ああ、それと──と士狼。

「セックス＝性奴隷って訳ではないから。そこの所は間違えないでね」

　もしそんな事になったら、世界は性奴隷だらけになってしまう。

　するとこちらの説明に、自分が必要以上に思い詰めていた事を理解してくれたのか、唯はしばし黙考した後、

「そう……だよね。ゴメンね小鳥遊くん、変なこと言って」

　照れ臭さと申し訳なさが入り交じった表情で小さく笑みを見せた。

　しかし──そこでスッとこちらの耳元に触れるくらいにまで唇を寄せてきて、




「でも……私は小鳥遊くんのものだよ。その事は忘れないでね」




　恥じらいと官能に濡ぬれた声が、甘く士狼の鼓膜をくすぐってきて、

「──────────」

　その囁きに──士狼は思わず息を吞のんで唯を見た。

　そっと躰を離した唯は頰を赤く染めていて、

「テーブル……拭くね」

　恥ずかしそうにこちらから視線を外すと、手に持っていた布巾で士狼が汚したテーブルの上を綺き麗れいにし始めた。




　唯が手を動かす度に大きな胸がいやらしく形を変えながら淫らに強調され、尻は士狼を誘うように小刻みに揺れている。

　眼の前で、躰を前傾させた唯が手を伸ばしてテーブルを拭く度に、大きな胸がいやらしく形を変えながら淫らに強調されるのを士狼は見た。また裾が捲めくれ上がったワイシャツの下から、濃い色のショーツを穿いている唯の尻が艶めかしく露わになっていて、

「…………………ん」

　士狼の視線を感じたのか、唯は微かな吐息を漏らすと僅かに腰をくねらせる。しかし、こちらと目線を合わせる事はしなかった。

　…──だから、士狼はゆっくりと椅子から立つと、唯の横から背後へと回った。

　もちろん唯は、そんなこちらに気が付いている。しかし、

「……………………………………」

　それでも唯は、テーブルを拭き続けていた。それは完全に無防備な状態で……だから士狼は、両手を彼女の前へと回すようにして背中から抱き竦すくめてやった。







　背後からされた抱擁に、

「……………………あ」

　鴻崎唯は吐息のような声を漏らすと、ようやくテーブルを拭くのを止めた。しかし、士狼はそんなこちらの耳元へと口を寄せてきて、

「どうしたの委員長……そのまま続けて」

　そう言ってこちらを促してくる。だが──士狼が吹き出したコーヒーの飛沫しぶきは、もう机の上には残っていない。そして、その事は士狼も知っている。その上で言ってきている士狼に、

「う、うん……」

　唯はコクンと頷くと、再びテーブルの上を拭いていった。すると……こちらの腰を抱いていた士狼の両手のうち、右手ががゆっくりと上に移動を始め、ボタンが閉まらずにいる胸元から容赦なくワイシャツの内側へと入ってきて、

「やぁっ……んっ、小鳥遊く……んぅ……はぁん、ふぁ……ぁん……っ♥」

　思わず唯は甘い声を上げた。士狼の右手が、唯の乳房をいやらしい動きで揉みしだいてきたのだ。とっさに快楽を湧き上がらせた唯が、躰を暴れさせるみたいにくねらせると、胸だけでパツパツだったワイシャツが士狼の腕までは耐えきれなくなり──ボタンが限界を迎えて弾けて飛んだ。すると戒めを解かれた唯の乳房が飛び出すようにして露わになった。艶めかしく充血した唯の胸の先端は、いやらしい形に張り詰めた状態で、

「もうこんなにして……委員長はエッチだね」

　士狼はクスクスと笑いながら、そんな唯の乳首を捕まえるようにキュッと摘まみ上げてくる。途端に快楽が一気に強いものになり、

「はぁっ────ぁああぁああぁぁんっ♥」

　とっさに喘あえぎ声を大きくした唯は、堪らずにビクンと躰を震わせた。ぶるぶると震えた腰が快楽に砕けると、膝の力も抜けてしまって……立っていられなくなった唯は、大きな胸を押し付けるようにテーブルの上に突っ伏した格好になる。それでも士狼の右手は、唯の乳房を摑つかんだまま離さなかった。それどころか、士狼は唯の腰を抱いていた左手を下へと動かして──そのまま唯のショーツの中へと滑り込ませてきて、

「やぁ……あぁっ、小鳥遊くん……待ってぇ……そこ、はぁ……んぅっ♥」

　最も恥ずかしい場所を触られる……本能にも似た羞恥に、唯は内股にした太ふと腿ももをキュッと閉じようとした。しかし──たっぷりと調教された唯の躰は、士狼がくれる快楽には抗う事ができなかった。それでも、

　……ショーツが……汚れちゃう……っ。

　さっき穿いたばかりなのに……快楽に思考をとろけさせながら、それでも余計な洗濯物を増やしてはいけないと頭の片隅で思うのだが、

「あぁ……駄目……小鳥遊くん、駄目ぇ……っ」

　口は必死に士狼を止めようとするのに──唯は尻をいやらしく持ち上げ、両脚は士狼に屈服したように少しずつ開いていってしまう。そんなこちらに、

「………………良い子だね」

　そう囁いた士狼の左手が、唯のショーツの中を我が物顔で動いて……次の瞬間、士狼の指先が唯の淫裂を擦り上げた。胸への愛あい撫ぶで既に官能の火をくべられていた唯の秘所は熱い蜜をたっぷりと分泌していて、士狼の指が唯の会陰から敏感すぎる性突起までを往復する度に、「クチュっ♥　クチュっ♥」という淫らな水音が瞬く間に大きくなる。

　そうして刻まれる激しい快楽に、唯は己の色欲を一気に昂たかぶらせていって。

　次の瞬間、

「ぁ……あぁっ、ぁああぁぁあぁああああああああぁぁあぁああああぁああぁああぁああぁぁああああああぁぁああぁあぁあぁああぁあぁぁぁぁ…………っ♥」

　完全に快楽を極まらせた唯は、盛大に嬌声を上げながら激しく絶頂した。

　と同時──唯のショーツと士郎の手をいやらしく濡らしたものがあって、

　……あぁ……や、ぁ……。

　あまりに大きな絶頂に、秘裂から大量の愛液をシャワーのように吹いてしまった唯は、全身を駆け巡る快感と羞恥に、どうしようもなく身を打ち震わせた。唯が漏らしてしまった愛液は、内股を艶めかしく濡らして……そのままダイニングの床に決して言い訳ができないような淫らな水みず溜たまりを作る。それは士狼が吹き出したコーヒーよりも遥はるかに多くて、

「…………や……あぁ、小鳥遊く……ゴメンなさ……んぅ……♥」

　申し訳なさと恥ずかしさが混ざり合っているのに……それでも絶頂の余韻はどこまでも甘美で、身を悶もだえさせながら口にした唯の声には確かな恍こう惚こつが含まれてしまう。ここまでされたらもう、唯の色欲の刻印は完全に反応してしまっていた。すると、

「…………良いんだよ。委員長をこんな風にしたのは俺なんだから」

　そんな淫らな唯に士狼は優しくて……そうこちらへ囁くと、

「それより、もっと委員長を気持ち良くしてあげたいな」

　と言うなり、唯の耳に舌を這はわせてくる。耳じ輪りんを舐なめられ、三さん角かく窩かに舌先を入れられ、耳たぶを甘あま嚙がみされた頃には、唯はもう士狼と彼がくれる色欲に完全に溺れていて、

「……………………ん」

　士狼に求められた唯は、キュッと眼を瞑つむると従順に彼に応えた。左手を自らの腰の横へと持ってゆき……親指を引っ掛けるようにして、ゆっくりとショーツを下ろしてゆくと、

「委員長は素直で可愛いなぁ…それじゃあ、ご褒美にいっぱいイカせてあげるよ」

　そうこちらへ言うなり──士狼の左手が唯の秘裂をいやらしく擦り上げ始める。中指の第二関節を曲げた形で固定し、手首を内側に折った状態で小刻みに震わせる。そうして淫らなローターと化した中指で、秘裂の敏感なところを的確に攻められれば、色欲を反応させて催淫状態にある唯にはもう、絶頂を連鎖させてしまう以外にできる事などなくて、

「あぁっ、はあぁあぁぁっ♥　やあっ、小鳥遊く……んっ、ふぁあんっ♥　はあぁっ、待っ……やぁあっ♥　んぁぅ、小鳥遊くぅ……ぁあぁっ、ぁああぁぁああぁぁ────っ♥」

　おかしくなりそうな絶頂の嵐に、ガクガクと膝を震わせながら、それでも唯は必死にテーブルにしがみ付いて、士狼がくれる快楽と絶頂を全て受け止め続けてゆく。すると、

「委員長……おっぱいが物欲しそうにしてるよ」

　そう言うなり──士狼の右手が唯の乳房をメチャクチャに揉み始めた。途端に胸と秘所の快楽が掛け合わさって、

「っ────────ぁぁぁああぁぁああああぁぁっ♥」

　次元の異なる快感に、艶めかしく情欲に濡れた声を漏らしながら、唯は喉を仰け反らせた。

　そして……士狼の手の動きに合わせてビクンビクンと躰を何度も震わせる。その一つ一つが、意識が飛んでもおかしくないレベルの絶頂だ。そうして朝のダイニングで、唯は自分がどれほど淫らな女であるかをたっぷりと思い知らされていって……やがて、とうとう限界が訪れてズルズルと床にへたり込んだ。

　…────しかし、それでも唯は意識を失う事だけは絶対にしない。
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　何故なら、

「委員長……ほら。委員長があんまり可愛いから、俺のもこんなになってるよ」

　その言葉に、唯は官能にとろけきった瞳で士狼の方を見た。

　……あ……。

　すると視線の先には──怖いくらいに膨れ上がっている士狼のモノがあって、

「…………さあ、おいで」

　聞こえたのは、唯を所有している少年の言葉で……だから、唯は四つん這ばいになりながら、ゆっくりと彼の下に向かった。そして縋すがり付くように士狼の腰へと両腕を回すと、そのまま彼の股間に唇を寄せてゆき、

「ぁ……あぁ……ん……あむ……ちゅ、れる……ちゅっ♥」

　それがまるで当然の事のように……士狼のものを口に含んで性奉仕を始める。

　自分が貰った快楽を──その官能的な悦びを、少しでも返すために。

　愛おしげに……それ以上に淫らに舐めしゃぶり、唯は彼を射精へと導いてゆく。




　…──これが、鴻崎唯にとっての日常。

　同どう棲せいしている少年……小鳥遊士狼は唯の所有者で、色欲を教えてくれる絶対的な存在だ。

　七つの大罪が刻んだ二人の背徳的な関係は──友達以上、恋人未満。

　そして。

　クラスメイト以上……性奴隷未満。





第１章　異能特区の外にあるもの
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　異能特区を南東から外へ出る時、車ならば利用されやすい通りがある。

　東京国際空港から西へ弓なりに反って半円状に北へと伸びる都道三一一号線。

　通称『環八通り』。

　そのまま通りを車の流れに沿って二十分ほど南下すると、程なく東京と東海地方とを結ぶ物流の大動脈にぶつかる。

　左折すれば都心に続く『首都高』へと入る。

　…──しかし、後部座席に唯ゆいと士し狼ろうを乗せた車は交差点を逆へと曲がった。

　そして、眼の前のインターチェンジから入ったのは神奈川から東海へと伸びる『東名高速』だ。

　すると、

「…………高速に乗ったから、渋滞がなければ一時間ちょっとで向こうに着く」

　運転席でハンドルを握っている少女が、前方を見たまま言った。

　淡々とした声で告げたのは裏吉祥寺が誇る運び屋──レム・バーンシュタインだ。

　そんなレムを、唯は後部座席から見ていた。

　…──唯と士狼は、レムが運転する車で異能特区を離れて一路南西を目指していた。

　目的地は、東洋のモナコとも称される都市。

　熱海だ。

　日本三大泉場にも数えられる有名な温泉地。

　しかし唯たちは、リゾートのために向かっているのではなかった。

　沈黙が降りている車内に、重い空気が立ち籠める中、

「………………………………」

　唯は、前でハンドルを握っている運び屋の少女を想った。

『どうか──私と、私の姪めいを助けて欲しい』

　今からおよそ二ヵ月前。

　アンデッド真祖の一件の後、レムが士狼にそう依頼した現場に唯は居合わせた。

　米国のフロリダで暮らしている姪、アリスからレムに助けを求める連絡があったのだという。フロリダで大規模なテロの計画が進行中で、アリスはたまたまテロリストと思しき男達が計画について話しているのを耳にしたらしい。

　すぐに警察に通報・相談したものの、アリスは計画について耳にしただけでテロリストの外見や、計画の詳細については情報を持っていなかった事もあって、まるで取り合って貰もらえなかったのだそうだ。

　……そして。

　せめてとばかりにＳＮＳでテロの危機を発信したところ、翌日からアリスは何者かの視線を感じたり、後をつけられている気がするようになり、身の危険を感じた彼女はレムに助けを求めてきたのである。

　肉親を亡くしているアリスにとって、頼れる存在はレムだけ。

　そこでレムは米国に渡って、アリスを保護して異能特区へ連れて来ようと考えた。

《餓が狼ろう旅団》への依頼は、その道中の護衛だ。

　…──異能特区への出入りは、そこまで厳しい取り締まりは行なわれていない。

　総合異能学府に所属している能力者で、上位クラスの強大な力を持った者については、普段の生活においても様々な特権や恩恵を得ているため、外出許可を申請する必要があるのだが、一般人などはほぼ自由である。

　もちろん、

　……小鳥遊たかなしくん達は、上位クラスを超える力を持っているけど。

　それでも士狼たちは、自由に特区を出入りする事が可能なのだという。

　総合異能学府に、士狼たちの能力や戦闘力の高さがバレていないから──ではない。

《餓狼旅団》を始めとする裏吉祥寺の有力な異能組織は、暗黙の了解として自由が保障されスルーされているのだ。

　本音を言えば、総合異能学府としても有力な能力者は手元で管理したいだろう。

　だが士狼たちクラスともなると、下手に手出しをしたところで従わせる事はできないし、かえって自分達の権威を貶おとしめてしまう事にもなってしまいかねない。

　よって何者にも束縛されない士狼は、即座にレムに協力する事を約束。

　二人は翌日の航空便で米国に発つ筈はずだった。

　……でも。

　士狼とレムが米国に行く事はできなかった。フロリダを米国史上最大規模の災害が襲い、日本政府が一時的に一般人の渡航禁止命令を出したのだ。







　…──世界でも類を見ない激甚災害となったのは超巨大津波。

　最大到達高度は六百ｍオーバー。『リヴァイアサン』と名付けられたその津波は、北大西洋沖で発生すると西へと押し寄せ、米国のフロリダ半島を丸ごと吞のみ込んだ。

　被害は新設されたばかりのカテゴリー６のスーパーハリケーンのそれを上回り、死傷者と行方不明者は現在判明しているだけでも二百万人超とされている。

　さらに──稼働中・停止中を併せて五基あった原子力発電所も完全に水没。

　被害による経済損失額は一兆ドルを上回り、大統領は即座に非常事態宣言を発令した。

　今世紀最大の自然災害として国連総会でも世界的支援が決定され、日本も現地に数万人規模の災害復旧部隊を派遣している。

　日本国内でもこの巨大津波災害はトップニュースとして一ヵ月以上も連日報道され、日が変わるごとに被害者の増加と生き残った被災者の嘆きの声が世界中に届けられた。

　凄惨なそのドキュメントに、精神的に引っ張られてしまいやすい唯や凜りんなどは、あまりニュースを見ないように士狼たちから言われた位だ。

　そして──間もなく二ヵ月になろうとしているというのに、自然災害分野の専門家達は、未だにこの超巨大津波の原因を特定できずにいる。

　何故か？　それは、

　……原因が自然現象じゃないから。

　犠牲者を多く出してしまったのは、誘発原因となる地震などが発生する事なく、いきなり津波が沖から押し寄せてきたからだ。

　現に津波以降、大西洋沖を震源とする余震らしき地震は一切発生していない。

　他国による新型核兵器の海中実験など、様々な陰謀論が駆け巡る中……世界初の異能特区を抱える日本の総合異能学府が先日、ある見解を発表した。

『吉祥寺を異能特区に変えた熾セ天ラ使フと同等の高次生命体の降臨による余波の可能性』と。

　確かに──その可能性はゼロではない。

　……だけど。

　恐らく真相は違う。

　あの巨大津波は──強大な力を持った純血種による異能テロ。

　それが唯や士狼たちの推測であり、恐らく総合異能学府もそう考えている。

　にも拘わらず、高次生命体の降臨現象の余波という声明を出したのは、

　……異能特区に非難が向くのを避けるため。

　熾天使の降臨によって異能に目覚めた覚醒種が大半とはいえ、吉祥寺市は世界で最も多くの純血種が──生まれついての異能力者たちが暮らしている街だ。

　米国にかつてない犠牲を出したのは、テロ行為に走るような危険な能力者を日本の異能特区が放置していたせい──そうした非難が行なわれれば、各国が日本だけが異能力の研究開発を独占している現状を、即座に改善せよと迫ってくる可能性が高い。

　そうした状況に陥るのを避けるため、異能研究を司っている総合異能学府は、本当に降臨したかどうか解らない高次生命体をスケープゴートにしたのだろう。

　その目論見は今のところ上手く行っているのか、日本や異能特区に対する責任論は噴出していない。

　かといって米国は、総合異能学府の見解を鵜う吞のみにするほど単純ではないだろう。

　……恐らくは。

　日本と米国の両政府の間では、水面下で様々な外交が行なわれている。

　だが──そうした政治は、政治家がやれば良い話だ。

　…──問題なのは、もし本当に異能テロなら犯人がまだ捕まっていない事の方。

　そして……レムの姪アリスが耳にしたテロ計画が、この巨大津波だった可能性だ。

　犠牲者の数を考えると不幸中の幸いと言うのも憚はばかられるが……テロの驚異と身の危険を感じていた事もあって、アリスはフロリダを離れていた。

　お陰で、津波には巻き込まれずに済んだらしい。

　しかし事前にテロの可能性を伝えていた事で、米国政府が事情聴取のためアリスの身柄を確保しようと動き出していた。

　…──空港は押さえられ、正規のルートでは出国できない。

　米国政府に保護して貰うというのも選択肢の一つだったが……先の津波が本当に異能によって引き起こされたものだとしたら、敵は甚大災害レベルの現象を起こせる異能力の持ち主という事になる。

　そんな敵が相手では、たとえ国家であろうとアリスの安全は保障できない。

　そこで、当初はアメリカから観光という形で来日する筈だった予定を変更。

　国境を越えてメキシコで偽のパスポートを用意し、ヨーロッパ経由でロシアに入り、そこからは鉄道で移動。さらに別のパスポートで中国に入り、関西国際空港への直行便で日本へ降り立つと、新幹線で熱海へ移動する……という手筈を取っている。

　メキシコからの道中の護衛は士狼が手配しており、無事に中国に入ったというメッセージが今朝届いた。

　…──到着予定は、中国当局の動き次第。

　明日から明後日との事だった。







　そして、合流場所を異能特区ではなく熱海に指定したのは最強の魔法使い。

　旅団の美しすぎる女団長──皇おう神がみ美み伽かだ。

　何でも伊い豆ず半島が、フロリダ半島の環境を再現する土地として適しているらしい。

　あれだけの異能力──敵の力が個人で発動できるものなのか、フロリダという土地と絡めた限定的なものであるかを確認する必要があるのだという。

　よって美伽は半月ほど先に現地入りし、伊豆の環境を魔法によってフロリダへと近付けていっている。

　……そして。

　敵は──間違いなくアリスを追ってやってくる。

　犯人が気付くように、意図的にＳＮＳで熱海に来る事を報せておいたからだ。

　…──米国は、異能関連で日本政府との関係を崩したくない。

　よって、彼らが日本国内で超法規的行動を取る事はないと考えて良い。

　動いてくるとしたら──それは津波を起こしたテロリストだけだ。

　……本当なら。

　空港まで迎えに行った方が安心ではある。

　だが士狼たちは自由な行動を見逃されてはいるものの、総合異能学府や日本政府にはマークされている。

　監視カメラが多い空港に士狼たちがいれば、アリスの居場所を報せるようなものだ。

　…──下手をすれば、先にテロリストにアリスを発見されてしまう恐れがある。

　オンラインで管理されている監視カメラ映像は、その気になれば幾らでもハッキング可能だからだ。

　よって護衛と秘密裏に日本国内へ入って貰い、熱海まで来て貰うのが最善と判断した。

　現在は、その合流場所へと向かっているところだ。

「………………………………」

　アリスが心配なのだろう。レムはいつも以上に口数が少なく黙って運転していて、

　……レムさん……。

　唯は運び屋の少女の気持ちを慮る。だが、掛ける言葉が見当たらなかった。

　アリスは絶対に大丈夫……そんな軽はずみな気休めはとてもじゃないが言えない。

　それに──アリスの件とは別に、唯にはレムと少し話しづらい理由があった。

　…──アリスの件をレムが伝えてきた場所。

　それは放課後の聖せい蹊けい学園の教室だった。

　そしてレムが現れた時──唯は、士狼による性調教の真っ最中で、

　……私、何て恥ずかしい姿を……。

　後部座席の唯は、右手の人差し指と中指でそっと己の唇に触れる。

　…──それは、二人だけの夕暮れの教室。

　色欲による催淫の官能衝動に身を委ね、士狼の愛あい撫ぶで何度となく絶頂を繰り返した後。

　唯は一糸纏まとわぬ姿で、士狼のモノを淫らに口に含んで舌を這はわせていた。

　ランジェリーショップで士狼と翠み琴ことに仕込まれたフェラチオで性奉仕していたのだ。

　その瞬間を、レムに目撃されてしまった。

　どこまでも背徳的で淫らな痴態。目撃したレムは、定期的な士狼の色欲の烙らく印いんによる淫らな行為で慣れているのか気にしていないようだったが──唯は違う。

　……だって。

　翠琴はあくまで例外で、士狼との行為は基本的に二人だけの淫らな密事だ。

　それをレムに見られてしまった。

　アリスを保護する件で今日までに何度か顔を合わせてはいるが、正直どんな風に振る舞えば良いのか解らなくて、

「…………………………っ」

　羞恥を募らせた唯は、顔を赤くして俯うつむいた──次の瞬間、

「っ────ふぁああぁあんっ♥」

　不意に湧き上がった快感に、ビクンと躰からだを震わせながら甘い嬌きょう声せいを上げた。

　いつの間にかこちらの背後へと回された士狼の右手が──あろう事か唯の乳房を服の上から淫らに揉もみしだいていた。

　…──本格的に性調教を始めた事で、唯には幾つかの変化が生じていた。

　まず性感の開発が日々進んで、より敏感な躰へと変貌を遂げ続けている。

　それに比例するかのように乳房の発育が止とどまる事がなくて、先日買ったブラジャーはもう合わなくなってしまった。

　士狼は新しいものを買おうと言ってくれたが唯は断った。

　自分の調教はこれからも続くし、胸のサイズもさらに大きくなるかもしれないからだ。

　だから──唯はブラジャーをニプレス程の極小布地の水着に変えた。

　恥ずかしさはあるが、これならバストサイズに左右される事がない。

　それに……士狼が唯の服の上から、また内側へと手を入れて胸を揉んだ時に、ブラジャーと違って外さなくても唯の乳房の柔らかさや温もりを感じて貰える。

　…──士狼のためだけではない。

　唯もまた、服の上からでも士狼の手をしっかりと感じられるようになった。

　当然──得られる快感も飛躍的に上昇していて、

「やぁ……んっ、小鳥遊く……あぁ……何を……んぅぅぅっ♥」

　服の上から解るほど乳房を淫らな形にされ、羞恥と快楽に唯が困惑の声を上げると、

「何だか思い詰めた顔をしているから、緊張を解きほぐしてあげようと思って」

　士狼はしれっと言い放つと、唯の胸元から服の中へと手を滑り込ませた。

　そうして士狼は唯の乳房を直接揉んできて、

「あんっ、ふぁあん……んっ……そんな……はぁああぁっ♥」

　今朝、キッチンで満たして貰ったばかりだ。この程度で色欲が反応する事はない。

　でも──性開発が進んで敏感になった唯の躰は、色欲の活性化による催淫状態にならなくても、普通の人の何倍もの快感を得られるようになっている。

　胸を揉まれる快感に、唯の口から誤魔化しようのないボリュームの喘あえぎ声が漏れて、

「…………………………」

　そんな唯をバックミラー越しに運転席のレムが見ていた。

　冷静な瞳に見据えられ、

「やぁ……レムさん、これは違うの……んっ、わたし……」

　唯は甘く身をよじらせながら必死に言い訳しようとする。

　…──以前、同じような事を士狼がした時。

　レムは後部座席を回転させて、士狼を後部トランクに閉じ込めた。

　しかし──あの時と今とでは、唯と士狼の関係は全く異なるのだ。

　レムの気持ちはありがたいが、士狼が咎とがめられてはいけない。

　だから唯は官能に潤んだ瞳で、必死に平気だと伝えようとして、

「…………大丈夫。唯が士狼のものになったのは知ってるから」

　ところがレムは咎める事なく言った──士狼の唯への行為を認めたのだ。

　これには唯よりも士狼が予想外だったようで、

「どうしたのレム？　てっきり俺は、またトランク行きだと思ってたんだけど」

「勿もち論ろん、私の車の中であまりはしたない事をして貰うのは困る。ただ、今回の私は士狼たちに助けて貰う立場……これ位の事には眼を瞑つぶる」

　それに。

「今は私たちの旅行用の荷物がトランクに入っているから、座席を回転させる機能は使えない。だから……仕方ないから二人の好きにして良い」

「うーん……そう言われちゃうとね。折角だし、お言葉に甘えようか委員長」

　士狼はそう言うと、申し訳程度の布地しかない唯のブラをずらしてきた。

　そして中指から小指と手の平とで乳房を揉みながら、親指と人差し指とで張り詰めた唯の乳首を摘まむと、いやらしくキュッと擦り上げてきて、

「やっ、小鳥遊くん、そこは……あぁぁあああぁぁ……っ♥」

　途端に膨れ上がった快楽に、唯は嬌声と共に腰を浮かせてしまう。

　一気に熱くなった股間の奥が、淫らな官能に嬉うれしそうに震えていて、

　……あ……。

　唯は自分のアソコから愛液が溢あふれ、ショーツがいやらしく濡ぬれてゆくのが解った。

　人前なのに。レムが見ているのに。そう理性が羞恥を訴えているのに。

　それなのに──躰はどこまでも正直で。今朝、滅茶苦茶にされたばかりの唯の乳房は、こうして士狼に再び揉まれて淫らな快楽に悦んでしまっていた。

　…──だから、もう言い訳はできない。

　いやらしく乳房を揉んでいる士狼の手に、唯は服の上から己の手をそっと重ねた。

　レムの見ている前で淫らな真似をしてくる士狼を受け入れたのだ。

　そして、

「…………いいよ。小鳥遊くんの好きにして」

　至近距離で眼を見詰めながら、この色欲の行く先を士狼に委ねた。
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　東名高速道路──横浜町田ＩＣと厚木ＩＣの区間に、多くの人で賑にぎわう場所がある。

　全国の高速道路において、利用者数と売上高でトップクラスに君臨する施設。

　海え老び名なサービスエリアだ。

　多い時には上下で日に十万人以上が訪れるこの場所は、食事や土産物などの買い物が楽しめる一種の観光地的な魅力を持っている。

　そして──この場所が日本でも屈指の人気を誇るのは、サービスエリアの本来の役割である休憩場所としての満足度も高いためで、

「良かった……替えの下着を沢山持ってきておいて」

　鴻こう崎さき唯は、頰を赤くしながら女性用トイレの個室の中で呟つぶやいた。

　士狼に愛撫されてしまえば、唯は色欲を活性化させてしまう──それは避けられない。

　たちまち躰は敏感に反応し、ショーツはどうしようもなく濡れてしまう。

　…──唯が好きにして良いと告げた後、士狼は本当にその通りにした。

　レムの運転する車の後部座席で、たっぷりと唯に快楽を与えてきたのだ。

　左手で制服の前のファスナーを下ろして、ブラジャー代わりの水着をずらされた唯の胸を露出させ、その手をそのままスカートの内側へ──ショーツの中へと入れてきた。

　いやらしく胸を揉まれながら女の入り口を擦り上げられた唯は、否応なく絶頂へと押し上げられて……熱海に着くまで、そのまま士狼にされ続けてもおかしくなかった。

　しかし、

　……良かった、小鳥遊くんが本気じゃなくて……。

　士狼はこちらを何度かイカせた後──レムにこの海老名サービスエリアへ寄るように頼んでくれて、車がサービスエリアへ入ったところで唯は快楽から解放された。

　もし、士狼が熱海まで唯の調教を続けていたら……ただでさえ気まずさがあるのに、いよいよ唯はレムに対して申し訳なくて顔を合わせられなくなっていただろう。

　しかし、はしたない真似をしてしまったこちらにレムは優しくて……駐車場に車を停めると、旅行バッグが入っているトランクを開けてくれた。

　だから唯はお礼を告げると、着替え用のポーチを出して女性用の化粧室へと急いだ。

　何かと混雑しやすい女性用の化粧室。しかし、このサービスエリアの個室は百を超えているだけでなく、数こそ少ないものの更衣室も備えられている。

　そんな中、多目的トイレも空いていたため唯はそちらを使わせて貰う事にした。

　…──士狼に淫らな事をされるのは、恥ずかしいけど嫌ではない。

　そして屋外でされるのには羞恥から抵抗があるのだが、それでも快楽という女の悦びを得てしまっているのは事実だ。

「…………どうしよう。どんどんエッチになってる気がする」

　もちろん、色欲に覚醒するためには良い事なのかもしれないが──それでも冷静になると、途端に羞恥が湧き上がって全身が熱を持ってしまう。

　……もう、恥ずかしいなぁ。

　今にして思えば、よく今朝は士狼に性奴隷の話をできたものだ。

　嘆息しつつファスナーを開けば、入っているのは今回の滞在用に持ってきた下着。

　ポーチの中は箱入りの洋菓子のように縦三列×横四列に区分けされていて、可愛らしいサイズに丸めたショーツの玉が並んでいる。

　それぞれのショーツはＷファスナー付きの透明なプラスチックバッグで個包装してあり、中には乾燥剤も入れてある。

　左上がプラスチックバッグだけで空いているのは、現在唯が穿はいているためだ。

　しかし──よく見れば横の列は同じデザインのショーツが並んでいる事が解る。

　それは学校や出先などで士狼に淫らな事をされる機会が多くなったため。

　…──女であれば誰しも、意図せずにショーツを濡らしてしまう事はある。

　キスをしたり、胸や尻を触られるような直接的な性行為がなくても、ちょっとした出来事に躰が反応してしまうのは自然な事だ。

　その上──唯は色欲の大罪刻印が刻まれているだけでなく、士狼に調教を受けている。

　よって唯の性感は、一般人の限界を完全に超えた次元まで開発が進んできており、士狼にされる事で得てしまう快感は、もはや常人のそれとは比べものにならない。

　…──どこまでも淫らで敏感な躰。

　士狼にされる度に、唯のショーツはグショ濡れになってしまって……そのため柑かん奈なの店で買った上下セットの下着と同じものを、ショーツだけ複数枚ずつ追加購入させて貰い、こうして替えのショーツとして持ち歩くようになっていた。

「………………ん」

　唯はスカートの中に両手を入れると、両手の親指を引っかけて穿いていたショーツをゆっくりと下ろしていった。レムの車の後部座席で士狼にされていた時に唯が感じていたのは、一般的な女性にとっての絶頂の十倍以上の快感だ。

　だから──脱いだショーツが一体どんな状態かは敢えて見る事はしない。

　それでも、

　……あ……。

　小さく折り丸めた時に、手の中で感じた湿り気は言い訳できないレベルで……それでも大罪異能に覚醒できるようにと、唯はそうした己の淫らな色欲を受け入れる。

　そして、

「…………早く出ないと」

　多目的トイレは手洗場所が備え付けられているため、誰にも見られずにショーツを洗う事も不可能ではないのだが、このような理由で長く使用して良い場所ではない。

　だから唯は丸めたショーツをプラスチックバッグに入れてファスナーを閉じた。

　そしてポーチの左上──空いてる所にしまうと、すぐ下にある同じデザインのショーツを手に取り、密閉しているファスナーを開ける。

　…──すると、仄ほのかに甘い匂いが個室の中に香った。

　追加のショーツを買いに行った時、下着に香水を掛けると良いと柑奈に勧められた。

『体温が上がると香水は匂いを強める。士狼もきっと興奮するよ』と。

　そんな柑奈のアドバイスを、唯は実践するようにしていた。

　もちろん──この事は士狼には教えていない。

　それでも、

　……気付いてるよね。小鳥遊くんだもん……。

　左右の脚を一本ずつ足ぐりに通し、ショーツを引き上げていきながら唯は思う。

　士狼はきっと、唯が考えている事など何だってお見通しなのだ。

　こちらが士狼に淫らな事をされて、一方的にドキドキするのではなく──士狼もまた、唯にドキドキして欲しいと願っている事だって。

　唯がいやらしく性奉仕をすると、士狼は性的興奮を示す反応をしてくれる。

　士狼の快楽を極まらせ、精を解き放させる事も上手くなってきているとも思う。

　……けれど。

　唯が士狼にして欲しいドキドキは、それとは似て非なるものだった。

　もちろん士狼を気持ち良くさせられていると思うと、自分が役に立てた気がして誇らしいし……お返しに彼がくれる快楽は淫らなご褒美で、絶頂を刻まれる度に身震いするほど幸せな気持ちにもなってしまう。

　だが──士狼はどこか平然としていて、唯がどれだけ淫らな性奉仕をしても終わると笑顔で「ありがとう」とか「良かったよ」と唯の頭を撫なでてくれる。

　……小鳥遊くんは、余裕があるよね。

　唯が持て余すほどの色欲を、士狼は軽々と受け止める事ができている。

　つまりは士狼の色欲の方が、唯の色欲を上回っているという事で……唯が大罪異能に覚醒できていないのもそれが原因なのだろう。

　やはり、

「もっとエッチな事をしないと駄目なのかな……」

　唯は既に口や手に加え、乳房を使った性奉仕も士狼にしている。

　もうこれ以上、やれる事は限られている。

　……でも。

　士狼は性奴隷という案については却下した。

　そこまで極端に行かなくても、年頃の男女が同じ屋根の下で暮らしていて、性行為を人には言えないくらい行なっているのだ。

　普通に考えれば、とっくに最後の一線を越えていてもおかしくない。

　…──だが、士狼は踏み止とどまってくれている。

　それは唯を自分の所有物ではなく、一人の女の子として大切に考えてくれているからなのだろう。だから不用意に傷付けるような事だけは絶対にしない。

　でもだけど。

「………………小鳥遊くん」

　唯は鏡に映る自分自身を見詰めながら呟いた。

　あの士狼が理性を飛ばすような事は想像できない。

　けれど──もしも士狼がこちらを求めてくれたら、きっと唯は拒まない。

　投げやりでも、義理立てでも、恩返しでもない。

　小鳥遊士狼のものになる事を受け入れた時から──そう決めている。

　……でも、それだけじゃない……。

　色欲の大罪異能に覚醒するため、彼と淫らな事をするようになって……その想いは唯の中で、日を追う毎に強くなっていっている。

　…──こんなにも恥ずかしい事。

　…──こんなにも後ろめたい事。

　…──こんなにも気持ちの良い事。

　…──こんなにも淫らなのに、悦びを得られる事。

　それは他の誰でもない──士狼としか考えられないと。
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　…──女性用トイレを出た唯は、士狼と合流しようと彼の姿を捜した。

　このサービスエリアは予定になかった寄り道だ。

　しかし、せっかく立ち寄る事にしたのだからついでに飲食物を購入しようという話になっていて、唯が化粧室へ行っている間に士狼は買い物をすると言っていた。

　土曜日という事もあり、サービスエリア内は多くの人で混雑していて、

「良かった……美伽さんのアクセサリーを着けてきて」

　唯はそう呟くと、人の意識を逸らす効果が付与されたイヤリングにそっと触れた。

　…──別に自意識過剰という訳ではない。

　覚醒に向けて本格的に士狼と色欲に向き合うようになってからというもの、唯の肢体は淫らな変化を遂げている。

　異能力の使用を厳禁する協定があるため、美伽のアクセサリーも着けられない学校内では、男子だけでなく女子からも注目されるようになっているのが現状だ。

　特に男子からは非常に直接的な視線を注がれるようになっていて、学校では唯は士狼と付き合っているという設定で通しているのだが、最近はそれでも構わないからと告白してくる男子が出て来るようになっている。

　…──とはいえ、当然そうした男子達の想いに応える事はできない。

　よってなるべくお断りしなくて済むように、最近学校ではなるべく士狼の傍にいて恋人らしく振る舞っている。

　今では唯と士狼は、高等部はおろか中等部にまで話が広まっている聖蹊学園で最も有名なカップルだった。

「えっと……小鳥遊くんは」

　人波の流れに逆らわないようにして唯は歩を進めていった。

　屋台の列が並んでいる「うまいもの横丁」も、建物内のフードコートや売店も多くの人で賑わっている。

　特に売店には、裏吉祥寺はもちろん異能特区にも置いてないような商品があって、

「そうだ……翠琴ちゃん達に、何かお土産を買って帰ってあげないと」

　唯はふと、売店の一角で足を止めた。

　アジトを空にする訳にはいかないため、翠琴・凜りん・煉れん也やの三人は今回は留守番だ。

　そして、

　……本気で泣いてたよね、翠琴ちゃん。

　唯はロリエロメイドの泣き顔を思い出す。

　行き先が海という事もあり、三度の飯よりもセクハラが好物の翠琴は、一緒に連れて行って欲しいと泣いて士狼にせがんでいた。

　せめてお土産くらいは奮発してあげた方が良いだろう。

　とはいえ、

「何か買うにしても、帰りにした方が良いよね」

　今は目的地へ向かっているところだ。

　熱海での滞在が何日になるかも、まだハッキリとは決まっていない。

　今ここで買っていっても、無駄に荷物が増えて嵩かさ張ばってしまうだけだろう。

　よって唯は余計な買い物はせずに、再び士狼を捜して歩き始めた。

　そうして歩を進める事しばし、

「うわぁ……凄い人」

　とあるお店の前に出来ている一際長い行列に、唯は感嘆の声を漏らした。

　…──それは、このサービスエリアの名物。

　メロンパンを売っているベーカリーの行列だ。

　ふわりと漂ってくる甘く香ばしい匂いが、その香りだけで味の確かさを伝えてくる。

　販売個数のギネス記録を持っているこの店で売られているのは、言わば日本で最も有名なメロンパン。テレビでも多く取り上げられており、このサービスエリアを訪れた人の大半が購入してゆく。

　そして──行列の中に捜していた士狼の姿もまたその行列の中にあって、

「小鳥遊くん……」

「ああ、委員長。こっちこっち」

　こちらに気付いた士狼が笑顔で手招きする。

　唯は応じるように士狼の所へ行き、

「お待たせ。ゴメンね、一人で並んで貰っちゃって」

「良いよ、食べたいのは俺だし」

　何せ、と士狼。

「ここのメロンパンは亜あ純すみにも薦められていたからね。一度くらいはどんなものか食べておこうと思っていたんだ」

「そうなんだ……それなら間違いないね」

　亜純は裏吉祥寺が誇るブーランジェだ。

　彼女の作るパンは多くの人を虜にしており、士狼や唯も亜純のパンに魅了されている。

　あの亜純が薦めるメロンパンなら、唯としても食べてみたいし、

　……亜純さんのお陰だったんだ。

　あのままレムに調教されている姿を見られずに済んだのは、亜純が士狼にここのメロンパンを薦めてくれたからだ。

　唯は心の中で亜純にお礼を言いながら、

「小鳥遊くんだけじゃ悪いし、私も一緒に並ぶね」

「いや。ここは俺だけで大丈夫だから、委員長は先に車へ戻ってあげてよ」

　こちらの提案に、士狼は外の駐車場の方を見ながら言った。

「今のレムを、あんまり一人にしておきたくないからさ」

「………………うん、そうだね」

　サービスエリアに寄ってくれたレムは、車に残って唯たちが戻るのを待っている。

　…──士狼の危惧は理解できる。

　普段からあまり感情の抑揚がないタイプのため解りにくいが、ここの所のレムはいつもの彼女とは異なっている。

　……無理もないよね。

　いつものような冷静さや集中力を欠いているのも仕方ない。

　今はアリスの事で頭がいっぱいだろう。

　そんな彼女を一人にさせれば、余計に思い詰めてしまうだけだ。

「それじゃあ、私は先に戻ってるね」

　唯はそう言うと、行列から離れて建物を出た。
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　自動販売機でペットボトルの水を三本購入した唯は、それらを手に車へと戻った。

　…──すると、少し離れた場所からレムの姿を確認できた。

　レムは運転席ではなく外にいて、車体に背を凭もたれ掛けさせて佇たたずんでいたからだ。

　携帯を操作して画面に視線を落としていたレムは、唯が近付くとすぐに顔を上げて、

「…………大丈夫？」

「あ、はい……もう平気です。すみません」

　レムは唯が化粧室で何をしてきたかを知っている。

　思わず頰を赤くして頭を下げると、

「唯が謝る必要はない。悪いのは士狼」

「ですよね……」

「それで……唯のパンツを駄目にした犯罪者は？」

「た、小鳥遊くんならまだ中です。名物の行列に並んでます……メロンパンの」

　パンツを駄目にした……確かにその通りなのだが。

　そう言われてしまうと、恥ずかしさに拍車が掛かってしまう。

　唯が羞恥を得ながらペットボトルを一本手渡すと、

「…………ありがとう」

　小さく呟いたレムは、黙ってキャップを開けて中の水に口を付けた。

　そして、こちらのために後部座席のドアをリモコンで開けてくれる。

　唯はお礼を言って手に持っていたペットボトルをドリンクホルダーへ置くと、

「………………………………」

「………………………………」

　それきり唯とレムの間から言葉が失われた。

　…──その沈黙に気まずさを感じるのは、レムが置かれている状況を知っているから。

　そして──そんな彼女の心を慮ってしまうからだ。

　適当な世間話を振るくらいの事は唯にもできる。

　だがそれは、今のレムにとって必要な会話ではない。

　……だけど。

　かといって、安易に「大丈夫」と励ましを言うような事は憚られた。

　…──もし狙われているのがレム自身なら、その言葉は口にしても構わない。

《餓狼旅団》が、士狼が必ずレムを守るからだ。

　しかし──現在危険に晒さらされているのはレムではなく彼女の姪。

　しかも、そのアリスは現在離れた場所にいる状況だ。

　事態の全貌は見えておらず、解っているのはアリスを狙っているのが二百万人を超える死者を出した、米国史上最大規模の激甚災害に絡んでいる事だけ。

　この状況でレムに何を言おうと、励ましどころか気休めにもならない。

　解っている。そんな事くらいは。

　しかし、

「…………………………レムさん」

　視線を伏せながら、それでも唯は言った。

「私……役に立てるように頑張りますから。私は、小鳥遊くんや美伽さんみたいに何でもは出来ませんけど。でも、だからこそ私に出来る事をするだけじゃなくて……少しでも多く、レムさんとアリスちゃんの力になれるように頑張ります」

　具体的な事柄を示せない、気持ちだけの言葉。

　説得力などないのは解っている。

　そんな言葉をどれだけ重ねても、意味なんてないのかもしれない。

　不安を抱えるレムにとっては無力かもしれない。

　それでも、

「ですから──…」

　唯は想いを声にし続けようとして──ふと言葉を切った。

　…──不意に、レムに抱き締められたからだ。

　唯の方が背も高く身体も大きいため、レムに抱き付かれているように見える。

　しかし──それは間違いなくレムからの抱擁で、

「…………ありがとう。凄く心強い」

　そうレムがこちらへ口にした感謝の言葉は、いつもの感情が読みにくい抑揚を排した口調とは異なる、確かな想いを感じさせるものだった。

　こちらの気持ちが届いたのかは解らない。

　だけど──レムの気持ちを少しでも軽くできたのなら、それで良いと唯は思う。

　だから唯もまた、そっとレムを抱き締め返す事で彼女に応えた。

　…──唯は、士狼たちに助けられてばかりいる。

　こんな自分が、誰かを助けるだなんておこがましい事を言う権利はないかもしれない。

　けれど、自分がいる事で少しでも力になれたらと……心の底からそう思う。

「………………唯」

「？　何ですか？」

　ふと腕の中からあった呼び掛けに、唯は静かに問い返した。

　こちらに感謝の言葉を告げた時と違い、レムの声に微かな硬さがあった。

　すると──その理由は次の言葉で明らかになる。

「唯から七時の方向。車上荒らしがいる」







「────────────」

　とっさに緊張感を得た唯は、そっと左の肩越しに背後を見た。

　…──言われた方向に視線を向ける。

　しかし、車上荒らしと思しき姿は見当たらなかった。

　一体どこに……そうレムに問おうとした瞬間、

　……あ……。

　視線の先──シルバーのセダンの運転席から、車の外へと出て来た男性がいた。

　手には高級ブランドのクラッチバッグを持っていて、

『…………………………』

　堂々とした様子。

　だが、彼が車の持ち主でない事は明白だった。

　車を降りる時に──ドアを開けていなかったからだ。

　男は、運転席のドアをすり抜けるようにして車の外へ出て来ていて、

「まさか……異能力？」

　唯は驚きを隠せなかった。

　異能特区における能力者の大半は、熾天使が降臨した事によって後天的に能力を得た『覚醒種』だ。

　そして覚醒種は、特区内でしか異能力を使用する事が出来ない。

　そのため──視線の先にいる車上荒らしは、必然的に元から能力を使える『純血種』という事になる。

「…──恐らく、透過能力」

　男を見ながら、レムがそう分析を口にした。

　…──割合こそ低いが、それでも日本にいる純血種の数は世界トップである。

　しかし、彼らはそのほとんどが異能特区にいる。

　……だって。

　エリートとして総合異能学府に所属すれば、研究協力の対価として何不自由のない暮らしが約束されているからだ。

　…──無論、裏吉祥寺の闇社会にも純血種はいる。

　だが──彼らはいずれも凄まじい力を持っており、大きな異能組織でそれなりの地位に就いている。

　その暮らしは、総合異能学府に所属している上位クラスの能力者と大差ない。

　むしろ、非合法な分だけ得られる利益が大きく上回っている者もいる。

　よって、

「わざわざ異能特区の外で、車上荒らしなんて……」

　信じられずにいる唯の視線の先で、

『──────────』

　男はさらに、隣のＲＶ車のドアをすり抜けて車内へ入った。

　そして助手席から運転席へ淀よどみのない動きで移動すると、そのまま車の外へ出てくる。

　…──周囲の注意が向いていないタイミングを見計らっての行動。

　何より、男が堂々と振る舞っているせいもあり、彼が車上荒らしをしている事はおろか、能力を使っている事に気付いている人はいない。

　人間の興味や関心が、そこまで他人に対して向けられない事を利用しているのだ。

　現に唯も、レムに言われるまでは気が付かなかった。

　そして、

『…………………………』

　男の動きは、まるで車の中を通り抜けているかのようだった。

　その手には──先程のクラッチバッグとは異なる、女性もののハンドバッグ。

　…──恐らく、一つ前の車で盗んだバッグを今の車の中へ置いてきたのだろう。

　証拠を持ち歩く事なく、金品だけを持ち去れる。

　大胆不敵な方法。恐らく、同じ行為を繰り返す中で生まれたものに違いない。

「…………あれはきっと、純血種の中でもイレギュラー」

　そっと囁ささやくようにレムが言った。

「純血種にも様々な人がいる。中には、本当に弱い異能力しか持っていない事もある」

　それでも。

「異能分野において、純血種は貴重な研究対象。だから総合異能学府は確保して、彼らの分析や能力開発を行なっている。純血種と覚醒種の違いを比較し、特区の外でも覚醒種が異能力を使えるようになるために」

　だけど、とレム。

「総合異能学府では、能力の強さによって評価ランクが与えられている。異能力を成長させるために競争意識を煽あおる事もしていて、そのお陰で能力を飛躍的に成長させた人もいる一方で、強者による弱者への差別意識があったりもしている。そうしたヒエラルキーを嫌って、総合異能学府や異能特区を離れる純血種は少なからずいるらしい」

　それでも、異能力者はまだまだ一般的には畏怖の対象だ。

　異能特区の外ではどうしたって生きづらい。

　だから──能力者である事を隠して暮らすか、

「ああやって……犯罪に手を染めてしまうんですね」

　唯は静かな口調で言った。

　…──恐らく、あんな真似をするようになったのには理由があるのだろう。

　もしかしたら同情できるような事情なのかもしれない。

　しかし、

「…………行ってきます」

　唯はレムとの抱擁を解くと、車上荒らしの方へと振り返った。

　…──唯が属している《餓狼旅団》は、別に正義の味方ではない。

　自由のためなら時に法を破る事もするし、仲間を害そうとする敵の命を奪わなくてはならない事もある。

　それが強大すぎる力を持った者の宿命であり、抱かねばならない覚悟だ。

　唯だって──自分が清廉潔白だとは思っていない。

　…──それでも鴻崎唯は、眼の前の犯罪を放っておく事はできない。

　決して正義の味方ではないけれど。

　だからといって、悪事や悪意を見過ごさなくてはならない訳じゃないから。

　行く。

　そう己の行動を決めた唯は、

　……気を付けなくちゃ。

　そっと気を引き締めた。

　…──大罪異能に覚醒していない唯は、まだ鏡面結界を構築する事はできない。

　発動させた能力は、そのままこの場に影響を及ぼす。

　冷却能力を使うにしても、周囲への被害は極力抑える必要がある。

　ここは異能特区では──裏吉祥寺ではないのだ。

「念のため、レムさんはここに居て下さい」

　詳しくは知らないが、レムの能力は戦闘系ではないと聞いている。

　唯はそう告げると、車上荒らしの男へと向かって歩き出した。





５






　レム・バーンシュタインは、鴻崎唯が車上荒らしの男へと向かってゆくのを見た。

「…………………………」

　唯が《餓狼旅団》に入って数ヵ月。

　まだ大罪異能に覚醒こそしていないものの、神かぐ羅ら坂ざかから受け継いだ唯の冷却能力は飛躍的に強くなっていて、先のアンデッド真祖との一件でも敵の使い魔たちを瞬殺したと聞いている。

　今の唯ならば、余程の相手でもない限り不覚を取る事はないだろう。

　……逆に。

　戦闘系ではないレムが一緒に戦おうとすれば、足手纏いになってしまいかねない。

　それでも──直接的ではなくても、レムにも出来る事は幾つかある。

　だからレムはそれをした。

　その一つが、

「──────────」

　ジッと唯と車上荒らしの男を見詰める。

　…──今の唯は、美伽のアクセサリーを着けている。

　レムのような知り合い以外は、高位能力者しか唯に対して意識を向ける事はできない。

　だが、

『──────────』

　車上荒らしの男は、ゆっくりと唯へと視線を向けて、

「…──────唯！」

「っ──────…！」

　とっさにレムが叫んだ直後、反射的な動きで唯が解き放ったのは冷却能力。

　と同時──男の両膝から下が一瞬で唯の生み出した氷によって覆われ、文字通り男を地面に足止めする。

　周囲には駐車中の車が密集しているため、中に人がいるものもあるだろう。

　彼らを巻き込まずに男を捕らえる。唯の判断は決して間違ってはいない。

　だが、




「…────ふん、氷結系の能力か？　甘いんだよ！」




　男はそう笑い飛ばすと、氷の拘束から抜け出して唯へと駆け出した。

　透過能力で、車と同じように唯の生み出した氷をすり抜けたのだ。

　…──唯の冷却能力は概念タイプではなく現象タイプ。

　それでも相手の異能力にも作用させる事ができるものだ。

　あんな芸当ができるのは、

　……間違いなく高位能力者。

　距離を詰めてくる男に対し、唯に求められるのは有効な迎撃だ。

　とはいえ、他の冷却能力を使ったところで透過されてしまう危険性がある。

　しかし──唯の状況判断は的確だった。

「────────っ！」

　両手を前へ──男へと突き出し力を解放。

　すると、レムの眼は唯と男の間の空間が煌きらめいたのを捉えて、

　……あれは。

　冷却能力によって、一定範囲の気温を氷点下──極寒レベルにまで低下させたのだ。

　…──男の透過能力は、恐らく自動的に全てに作用するものではない。

　彼が認識し、意識した対象にだけ作用するものの筈だ。

　そうでなければ──男は地面を透過して地中へと落下していってしまうし、

　……それに。

　肺に酸素を取り込もうにも、全て身体をすり抜けてしまうだろう。

　盗んだバッグを車外へ持ち去れている事や、服を普通に着る事ができている事からみて、触れているものは自己と同一扱いにできるのかもしれない。

　…──だが逆に言えば、認識できないものは透過できない筈だ。

　レムが『視た』ところ、唯が生み出したのは厚さ十cmほどの氷点下百八十度の冷気壁。

　……このまま気が付かずに突っ込めば。

　激しい気温差による不意打ちによって、肉体はたちまちショック状態に陥る。

　…──だが、唯はさらに仕掛けを放った。

　男の意識を他へ向けるため、自身の眼前に本物の氷の防護壁を展開したのだ。

　戦闘において大切なのは、刹那に行なう的確な判断の連続で、

　……凄い……。

　相手の意識と思考を操る優れた戦術だ。

　士狼が頼りになると認めていたのも頷うなずける。

　そんな唯が仕掛けた不可視の罠わなは、戦いの決着を決めるには充分なもので、




「…────残念だったなあ」




　しかし──男は見透かしたように右へとステップした。

　透過能力によって横の車の後部座席へ入ると、そのまま向こう側へと飛び出る。

「っ…………！」

　仕掛けた罠を見破られた。

　とっさに冷気の壁で周囲を囲んで行く手を阻もうとした唯に、

「おっと……止やめとけよ」

　しかし男は逃げる事なく、むしろ愉快そうに言った。

　そして──ゆっくりと車の陰から出てくる。

　男は車の中から『あるもの』を持ってきていた。

　それは……三歳ほどの幼い女の子だ。

「………………………………」

　少女は悲鳴を上げる事もなく、目を瞑ったままでいる。

　…──恐らく、後部座席で横になって寝ていたのを人質にしたのだろう。

　保護者の姿がないのは、買い物や化粧室にでも行っているからか。

　寝ている少女を気遣って、起こさないようにして車を離れたのかもしれない。

　そして──それ以上の問題があった。

　男は左腕を少女の腰へ回すようにして抱え上げ、もう一方の右手は……少女の背中から胸へと抜けている状態で、

「この状態で俺が能力を解けばこのガキは死ぬ。能力は、発動するより解く方が速いからな。もちろん個人差はあるし、お前の方が俺よりも速いかもしれないが──…」

　男は唯へと笑った。

「俺が死んだり意識がなくなったりすれば能力の発動は止まるが、かといって一撃で倒せなければ、俺に能力を解く隙を与えてやはりこのガキは死ぬ」

　まあ。

「一瞬でこっちの能力を分析して、最善手を打ってこれる程度には賢いんだ。それ位は解んだろ」







　レムが見詰める視線の先で、

「…………………………っ」

　男と相対していた唯が、苦い表情で両手を下ろした。

　…──人質の女の子を救う事を第一に考えての判断だろう。

　男の言葉に従い、戦う意思がない事を示す。

　すると、

「よし……騒ぐなよ。下手な真似をしたらガキが死ぬぜ」

　男は満足げに笑いながら忠告を重ねた。

　…──ただし、そんな事をしたところで周囲が唯の上げた声に気が付く事はない。

　レムや唯が着けている美伽のアクセサリーの効果で、一般人の意識がこちらへ向く事はないからだ。

　勿論その理由を男は知らない以上、今ここで外す事は幾らでもできる。

　……だけど。

　外した事で下手に周囲の注目を集めるような事になれば、男が人質の少女を危険に晒しかねない。

　だから、

「…………解りました。言う通りにします」

　唯はそう言って、仕方なく男に従う事にした。

「その子が眼を覚まして……怖い想いをさせたくないですから」

　という言葉に、

「その心配はいらねえよ……」

　男は愉快そうに笑った。

「俺が能力を使った状態で触れた生物は、強制的に意識が消失する。俺の能力は俺自身にしか使えないんでな……一緒に透過させられるように、意識を強制シャットダウンして俺と同化している状態にしちまうのさ」

　そうして己の能力を語った男を見ながら、

　……道理で。

　ようやくレムは得心がいった。

　その副次効果を利用する事で、男はこれまで逃げおおせてきたのだろう。

　…──本来の能力は、あくまで透過。

　だが触れた相手の意識を奪う事ができるのならば、異能特区の外で窃盗をする分にはほぼ無敵と言って良い。

　そうレムが分析していると、男はこちらへ視線を寄越して、

「そっちの嬢ちゃんも仲間だろ……来な」

「…………………………」

　言われるまでもない。

　女の子を死なせる訳にはいかないし、唯一人を危険に晒しておくつもりもない。

　レムが言われた通りにして、唯の隣に並ぶと、

「…………すみません」

「謝らなくて良い……大丈夫」

　申し訳なさそうに瞳を伏せる唯に、レムは耳に掛かった髪を搔かき上げながら応える。

　…──単に男を倒すだけならば可能だった筈だ。

　唯の異能戦闘力は、眼の前の男を遥はるかに上回っている。

　だが──唯には、女の子を助けながら男を倒す方法が思いつけていないのだろう。

　それを責める事はできない。

　レムもまた、状況を打開する策を見み出いだせていないのだ。

　……そして。

　気になる事があった。

　男が、わざわざ自分の能力の秘密ともいうべき効果をこちらに明かした理由だ。

　…──隠しておけば、幾らでも切り札として使えた筈である。

　それを敢えてこちらへ教えたのは、相手の意識を奪えるというのがブラフか。

　もしくは他にも切り札があるか、だ。

　……恐らく。

　後者だろう、とレムは推測した。

　…──先程、男は唯が生み出した不可視の冷気の壁を回避している。

　透過能力は、透視と繫つながっていてもおかしくない能力だ。

　そして透視とは、ものを見透かす力である。

　単に物質を見通すだけでなく──目に映らないものをも見つけ出す事ができてもおかしくはない。

　よって、

　……このままだと。

　少女だけでなく、自分達も危険だ。

　…──しかし、レムも唯も少女を置いて逃げる事はしない。

　レム達が逃げれば、男は少女を殺す。

　人質を失う心配はない。触れれば相手の意識を奪えるのだ。

　このサービスエリアでは、他に幾らでも人質の替えは利く。

　だから──逃げずに、少女を死なせないようにして男を倒すしかない。

　そのためには、

　……とにかく時間を稼がないと。

　男にとってレムの異能力は未知数だ。

　唯以上の戦闘系能力の可能性を考慮し、迂う闊かつにこちらと距離を詰めるような真似はしてこないだろう。

　唯に対しても、冷却能力の応用の可能性を考慮して警戒している筈だ。

　すると、

「さて。顔を見られちまった以上、やっぱ始末しないとマズイか……」

　そこまで言うと、男はレムと唯に向けている視線をいやらしいものにして、

「かといって、すぐに殺しちまうのは勿もっ体たいねえな」

　ニヤリと笑みを浮かべる。

　その瞳は──想像の中でレムと唯を犯しているもので、

「………………………………」

「………………………………」

　そんな男の視線に、レムと唯が黙って耐えていると、

「あっちに俺の車がある。これ以上ここに居ても目立つだけだし、お前達とは向こうで楽しませて貰うとするか」

「……………………………………」

　今は従うしかないだろう。

　男がレムと唯の両方に欲情したからこそ、レム達は意識を奪われずに済んでいる。

　どちらか片方だけなら、両方気絶させて一人だけ抱えて行けば良い。

　そうなれば、少女と共にレムか唯のどちらかは殺されていたかもしれない。

　……そう。

　状況は悪いが、最悪ではない。

　…──よってひとまず男の言葉に従い、レムは唯と並んで歩き出した。

　その背後を数ｍの距離を空けて、少女を人質にした男が付いてくる。

　向かう先は駐車場の外れ──男が停めている車だ。

　その状態で、レムはこの後の状況を計算した。

　……私達にチャンスがあるとしたら。

　一つは車に乗り込む時。

　もう一つは──男が車内でレムと唯に何かしようとする時だ。

　レムは男に気付かれないように唯に目配せした。

「──────────」

「──────────」

　こちらと視線を合わせた唯は、小さく頷きを返してくる。

　レムが考えている事を理解してくれたのだろう。

　…──能力を考えると男を倒すのは唯、そして少女を助けるのはレムの役目。

　後は、タイミングをしっかりと合わせるだけだ。

　そうレムと唯が決意を固めた──その時だった。




「…──ねえ。ちょっと聞きたいんだけど」




　ふと発せられたのは、あまりにも自然な声による呼び掛け。

　何かを思うより先にレムと唯……それに男の意識がとっさに声の方へと向き、

「…──────あン？」

　男が困惑した顔になった。

　声がした方には誰もいなかったからだ。

　背後にいた男の表情をレムが確認できたのは──とっさに振り返っていたため。

　…──しかし、レムが男の顔を見る事ができたのはほんの刹那だけだった。

　次の瞬間、生じたのはズドンという鈍い音。

　と同時、レムの眼の前から男の姿だけが消え──代わりに両手を前へと伸ばした唯が、垂直に落下を始めた幼い少女を抱くようにキャッチして、

「唯、女の子は……？」

「…──大丈夫、無事です」

　一瞬の事で、能力を使う暇もなかったのだろう。

　唯の腕の中で、人質にされていた少女は穏やかな寝息を立てている。

　ホッと胸を撫で下ろしたこちらに、

「良かったよ……間に合って」

　同じく安あん堵どの声が投げ掛けられた。

「待たせちゃってゴメンね。メロンパンの行列が凄くってさ」

　苦笑を含んだ声に見れば、七しち鍵けん天てん狼ろう牙がを手にした士狼が佇んでいて。

　…──その遥か右の先では。

　車上荒らしの男が、駐車場のコンクリートの地面を勢いよく転がっていっている。
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　士狼の攻撃を受けて、車上荒らしの男は失神し完全に無力化された。

　人質にされていた少女を救ったもの──それは士狼が繰り出した二連の峰打ち。

　少女を抱きかかえていた左腕の肘を、下からの斬撃で跳ね上げるようにして破壊。

　男がその衝撃を知覚するより速く、返す刀で横よこ薙なぎを側頭部へと叩たたき込んだ。

　…──二連撃にも拘わらず、生じた音は一つにしか聞こえない程の神速。

　恐らく男は、意識を失った瞬間さえ理解できなかっただろう。

　そして。

　唯とレムは、人質にされていた少女を迷子として連れて行った。

　今頃はインフォメーションセンターで、サービスエリア内にアナウンスを頼み、保護者を見付けて欲しいとスタッフの女性に少女の身柄を預けている頃だろう。

　よって残る問題は一つで、

「さて……どうしようかな」

　地面で完全に伸びている男を見下ろしながら士狼は呟いた。

　透過能力があれば、手錠はもちろん連行中のパトカーからでも容易に逃げられる。

　普通の警察に身柄を預ける事はできない。

　そう思っていた時だった。




「あれ～、士狼くんだぁ」




　ふと、間延びした声がした。

　特徴的な甘い声音……それは士狼のよく知るもの。

　見れば、タイトミニのスーツを身に纏った美しい女性の姿があって、

「南な雲ぐもさん──…！」

　士狼は驚きに眼を見開いた。

　そこに居たのは吉祥寺警察の特殊異能対策班に所属する女性刑事。

　南雲牧まき緒おだった。

　裏吉祥寺にいる高位能力者を相手に真っ向から渡り合える異能力を持つ彼女は、署内でも数える程しかいない純血種の一人だ。

　また警察官ながら士狼を始めとする《餓狼旅団》のメンバーを気に入ってくれている。

　…──それは士狼たちが、法を犯す事はあっても悪事に手を染める事はしないから。

　だから、士狼らにも警察の立場として色々と力を貸してくれている。

　唯の父親である神羅坂誠せい史じに殺された如月きさらぎ京みやこが、過去に所属していたキャバクラ『エリュシオン』──そこを士狼たちが潰した後、薬漬けにした状態で風俗店送りにされてしまっていた少女達の、その後のケアなどを行なってくれたのも南雲だ。

　ただし──それらは南雲が部下に命じているもの。

　南雲が直接動くような事は基本的にない。

　…──かといって、彼女が職責を果たしていない訳でもない。

　何故なら南雲牧緒は──普段ほとんど異能特区にはいないのだ。

　よって滅多に会う事はなくて、

「わーい士狼くん、どうしたのこんな所で～？」

　駆け寄って来た南雲に抱き付かれた士狼は、彼女の腰に腕を回しながら、

「俺は、この車上荒らしを退治したところだよ。どうやら純血種みたいでさ」

「おお～士狼くんてば、また警察に協力してくれたんだねっ」

「市民の義務だからね。後の事は、南雲さんにお願いしちゃって良いかな？」

　相手は高位の透過能力者だが、南雲ならば問題なく対応できるだろう。

「任せて。純血種の犯罪者なら、場所に関係なく異能特区の管轄だからね～」

　そう言って、ニコッと笑った可愛らしい女性刑事に、

「それで？　南雲さんは、どうしてここに？」

「えっと私はね、成田空港から裏吉祥寺へ戻る途中なんだぁ」

「成田から吉祥寺に帰ろうとして、何でまた海老名に……」

　致命的な方向音痴。

　これが、南雲が異能特区にあまりいない理由の一つである。

　そしてもう一つが、

「確か……捜査の関係で、また海外に行っていたんだよね？」

「うん。ＣＩＡからの要請で、米国でずっと合同捜査をしてたの」

　そう──こう見えて南雲は、世界中から捜査協力を頼まれる優秀な警察官なのだ。

　地理的な方向音痴ではあるものの、何故か事件に限っては真相や犯人へと辿たどり着く事ができる特異体質の持ち主で、担当した事件の解決率は驚異の九十九％オーバー。

　世界中の捜査機関が頼りにしているトラブルブレイカー。

　それが南雲牧緒なのである。

「米国か……ＣＩＡが南雲さんに頼むって事は、かなり大変な事件だったでしょ」

「うん。捜査情報は秘匿だから言えないけど……国土安全保障省やＦＢＩとも連携した大規模なものだったんだよ。でも、他で色々あって途中で引き上げる事になったの」

「引き上げた？　南雲さんが？」

「うん……例の酷い津波のせいでね」

　と南雲は表情を曇らせた。

　底抜けに明るい南雲だが、流石に多くの被害者を出したあの凄惨な災害については笑顔で語れないらしい。

「事態というか、もう状況が変わっちゃったとかでね……日本と向こうの政府間で、他国の捜査官は関わらせないって取り決めが交わされちゃったらしいの。こういう時、現場は辛いよね」

「あちらさんの情報機関や捜査機関の方針が変わるなんて……総合異能学府が発表した、高次生命体の降臨の余波の可能性っていうのは、向こうでも信じられているの？」

「どうだろう。勿論まだ色々な仮説があるし、どれも完全に否定できるような状態じゃないんだよ？　ただ……これは未確認なんだけど」

　と南雲。

「津波の前に……まるで竜巻みたいに空高く舞い上がる巨大な水の渦柱を大西洋沖で見たっていう目撃情報があってね。自然現象はもちろん、人為的な仕業でも該当するようなものが考えられない事から、総合異能学府の発表への信しん憑ぴょう性せいが上がったみたい」

「………………なるほどね」

　南雲がわざわざ海外へ赴くという事は、それだけ状況が深刻だったからだ。

　恐らく異能テロの可能性を把握して、南雲の派遣依頼をしたのだろう。

　ならば、少なくともＣＩＡはテロ計画について事前に情報を得ていた事になる。

　…──とはいえ、南雲は津波の事を任務とは「他であった事」と言った。

　恐らくアリスが通報したものと、南雲が協力していたのは別件だったのだろう。

　……まあ。

　表向きはそうでも、裏で繫がっている可能性は考えられるが。

　しかし──津波による未曾有の被害を出しながら、それでも米国は南雲を捜査から外して帰国させた。確かに、今は他の問題に関わっていられる状態ではない。

　テロリスト達にしてみれば混乱している今がチャンスではあるが、そんな事は米国側も理解しており全土で厳戒態勢が続いている。

　そうした面子メンツによる縄張り意識の可能性もなくはないが、

　……或あるいは。

　事件の背後にいる存在が明るみになるとマズイという判断が働いたのかもしれない。

　だとしたら南雲を帰国させたのも納得できる。

　彼女を捜査に加えたら、いずれは犯人に辿り着いてしまうからだ。

　……それに。

　これでアリスを狙っている存在が、津波テロと関係している可能性が高まった。

『生ける真相究明装置』ともいうべき南雲が、このタイミングで日本へと戻ってきて、アリスを保護しに向かっている士狼とこの場所で鉢合わせたのだ。

　これを偶然と捉えるのは、吞のん気きが過ぎるというものだろう。

　だとしたら、

「ねえ南雲さん……こいつを連行する前に、異能パターンから身元とか照会して貰う事ってできるかな」

「別に良いよ。警察か、総合異能学府に登録がないとヒットしないけど」

　南雲は懐から小型の端末を取り出すと、地面に倒れている男にかざした。

　すると自動でスキャンが開始され、十数秒ほどで結果が表示されて、

「…………うーん、データベースには特に該当するものはないみたい」

　と南雲。

「何か気になる事でもあったの？」

「ちょっとね。車上荒らしを生業にするようなレベルの能力じゃなかったからさ」

　そう言って士狼は肩を竦すくめた。

　…──あれだけの能力だ。

　銀行や宝石店などもっと効率的に、もっと金額や価値の大きなものを狙えた筈だ。

　なのに、何故この男は高速道路のサービスエリアなんかにいたのか。

　車上荒らしをするにしても、ここでなければいけない理由はない筈だ。

　……もしかしたら。

　男の狙いは金品ではなく──最初から唯やレムだったのかもしれない。

　アリスへの脅しとして、肉親であるレムを拉致しようとした可能性も考えられるし、

　……或いは。

　どこかで回復能力について情報を得て、唯を狙ったという事もあり得る。

　…──だが、もし仮にそうだったとしたら男は任務で動いていた事になる。

　こちらが何を訊きいたところで、絶対に口は割らないだろう。

　どちらにせよ真相は藪やぶの中か──そう思った時、パキンと乾いた音が地面で鳴り、

「あれ？　何だろ？」

　男の測定を終えて立ち上がった南雲が、履いていたパンプスの裏を気にする。

　すると──南雲が足を退けた地面に粉々の白い破片があり、

「…………そいつの歯みたいだね」

　士狼の攻撃による衝撃で抜け落ちたのだろう。

　そして士狼は、砕けた歯の中に色の異なる楕だ円えん形けいの粒のようなものを発見した。

　眼を凝らして見れば、それは極小のカプセルで、

「士狼くん……これって」

「恐らく──毒だろうね。いざという時のための」

　身柄が拘束された時の自決用として、義歯に仕込んであったのだろう。

　この男の覚悟も大したものだが、

　……さすが南雲さんだね。

　どんな真相にでも辿り着けるトラブルブレイカーの異名は伊だ達てじゃない。

　それにしても、と士狼は虚空を見上げる。

「何ていうか……いきなりキナ臭い事になってきたね」
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　…──士狼や唯らが熱海へ向かった一方で、裏吉祥寺に残った旅団メンバーがいる。

　翠琴・凜・煉也の三人だ。

　裏吉祥寺における最強の異能集団の一角を担う《餓狼旅団》は、言うなれば存在そのものが街の秩序であり抑止力だ。

　よって全員が異能特区を離れる訳にはいかない事情もあって、

「…………納得できません」

　士狼たちが熱海へと向かった日の夜。

　自宅マンションの浴室の湯船で、因幡いなば翠琴は恨めしげに呟いた。

　…──熱海と言えば海だ。温泉だ。

　海という事は水着であり、温泉という事は浴衣である。

　一石二鳥、一挙両得。盆と正月ばりの観光地といっても過言ではない。

　そんな最高の場所へ、唯・美伽・レムの三人が向かった。

　それぞれ異なる魅力を持った裏吉祥寺でも屈指の美少女二人と別格の美女。

　因幡翠琴が最もセクハラしたい女性トップ３だ。

　…──当然、翠琴も同行するつもりだった。

　むしろ、同行するのが当然だと思っていた位である。

　それなのに、

「士狼さんめぇ……よくもこんな仕打ちを」

　付いて行くつもりバリバリで出掛ける準備を進めていたのに。

　そんな翠琴に対し、士狼が言い渡したのは残酷な『留守番』の三文字だった。

　やる方のない憤ふん懣まんに悶もだえる翠琴に、

「あのね……いつまでブツクサ言ってるのよ。仕方ないでしょ」

　洗い場でシャワーを浴びていた凜が呆あきれたように言った。

　小柄で華きゃ奢しゃな躰に、艶っぽく浮き上がる鎖骨の辺りに温かなお湯を当てながら、

「士狼と唯だけならまだしも、団長も行っちゃってるんだから。翠琴まで向こうに行ける訳ないじゃない」

「解ってますよ、それ位……」

　レムの依頼は旅団に対してのものだった。

　だが──放課後の学校まで赴いて頼まれた以上、士狼が行くのは当然の筋だ。

　そして士狼が行く以上、色欲のコントロールや開発を彼に依存している唯が同行するのは必然である。もし士狼が不在の時に、色欲を抑えられなくなるような事になれば、

　……私は大変眼福ですが。

　残念ながら、そんな唯を助けてあげられる者は存在しない。

　唯の色欲を鎮めてやれるのも、満たしてやれるのも、士狼以外にはいないのだ。

　…──そして、熱海の環境をフロリダと同じにするためには美伽の魔法が不可欠。

　となれば、これ以上向こうに人員を割く訳にはいかない。

　パワーバランスを考えると、留守を預かっている翠琴たち三人の方が及ばないのだ。

　……まあ。

　とはいえ──居残り組の戦力が、心許ないかと言えばそうではなかった。

　…──先の一件で、凜は一時的とはいえ神祖へと覚醒を果たしている。

　美伽の術式を使用した煉也によって再び神なる力を抑えられはしたものの、基礎的な力は飛躍的に上昇していた。

　さらに──そんな凜を眷けん属ぞくにした煉也もまた、真祖以上の力を上積みしている。

　底知れない力を持つ士狼と美伽には流石に及ばないが、

　……今なら。

　驚異的な戦闘力を有していたあの双子のアンデッド真祖、ゼロスとゼクス位の相手であれば煉也と凜の二人だけで退ける事が可能だろう。

　よって翠琴も熱海へ行っても問題はないのだが、

　……でも。

　抑止力は目に見える驚異だけでなく、万が一の事態に備えるためのものでもある。

　アンデッド真祖以上の力を持った存在が裏吉祥寺へ……ひいては《餓狼旅団》に対して悪意を向ける事が絶対にないとは言い切れない以上、これは妥当な割り振りだ。

　だから翠琴も仕方ないと解ってはいる。

　解ってはいるのだが、

「きっと今頃、士狼さんは温泉でよろしくやってます。私だって……露天風呂でしっぽりしたかったのに」

「我慢しなさいよ。ウチのお風呂だって今夜は熱海の温泉なんだし」

　凜がこちらへ視線を寄越した。

　翠琴が浸かっている浴槽のお湯は普段の無色ではなく透明な赤あか橙だいだいをしている。

　熱海の温泉の入浴剤を使用したのだ。

　しかし、

「私は別にお湯が欲しい訳じゃないですっ。風情が欲しいんです風情が！　英語で言えばロマンですっ。露天風呂という屋外のシチュエーションで、唯さんに加えて普段はチャンスのない団長やレムさんの裸を肴さかなに、キンキンに冷えた瓶牛乳でクイっと一杯やりつつ、うっかりお三方のお胸やお尻に手なんかを滑らせたかったんですっ！」

「知らないわよ……あと、風情って英語でロマンじゃなかったと思うけど」

　呆れたように言いつつ、冷静に突っ込みを入れてくる双子の妹をジト目で見ながら、

「…………そりゃ凜は良いですよね。こっちには煉也さんが残ってますし」

「なっ……何でそこで煉也が出てくるのよっ！」

　途端に凜が顔を赤くして声を大きくした。

　……あれだけの事があったのに、まだ素直じゃないんですね。

　解りやすい反応を示した妹に、翠琴はやれやれと心の中で嘆息する。

　…──神祖に覚醒した凜を元に戻した後。

　意識を失っていたため自宅の寝室へと運んだ凜と煉也に対し、翠琴は色欲の効果を含んだ己の『暴色』の力を二人に注いだ。

　二人の仲が進めばという、凜に対する姉心から来た悪戯半分のお節介だった。

　だが──凜と煉也は、翠琴の暴色ですっかり理性を飛ばしてしまった。

　そして翠琴の想像以上に淫らに互いを求め合い始めて……翠琴が必死に止めた事もあって、ギリギリのところで二人は正気に戻ったものの、自分達の状態に気付いた凜と煉也によって翠琴はしこたまボコられる事となった。

　……ですが。

　しばかれた甲か斐いはあった。

　それをきっかけにして、凜と煉也の関係は確実に変化を遂げたのだ。

　ただの仲間としてだけでなく──特別な存在として。

　皆の前ではこれまでと同じように振る舞っているが、二人が互いを強く意識しているのは明白だった。

　……それなのに。

　翠琴の『暴色』のせいで、性交寸前まで行ってしまった事が尾を引いているのだろう。

　凜も煉也も必死に平静を保とうとして、かえって変な距離ができてしまっている。

　素直じゃないツンデレ同士という事もあるが、

　……恥ずかしくて、どうすれば良いか解らないんでしょうね。

　まあ、それが二人の魅力でもある。

　よって姉として静観する事にしていたのだが……その結果、この二ヵ月凜と煉也は全くと言って良いほど進展しなかった。

　色欲の刻印が刻まれてからの士狼と唯とは雲泥の差だ。

　初々しすぎるにも程がある。

「…………………………」

　翠琴は改めて、シャワーを浴びている凜を見た。

　こちらよりも、さらに幼い躰つき。

　しかし翠琴ほどではないものの、凜の乳房は確かに柔らかく膨らみ始め、腰のくびれは深くなり、尻は小ぶりながらも艶めかしい形に変わってきていた。

　明らかに躰のスイッチが入り、女になっていっている。

　幼さとはアンバラスな色気を放つ背徳感のある翠琴の肢体に対し、凜の躰は幼いままに性に目覚めてしまった禁忌の官能を感じさせていた。

　躰が淫らに変貌を遂げていっている唯の精神が色欲へと溺れていっているように、精神と肉体は互いに影響を及ぼし合うものだ。

　…──そして今、凜の躰には確かな変化が生じ始めている。

　その理由が何かを……否、『原因』が何かを翠琴は知っていた。

　だから、

　……仕方ないですね。

　原因の一端は翠琴にもある。

　ならば責任をもって何とかしてあげるべきだろう。

　翠琴は静かに湯船から上がると──背後からそっと凜へと近付いていった。







　躰についていた泡を洗い流した凜は、シャワーのお湯を止めた。

「…────ふぅ」

　自然と嘆息が漏れたのは、さっぱりとした躰が爽快感を得たからだ。

　心地良いシャワーの温もりの残ざん滓しに、心と躰がフッと弛し緩かんする。

　そこへ背後から両手が回されて、

「えっ……ちょっ、ふぁあぁあぁぁんっ♥」

　とっさに凜は嬌声を上げながら、幼い躰をくねらせた。

　背後から抱き竦められるようにして、いきなり両の乳房を揉みしだかれたのだ。

　そうして背中に密着した温かくて柔らかな感触は、双子なのに凜よりも発育の良い犯人によるもので、

「ふふっ……やっぱり凜の躰、エッチくなってますね」

「やぁっ、何の真似よ……翠琴っ、んっ……はぁん……♥」

「煉也さんの事を意識しすぎて、躰つきまで変わり始めちゃっている妹に、自分の気持ちに素直になる方法を教えてあげようと思いまして」

「んっ、大きなお世話よ。翠琴じゃないんだから、私は別に煉也とエッチな事なんか」

　快感に甘く身悶えながら、必死に否定の言葉を口にすると、

「…────噓うそですね」

　偽りを許さない声が背後から発せられた。

「毎晩のように、寝言で煉也さんの名前を呼びながら甘い声を漏らしておいて、よく言いますよ。夢に見ちゃうほど、いやらしい欲求を持て余してるじゃないですか」

「っ────…」

　バレていた。

　同じベッドで寝ているのだし、知られる可能性は充分にあったのだが、

　……でも。

　気付けば絶対にからかってくる翠琴が何も言ってきていなかったのだ。

　だから、もしかして大丈夫なのではと思っていたのだが、

「それじゃあ……もしかして」

「気付いてますよ。明け方に、こっそりトイレに行ってる事も」

　そして、と翠琴。

「戻ってきた時に……穿いているショーツが替わっている事も」

「……………………っ」

　全て知られてしまっていた。

　完全に言い訳できなくなった凜が赤面していると、

「どうして我慢してるんです？　確かに煉也さんはエッチな事には奥手ですが、凜が勇気を出して望んでいる事を伝えれば、きちんと応えてくれる人だと思いますよ」

　大体、と翠琴。

「これまでは凜も、煉也さんの純情な所をからかったりしていたじゃないですか」

「そ、それは……」

　確かに翠琴の言う通りだ。

　煉也が油断している時に彼の耳を嚙かんだり、首筋に舌を這わせて遊ぶ事はある。

　だが──それは性的な事をしたいという欲求からではない。

　……あれは。

　自分が二つ歳下で、幼い容姿である事を忘れられるからだ。

　顔を真っ赤にして焦る煉也を相手に優位に立てているあの時だけは、煉也はこちらを子供ではなく女として見てくれる。

　凜にとってそれは、煉也と対等なのだと思える瞬間だった。

　……でも。

　最近は、そうした真似もしなくなった。

　だってそうだろう……翠琴の『暴色』によって、凜と煉也は互いにそういう欲求を秘めている事を知ってしまった。

　次に何かすれば、もう遊びでは済まなくなるかもしれない。

　だが──別にそれが嫌な訳でもなかった。

　煉也と結ばれる事は、凜の望みでもある。

　翠琴が指摘したように、毎晩のように夢に見てしまう位なのだから。

　でも、




「だって……私は、唯や団長みたいな大人じゃないもん」




　高校生離れした躰つきの唯。

　日本人離れした肢体の美伽。

　異能特区はおろか世界を見渡してもそうはいない抜群の容貌とスタイルを併せ持った二人を、煉也は間近で見ているのだ。

　…──他にも、魅力的な女性の知り合いは沢山いる。

　彼女達と比べれば、凜の躰など子供でしかない。

　煉也にもっと触れて欲しい。心の底からそう思っている。

　けれど、

「…………煉也に、物足りないみたいに思われたくないんだもん」

　凜は俯き、消え入りそうな声で本音を漏らした。

　すると翠琴は「成る程」と言って、

「もう少し成長してからにしたいんですね。まあ、気持ちは解らなくもないですが」

　と、理解したように言った。

「でも、凜が自分に自信が持てるような大人になるまで、煉也さんを待たせてしまって良いんですか？　唯さんには士狼さんがいますし、団長が煉也さんの相手をするような事はないと思いますが、裏吉祥寺だけでも煉也さんのファンは沢山います」

　それに。

「聖蹊学園の高等部でも、煉也さんは特別な存在です」

　何せあの容姿ですからね、と翠琴。

「そして──凜が夢にまで見てしまうように、煉也さんも自分の欲求を自覚している筈です。これまでは異性に言い寄られても鬱陶しそうにしているだけでしたが」

　一息。

「下手に待たせすぎると──適当な女性相手に解消したりするかも」

「そ、そんな事……煉也がする筈は」

「ないとは言い切れませんよ。『千年に一人の委員長』と謳うたわれているあの唯さんでさえ、今ではああなっているんですから」

「それは──…」

　翠琴の言う事には一理あった。

　…──確かに唯は優しいが、気の弱い女の子ではない。

　周囲に流される事のない芯の強さを持っている。

　そんな唯でも色欲の刻印による性衝動には抗えず、刻印を得たその日に、士狼に淫らな事をして欲しいと懇願したと聞いている。

「それでも唯さんには士狼さんがいました。唯さんにとって、その存在は救いにもなっています。ならば煉也さんにとっての救いは誰がやるべきでしょうね……」

　と翠琴。

「それでも凜が煉也さんの想いより自分の都合を優先するのなら、煉也さんにだって凜よりも自分の都合を優先する権利はありますよ。凜への想いを、他の誰かに鎮めて貰うためにね。相手を待たせるというのは、そういう事です」

　この裏吉祥寺は特に、人の欲望を満たせる場所が多いのだから。

　そう付け足した翠琴に、凜は思わず黙り込んだ。

　そして──煉也が、自分以外の誰かとそういう関係になる事を想像する。

「……………………っ」

　嫌だった。

　凜じゃない誰かを抱き締めて、凜じゃない誰かにキスをして。

　凜じゃない誰かと結ばれてしまう……そんな煉也は。

　だから、

「………………どうすれば良いの、お姉ちゃん」

　肩越しに背後を振り返り──そこで凜の思考は一瞬静止した。

　背後に翠琴はいなかった。

　代わりにそこに居たのは、




「ったく……何かと思えば、そんな事を心配してやがったのかよ」




　やれやれと、少し不機嫌そうに裸の煉也がそこにいた。

　それが変へん化げによるものと解り、

「っ────翠琴、何して……っ!?」

　焦りと驚きの声を上げた凜の腕を、本物と瓜うり二ふたつの煉也の大きな手が摑つかんだ。

「自分に自信がないのか知らねえが……仕方ねえな」

　完璧に真似た口調でそう言い放った瞬間。

　握られた腕を通して、凜の中に熱い感覚が一気に流れ込んできた。

「──────────」

　その正体が、士狼の色欲を注がれ続けた事で変容した翠琴の暴食──『暴色』であると理解した時には、

「っ……あぁ……はぁ、んぅ……噓……こんな……っ♥」

　凜の躰は押し寄せる淫らな官能の奔流に支配されていた。

　その感覚は、アンデッド真祖の一件の後に流し込まれた時より遥かに強烈で、

　……ぁ、あぁ……っ。

　瞬く間にあらゆる抵抗の力を奪われたこちらを、本人そっくりの煉也は背後から抱き締め、そのまま浴槽の縁に腰掛けた。すると逞たくましい太ふと腿ももの上に、凜がいやらしく跨またがる格好になって……その状態で、もう一人の煉也がゆっくりと両脚を開いていった。

　必然的に、凜も淫らな開脚をする事になって、

「や……ぁ、煉也……待ってぇ……♥」

　その頃には──官能に浮かされた凜の中では、相手は本物の煉也になっていた。淫いん靡びに割れ目を晒した状態で、凜は喘ぐようにして躰を羞恥で熱くする。

　すると、煉也はこちらの腰を抱いていた両手の位置を上下にずらした。左手は凜の小ぶりな乳房へ──右手は完全に露わになった股間へと移動させてきて、

「あんっ、ふぁあん……やっ、煉也……駄目ぇ……ぁあああぁ～～っ♥」

　既に硬く張り詰めていた小さな乳首と、艶めかしく淫らな蜜を溢れさせていた女の入り口──その両方を愛撫された凜は、信じられないような快楽に打ち震えた。

　クリクリと乳首を摘ままれながら、可愛い淫裂を容赦なく擦り上げられた凜の股間からは、「くちゅ♥　くちゅ♥」といやらしい水音が生まれていて、

「こんなにしやがって、どこが大人じゃねえんだよ……」

　煉也はそう言うと指の動きを速くした。途端に凜の快感が一気に膨れ上がり、

「やあぁっ、はぁあぁ……煉也……あぁっ、煉也ぁっ……そんなに、したらぁ……っ、イっ……ぁああぁあぁぁあああぁぁぁあぁぁ─────────────っ♥」

　浴室を震わせるような官能の叫びと共に、凜の股間から大量の淫蜜が吹き出した。

　それは、まだ幼さの残る凜が極まらせた背徳的な絶頂だ。股間の奥から腰を突き抜けるようにして甘い痺しびれのような感覚が全身を駆け巡り、津波のように押し寄せた大量の快楽に、凜は煉也の太腿の上で弓なりに躰を反らしながら腰を淫らに浮かせた。

　視界が激しく明滅する程の快感。長い髪を振り乱しながら、凜は凄まじい絶頂感に打ち震える。

　…──それは決して逃れられない、罪深い淫獄のような快楽だった。

　大人になる事なく至ってしまったその感覚は、いけない事をしてしまったという淫らな罪悪感と──それ以上に甘美な解放感のような悦びを凜にもたらして、

「あ……ぁあ……んっ、はぁ……ん……ふ、あぁ……ぁ♥」

　凜が見せたその恍こう惚こつは──子供が浮かべてはいけない淫らな表情だった。

　煉也の手を己の淫らな蜜液で濡らしてしまった事も忘れて、凜は背徳感に満ちた絶頂の残滓に、喉の奥から官能に熱された吐息を漏らす。煉也の手はまだ凜の乳房を揉み、達したばかりの淫裂をそっと愛撫していて、

「……や……あぁん……♥」

　恥ずかしい所を触れられて得られる快楽が、身震いしてしまうほど心地良かった。

　すると、

「…────まだだぜ」

　そんな凜の耳元で、煉也がそっと囁いた。
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　怖いくらいに甘い声で、

「たっぷりと教えてやる……俺がお前をどう想っているか」

　そして。

「お前がもう──誰のものかを」





８






　…──深夜、間もなく日付が切り替わる頃。

　格闘ゲームのネット対戦で十連勝していた煉也の携帯が、メッセージを受信した。

「…………ん？」

　リビングのソファにいた煉也は、コントローラーを脇に置くと通話アプリを起動。

　するとメッセージを送ってきていたのは士狼で、

「やっと着いたのか……随分と遅かったな」

　熱海へ向かう前──士狼からは、宿についたら連絡すると言われていた。

　出発は午後からだったが、のんびり向かっても夕方には着ける距離。

　ましてやレムが運転する車で行っているのだ。

　何事かと、煉也は画面に表示されているメッセージに目を走らせる。

　すると、メッセージにはサービスエリアで遭遇した出来事について書かれていて、

「…────へえ、南雲さんと会ったのか」

　不審な車上荒らしの事よりも、あの女性刑事と遭遇した事実に軽い驚きを得る。

　…──南雲牧緒は、ゲームで言えば最高レアのキャラやモンスターのようなものだ。

　旅団とは良好な関係ではあるものの、いつもあちこちを飛び回っている事もあり、煉也は数える程しか会った事はない。凜や翠琴もそうだろう。

　最初に知り合ったのは士狼という話だが、その士狼にしても南雲との接触は煉也達とそう大差のない回数だと聞いている。

　あまりお目に掛かれない代わりに、電話では比較的つかまえやすいため連絡は取れるのだが、

　……結構会ってるのは、団長くらいだよな。

　美伽だけが例外なのは、彼女が異能力とは別次元の魔法を使う事ができるからだ。

　移動だか転移だかで離れた場所にいる南雲の下へ飛び、定期的に会っているらしい。

　…──南雲のトラブルブレイカーともいうべき体質は、厳密には異能力ではない。

　天恵ともいうべき特異性だ。

　それは異能研究の最高峰である総合異能学府はおろか、美伽の魔法でもどういう仕組みか解明できないそうだ。

　極論、南雲は生ける奇跡のような存在で、

　……士狼の説だと。

　ひょっとしたら神や精霊に近い存在なのでは……と冗談交じりに言っていた。

　そして──だからこそ、

「…………何か、厄介な事になってきてるんじゃねえのか」

　南雲牧緒はトラブルブレイカーである。

　つまり彼女が行く所には、深刻な問題やトラブルが存在するという事だ。

　士狼達が遭遇した車上荒らしは、奥歯に致死性の毒物を仕込んでいたらしい。

　…──いざという時に服用し、死を選ぶ事で身元や情報が割れないようにする。

　闇組織や諜ちょう報ほう機関の中でも、特に重要な情報を扱う者だけが使うような保険だ。

　サービスエリアに居た目的は、間違いなく車上荒らしではないだろう。

　フロリダを襲った超津波に端を発したレムの姪にまつわる一件と繫がっているのか、それとも唯の回復能力についてどこからか情報を仕入れた何者かが彼女を狙ったのかまでは解らないが、いずれにせよ用心して然るべきだ。

　煉也は、士狼からのメッセージをスクロールして読み進めてゆく。

　何でも、車上荒らし犯を異能特区へ移送するための護送車が到着するまで現場に留まり、さらに事情聴取に応じていた事もあってかなり時間が掛かってしまったそうで、

　……まあ、そりゃそうだろうな。

　南雲の手前、大罪烙印で精神操作を行なって犯人から情報を引き出す事はできない。

　だが、代わりに士狼達の事情聴取は管轄である異能特区には戻らず現場のサービスエリアで済ませて貰えたというのは不幸中の幸いだろう。

　南雲には、犯人から何か情報が出たら連絡を貰えるように頼んであるという。

　最後に──当初は異能特区へ戻る予定だった南雲の携帯に、ＩＣＰＯからの要請の連絡が入り、彼女はそのまま北極圏へ向かう羽目になったらしい。

　……南雲さんには悪いけどな。

　言い換えれば、裏吉祥寺に深刻な事件や問題が発生するリスクが消えたという事だ。

　だからといって気を抜く事はないが、過剰に気を張らなくても良くはなっていて、

「『解った。そっちも油断するなよ』……っと」

　煉也はメッセージを返し、テーブルの上に携帯を放ると天井を見上げて嘆息した。

　そして思い返すのは、先のアンデッド真祖事件だ。

　士狼と美伽が不在の今、何かあった際は前に出て戦うのは煉也の役目である。

　無論、凜も翠琴も充分に戦える力を持っているし、煉也が全てを解決する必要はない。

　……だけどよ。

　同じように戦える力を持っている唯を、士狼はしっかりと護っている。

　共に戦いながら、唯を護っているのだ。

　士狼と同じ事が自分にも出来ると思えるほど、御み堂どう煉也は自うぬ惚ぼれてはいない。

　先の一件を経て煉也の力はかなり上昇したが、士狼にはまだまだ及ばないからだ。

　だが近い事はできたらと、そう思っている。

　煉也なりのやり方と──覚悟で。

　…──神祖に覚醒した状態から戻すため、煉也は美伽の術式を用いて凜の血を吸った。

　あの行為は──煉也と凜の間に結ばれた、新たな大罪刻印のようなものだ。

　……とはいえ、どうしたもんかな。

　差し当たって問題なのは、凜と少し気まずくなってしまっている事の方だ。

「それもこれも、あの馬鹿のせい──…」

　忌々しげに吐き出された煉也の呟きを遮ったものがあった。

　インターホンだ。

　しかも一度ではなく連打。さらには玄関の扉まで叩かれだす。

　…──セキュリティがしっかりしているマンションだ。

　エレベーターにも鍵による認証があり、住人は自分の部屋のフロアでしか降りられないようになっている。

　そして──このフロアに来る事ができるのは旅団のメンバーしかいない。

　よって今、こんな真似をするのは一人しかいない。

　煉也は激しく舌打ちすると、ソファから腰を上げて玄関へと向かった。

　そしてサンダルに足を入れると扉に手を掛けて、

「うるせえっ、今何時だと思ってやがるクソロリっ！」

　勢いよく開け放つと同時、苛立ち全開の怒鳴り声を叩き付ける。

　…──しかし、そこで御堂煉也の思考は静止した。

　扉の向こうに立っていたのは翠琴ではなかった。

　かといって凜でもなかった。

　そこに居たのは──煉也だった。

「え────…？」

　一瞬、脳裏に浮かんだ「鏡」という可能性を煉也はすぐに捨て去った。

　眼の前に立っている自分が全裸だったからだ。

　対する全裸はこちらを見るなり、

「良かったああああぁ！　寝てたらどうしようかと思いましたっ！」

　その口から出てきたのは、自分のものとはまるで異なるロリ声。

　それは煉也のよく知るもので、

「テメっ……まさかその姿で廊下に──って、おいっ!?」

　呆ぼう然ぜんの言葉が困惑に変わったのは、外見と声のギャップによる気持ち悪さからではなく、全裸が煉也の腕を摑んできたからで、

「良いから来て下さい煉也さん、緊急事態なんですぅっ！」

　こちらにまるで構う事なく、煉也を自分達の部屋へと引っ張ってゆく。

　そして煉也を室内へと連れ込んだ全裸が手を伸ばしたのは、浴室に続く脱衣所の扉で、

「ちょっと待て、何の用だ一体っ。風呂のトラブルなら業者を呼べ業者をっ！」

　煉也は腕を摑んでいる手を振り払った。

　全裸の身体が濡れている事に、トラブルを予想して告げたこちらに、

「お風呂のトラブルじゃないですっ、お風呂でトラブルがあったんですっ。一緒にお風呂に入っていたら、凜がすっかりのぼせてしまって」

「のぼせたって……ったく、何をやってやがんだお前らは！」

　煉也は俄にわかに焦燥を得た。

　…──軽い症状であれば、目め眩まい程度で済む。

　だが要は体内の水分と塩分のバランスが崩れた上で、体温の調節ができずに体内に熱が籠もってしまう熱中症と同じようなものだ。

　自己治癒力が高いヴァンパイアだろうと、そのリスクは人間とそう変わらない。

　重症ともなれば──命の危険もある。

　…──求められるのは、一刻も早い的確な処置。

　だから煉也は脱衣所の扉を開けて中へ踏み込んだ。

　すると眼に飛び込んできたのは床に倒れている幼い少女の姿だった。

　裸体にバスタオルを巻いた彼女の瞳は閉じられていて、

「…────凜っ！」

　床に片膝を突き、抱き起こした小さな身体は驚くほど熱を帯びていた。

　それでも煉也の呼び掛けに凜は瞼まぶたをそっと開くと、とろんとした瞳で、

「…………ぁ……んぅ…………煉、也……？」

「ああ、そうだ。解るか？」

　見当識を確認すると、凜は両手をこちらの肩にそっと置いた。

　そして、

「…………煉也……んふふ、煉也ぁ……♥」

「うおっ……お、おいっ!?」

　艶めかしい笑みと共に、馬乗りになるようにして煉也を床の上へと押し倒してくる。

　その拍子に凜のバスタオルの結び目が解けて、幼い彼女の裸体が露わになった。

　そして──こちらを見下ろす蠱こ惑わくの色を宿した瞳は、すっかり恍惚に濡れていて、

「ど、どういう事だっ、風呂でのぼせたって話じゃなかったのかっ？」

　困惑の声と共に煉也が脱衣所の入り口を振り返ったのと、扉が外からガチャリと閉められたのは同時だった。

　そして、

『優しい姉心とエロい出来心だったんです。で、この間みたいに「暴色」を注いで、煉也さんに化けてエッチな事をしてあげたら、凜がビックリするほど乱れていきまして』

　扉の向こうから、申し訳なさそうにロリ声が言った。

『あんまり良い反応するもんですから、私もどんどんノリノリになって……気が付いたらやりすぎちゃっていたのか、完全に凜が官能にのぼせてしまったみたいで』

　すみません。

『これ以上は流石に実の姉妹ではマズいので、後は煉也さんが何とかして下さい』

「ふっざけんな、このクソロリっ！　何とかできる訳ねえだろっ！」

『神祖からも元に戻せたんです。私は──煉也さんを信じています。それでは』

　一方的に言いたい事だけを言うと、扉の向こうから聞こえる足音が遠ざかってゆく。

「あっ、テメっ……逃げるんじゃねえっ！　この状況を何とかしろっ！」

　翠琴を呼び止めようとするのだが、煉也はもう扉の方を見ている余裕はなかった。

「……ん、ふふっ……煉也ぁ……♥」

　完全に官能へと溺れきった凜が……息の届く距離にまで顔を近付けてきている。
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　朝。

　寝室で眼を覚ました唯ゆいは、小さな戸惑いを覚えていた。

　そっと開いた瞳に映る天井が、唯の寝室とも士し狼ろうの寝室とも違っていたからだ。

　その証拠に、

「…………………………」

　唯が寝ていたのは、ベッドではなく布団だった。

　着ていたのも臙えん脂じ色と桜色を組み合わせた女性用の浴衣だ。

　室内を見回せば内装は趣のある畳敷きの和室で、隣には綺き麗れいに畳まれた別の布団が置いてあり、

　……えっと。

　見覚えのない部屋にいる己の状況に、唯はぼんやりと記憶を遡り、

「…………そうだ、私……小鳥遊たかなしくん達と一緒に」

　躰からだを起こしながら思い出したのは、士狼とレムの二人と共に熱海へ向かっていた事だ。

　…──海老名サービスエリアで車上荒らし犯を無力化した後。

　人質にされていた少女を無事にスタッフに預けた唯たちが戻ると、士狼は南な雲ぐも牧まき緒おという女性と一緒にいた。

　おっとりとした雰囲気の南雲は、聞けば士狼やレムの知り合いで、さらに裏吉祥寺では最も信頼できる刑事という話だった。

　初対面の唯たちも自己紹介を伴う挨拶をして──しかし、それで話は済まなかった。

　…──管轄が複雑となる特区外での異能犯罪。

　さらに唯とレムを襲った男の力は、ただの車上荒らしにしては余りにも強すぎた事もあり、事情聴取や現場検証など諸々の捜査は必然的に長引いた。

　その結果──夕方には宿に到着する当初の予定から大幅に遅れ、南雲に別れを告げた唯達がサービスエリアを出発した頃には夜が更け始めていた。

　…──戦闘での緊張と疲労による消耗。

　そんな唯にレムの運転は優しくて……東名高速から小田原厚木道路へと抜け、西せい湘しょうバイパスに入った所までは覚えている。

　だが──心地の良い車内の揺れによる睡魔に負けた唯の記憶はそこで途切れている。

　そんな昨夜の状況と己の現状とを照らし合わせ、

「それじゃあ……ここが小鳥遊くんの言っていた」

　布団から出た唯は、太陽の光を浴びて紙の白が明るくなっている障子を開けた。

　すると──眼の前に広がったのは、自然そのままの庭園を思わせる美しい景観で、

「凄い……」

　予め聞かされていた熱海での宿。

　それは三千坪を誇る広大な石庭の敷地に、数寄屋造りの客室が離れとして個別に点在する超高級旅館だ。

　……綺麗……。

　思わず外の景色に見み惚とれていると、ふと背後で聞き覚えのある電子音が鳴った。

　見れば枕元に置かれた唯の携帯が電話を着信しており、唯は慌ててそちらへ。

　手に取ると、画面には唯を自分のものにした少年の名前が表示されていて、

「…………もしもし、小鳥遊くん？」

『おはよう委員長。起こしちゃった？』

　通話ボタンに触れて応答すると、こちらを優しく気遣う声が来て、

「ううん、ちょうど起きたところ……それより、昨夜はゴメンね小鳥遊くん」

『ん？　どうかした？』

「私……眠っちゃって、小鳥遊くんがここまで運んでくれたんだよね？」

『ああ、その事か……気にしなくて良いよ。ただでさえ最近は夜更かしが増えていたのに、サービスエリアの一件まであったからね。疲れていたんだと思うよ』

　電話の向こうの士狼が笑いながら、

『勝手に布団敷いて寝かせちゃったけど……ちゃんと眠れた？』

「うん、お陰様で」

『なら良かった。朝食はダイニング用の施設があるから、向こうで落ち合おう。敷地内の案内図は、部屋にある宿泊用のマニュアルファイルに載ってるからね。一時間後でお願いしてあるから、ギリギリまで寝てても構わないし、軽くお風呂に入っても良いよ』

　何せ。

『今回取った部屋はどれも、内風呂だけじゃなく露天風呂も付いているからね』

「解った……ありがとう小鳥遊くん」

　それじゃあまた後でね、と告げて唯は電話を切った。

　そして、

　……そっか……小鳥遊くんは別の客室なんだよね……。

　士狼の言葉に、予め決めておいた部屋割りを改めて思い出す。

　…──今回のメンバー構成は士狼、唯、レム、先行している美み伽か。

　そして保護対象のアリスに、アリスの手引きをしてくれる協力者の合計六人だ。

　安全を考えるとなるべく同じ部屋に固まった方が良い。

　だが──アリスはレム以外とは初対面である。

　命を狙われた上に、ヨーロッパからユーラシアを横断する形で日本までやって来る彼女は、精神的に緊張を強いられかなり消耗している。

　同じ部屋に他人が……それこそ異性である士狼がいては精神的に休まらないだろう。

　そこでアリスが来たらレムと同じ部屋に二人で泊まって貰もらい、唯はレム達の隣の客室に泊まる事になった。同室は美伽だ。

　電話をくれた士狼は、女性陣の二部屋と敷石道を挟んだ向かいの客室に泊まっている。

　これなら何かあればすぐ駆け付けられるし、もし唯が色欲を活性化させてしまっても、士狼の部屋でやればアリスに声を聞かれてしまう──否、聞かせてしまう心配もない。

　……えっと、美伽さんは……。

　間取りを確認がてら美伽を捜したが、部屋には美伽の姿はなかった。

　綺麗に畳んである布団から察するに、恐らくどこかへ出掛けているのだろう。

　朝食前に一度この部屋へ戻ってくるのか、それとも直接ダイニングへ行くのかは解らないが、

「…………まずは、自分の事をしなくちゃ」

　寝起きの唯は、美伽の心配ができる状態ではない。

　よって唯は、士狼が勧めてくれたように朝風呂に入る事にした。

　…──美伽は、いつどんな時であろうと完璧な美しさでいる。

　それなのに夜は先に寝て、朝は後に起きた自分が、格好までだらしないのは有り得ないだろう。

　もちろん──自分などでは及ばないのは百も承知している。

　それでも、

「…………うん」

　身み嗜だしなみくらいはきちんとしないと──恥ずかしくて顔を合わせられない。
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　入浴して新しい浴衣に着替え、茶羽織に袖を通すと、丁度良い時間になっていた。

　唯は戸締まりをして部屋を出ると、ゆっくりと石畳の小道を歩き出す。

　…──向かう先は、朝食を提供して貰う場所。

　士狼たちと待ち合わせている、別館のダイニングレストランだ。

　美しい庭園の中、敷地内を行く唯は部屋にあった下駄サンダルを裸足で履いていた。

　唯が歩を進める度に、石を叩たたく歯音が心地良く打ち鳴らされ、

　……素敵。

　歩く足裏を通して石の地面の硬さが感じられ。

　息を吸えば朝の空気に混じる庭の緑の香りが鼻孔をくすぐる。

　そうして耳を澄ませば、そよぐ風に揺れる木々の音と鳥たちの声が聞こえてきて……美しい石の庭園の素晴らしさを、たっぷりと感じる事ができた。

　美伽の魔法の環境操作による、フロリダ化が進んでいるのだろう。

　屋外は温度、湿度ともに高いものの、本来の梅雨の時期にはお目に掛かれないほどの青空が深く澄み渡り、一足早い夏の訪れを思わせる。

　それでも不快さを感じないのは、時おり吹く風が庭園内の木々や小川、石などによって濾ろ過かされているからで、

「…………ん」

　通気性の高い浴衣を纏まとっている唯の素肌を、柔らかく心地の良い空気の流れが優しく撫なでてゆく。

　…──そのまま敷地内をしばらく行くと、少しずつ人の姿が増えてきた。

　唯と同じく、朝食が目的の他の宿泊客たちだろう。

　ダイニングへと続く石橋の上を、これから食事へ向かう人と、食べ終えて部屋へ戻る人とが行き交っている。

『────────────』

『────────────』

『────────────』

　交わされている会話は、日本語の方が少なかった。

　これだけ素敵な宿だ。海外のガイドブックか何かに掲載されているのかもしれない。

　そのまま向かう人の流れに付いて行くと、程なく竹垣のある石階段へと差し掛かる。

　目的のダイニングは、その階段の上にあった。

　数寄屋造りの客室とは異なる近代的な外観。

　入り口の扉も自動ドアである。

　…──しかし、一歩中へ足を踏み入れればそこは別世界となる。

　馬具である飾り鞍ぐらの名を持つダイニングは、伝統と現代とが調和した「和」の空間で、

「────────────」

　圧巻の光景に、唯は思わず息を吞のんだ。

　…──最初に唯を迎えたのは、長い石造りの廊下だった。

　面積にして二百坪。

　余裕のある広さを贅ぜい沢たくに活かす事で生み出されるのは、ゆとりを超えた心地良さ。

　越前和紙と格子を組み合わせた内装は、計算された間接照明による光で美しい実像と影の重なりを生み出し、静止している空間に視線を遊ばせるリズムをもたらしている。

　まるで誘われるかのように奥へ進むと、見えてくるのは巨大なメインダイニングだ。

　入り口の前には受付のカウンターがあった。

　男性のスタッフが宿泊している部屋名と人数とを確認し、次々に客をメインダイニングへと通していっている。

　受付待ちの最後尾に並ぶと、程なくして唯の順番になり、

「…──いらっしゃいませ」

　カウンターの前へと歩み出たこちらに、恭しく頭を下げたスタッフに対し、

「あの……すみません、『伊い東とう』のお部屋に宿泊している鴻こう崎さきです。連れの……一緒に来ている人達と、こちらで待ち合わせているんですが」

「鴻崎様ですね。はい、承っております──少々お待ち下さい」

　スタッフが穏やかな笑みを見せると、仲居の女性がやって来て、

「お待たせしました。ご案内します」

　唯の応対を引き継ぐと、メインダイニングとは異なる奥の方へと歩き出した。

　その後に続いた唯が通されたのは、広間の喧けん噪そうからは遠い場所にある部屋で、

「どうぞ、こちらです」

　仲居が開けた扉の向こうは、余裕のある広さを持った個室になっていた。

　部屋の中央には、無む垢く材を使用した大きめのテーブル。

　その席には既に二人の先客の姿があり、

「…──ああ、来たね」

　入り口のこちらへ笑みを見せたのは、一時間ほど前に電話をくれた少年。

　士狼だ。

　そんな士狼の向かいの席には、レムが座っていて、

「…………お早う」

　挨拶をくれた運び屋の少女は、唯と同じく女性用の浴衣を着ていた。

　普段はボーイッシュなショートパンツスタイルだが、帯や襟の合わせがしっかりしている。意外に浴衣を着慣れているのかもしれない。

　年上ながら唯よりも幼く見える背格好をしているのだが、ショートヘアのため首筋が露出しており、白いうなじが同性である唯の目から見ても艶っぽかった。

　小柄なため茶羽織がバランス的に少し大きいものの、彼女の顔立ちでは違和感が出てしまう事もある和服を、レムはしっかりと着こなしていて、

「お早うございます、レムさん。小鳥遊くんも」

　そうしてレムに言葉を返しながら、

　……レムさん、すごく綺麗に着てる……。

　唯は己の胸元に手を伸ばし、そっと浴衣の襟を直した。

　…──胸が大きいと、和服は体型が太く見えやすい。

　そして旅館の浴衣のような生地が薄いものは、着崩れしがちだ。

　女性の柔らかい乳房は形が変わりやすく、特にサイズが豊かだとその変化も大きくなってしまう。

　よって──どれだけ綺麗に襟を整えても、ボリュームのある乳房は、歩いたり、座ったり、手を伸ばしたりする度にその形を変えて、合わせを崩してしまう。

　そういう意味では、唯の方が浴衣が合っていないと言える。

　だが、

　……仕方がない事だよね。

　恥ずかしさはあるものの、後悔や否定をしようとは思わない。

　…──以前から胸は大きい方だった。

　そしてこの胸は、士狼に揉もまれて、彼に色欲を刻まれる事で、さらに大きくなってしまったものだ。それは言わば──唯が大罪異能に覚醒するための副次効果。

　士狼に色欲を与えられている事の証明に他ならない。

　…──この変化は士狼がくれたもの。

　そして、変わる事を望んだのは唯だ。

　そう自分に言い聞かせた唯は気を取り直し、

　……えっと。

　空いている残りの席のどちらに行くか一瞬思案した。

　…──士狼の隣とレムの隣に、唯とこれから来る美伽が座る事になる。

　ならば自分が座るべきなのはどちらか。

　思考を巡らせた唯は、刹那に己を決めて、

「────────」

　自分が座るべき場所へ──士狼の横に腰を下ろした。

　すると、

「…………………………」

　隣の士狼が黙ってこちらを見てきて、

「どうかした？　小鳥遊くん」

「うん。普段のワイシャツ姿も良いけど、こういう浴衣も趣があってエロいよね」

「それを言うなら小鳥遊くんもだけど……小鳥遊くんは、女の子を褒める時に限って馬鹿になっちゃうのは何でかな」

　案内してくれた仲居さんがまだ居るのだ。

　こちらのやり取りに苦笑しながら、仲居の女性は唯に温かいお茶を淹れてくれる。

　高そうな褐色の湯飲みにお茶が注がれる中、

「あの……レムさん、昨夜はすみませんでした」

　唯は申し訳ないとばかりに頭を下げた。

「運転して貰っていたのに、私だけ眠ってしまって……」

「気にしなくて良い。唯はあの車上荒らしと戦って疲れていたから」

　それに、とレム。

「起きていようと思っていた人が眠ってくれる事は、運び屋にとっては誇り。私を信じて、安心してくれたという事だから」

「へえ……良いね、そういう考え方」

　レムの言葉に、士狼が表情を笑みにして言った。

「って事は……委員長が俺のベッドでも眠るようになったのは、俺を信じて安心してくれているからか。それは確かに誇らしいね」

「小鳥遊くんは、思考の運転の仕方が凄いよね……」

　と、ジト眼で皮肉を言ったこちらに、「まあね」と士狼は笑って、

「レムが車を運転するようにはいかないけど、委員長をベッドで運転するテクニックなら自信があ──痛ったた、何でつねるのさ？」

「小鳥遊くんの口が、赤信号を無視したからでしょ！」

　脇腹をつねって、暴走していた士狼の発言を強制的に路肩に停車させていると、個室の扉がスッと開いた。

　その瞬間──外から入り込んできた空気に、

　……あ……。

　とっさに唯が入り口を見たのと、

「…────すまない、待たせてしまったな」

　美伽が中へと入ってきたのは同時で、そして唯は思わず息を吞んだ。

　やって来た美伽の姿に──眼を奪われたからだ。







　…──美伽が着ていたのは、唯やレムと同じ旅館の浴衣だった。

　しかし彼女の出で立ちは、唯らとはまるで異なるもの。

　美伽の胸は唯よりも大きい。

　それなのに唯よりも美伽の方がウエストの細さが際立って見える。

　それは帯の位置が胸下に近い唯に対し、美伽は腰のくびれの位置にあるからだ。

　とはいえ──それでは襟がはだけてすぐに着崩れてしまう。

　…──しかし、美伽はその問題を逆のアプローチで解消していた。

　左右の襟を肩先に掛け、合わせを首元よりずっと下──乳房の膨らみの一番上辺りにしたのだ。茶羽織に至っては、肘の内側に引っかけているような状態である。

　その結果、胸の谷たに間まだけでなく乳房の上半分近くが見えているものの、合わせと帯の間隔は唯よりも狭いため、より胸が大きいにも拘わらず細身に見える。

　着崩れを気にしながらも、普通に着る事を選んだ唯に対し、

　……美伽さんは、自分から着崩す事にしたんだ……。

　唯も浴衣の下はブラジャーを着けていない。纏っているのも同じ浴衣だ。

　条件は同じ筈はずである。

　……それなのに。

　今にも溢あふれて零れそうな乳房。丸見えになっている鎖骨。

　長い髪を簪かんざしで綺麗に結い上げ後れ毛を僅かに垂らした艶めかしいうなじ。

　美伽から溢れ出ている女の色気は、唯とは比べものにならなかった。

　まるで遊女の──花魁おいらんのような姿は、下品だと言われてしまってもおかしくはない。

　…──だが、皇おう神がみ美伽はそんな範はん疇ちゅうから外れていた。

　息を吞むほど艶めかしく、どうしようもなく官能的なのに。

　見る者の言葉を奪い、問答無用で黙らせるほど神々しい美しさを美伽は湛たたえていた。

　しかし、士狼はそんな美伽の美しさにも動じる事なく平然と、

「お早う団長……朝っぱらから随分と艶っぽいね」

「浴衣は好きなんだが、私の胸だときちんと着るのは色々と難しいんだ。だから諦めて楽にさせて貰っただけだよ」

　ただ、と美伽は唯を見ながら困ったように笑って、

「同じような胸をしている唯にきちんと着られてしまうとな……大変だっただろう？」

　そう言って、美伽は空いていた唯の正面の席に座った。

「…………え？　あ、はい……時間は掛かりました」

　水を向けられた唯は、ハッとなって肯定の頷うなずきを返す。

　何度帯を結んでも、胸元の襟が崩れてしまいやり直す羽目になったのは事実だ。

「でも美伽さんは私より、その……もっと大きいですから。もし美伽さんと同じくらいの胸だったら、私も諦めていたと思います」

　もっとも──美伽みたいに思い切る事は唯にはできない。

　きちんと着ることを諦めるのではなく、浴衣を着ること自体を諦めていただろう。

　というか、

　……大きくなってるよね……絶対に。

　どうしても目に入ってしまい、頰を赤くしつつ唯はチラッと美伽の胸を見た。

　初めて旅団のアジトで見た時──美伽の美しさと胸の大きさは圧巻だった。

　…──だが、あれから数ヵ月。

　士狼によって唯のバストのカップサイズは三つ上がっていて、最初に会った時の美伽と変わらないサイズになっている。

　それなのに、まだ差があるという事は──美伽も大きくなっていっているという事だ。

　……そもそも。

　唯が恥ずかしいのを我慢してブラジャーを布地の狭い水着にしたのは、士狼との色欲の開発によってまだ胸が大きくなっていっており、新しいものを買ってもすぐに合わなくなってしまう恐れがあるためだ。

　要は、サイズが落ち着くまで待とうというのと、

　……後は。

　美伽の考え方を参考にしたらどうかと、翠み琴ことからアドバイスされたからだ。

　美伽は普通にブラジャーをする事を諦め、レオタードのような形状の伸縮性のある改造インナーを下着にしている。

　そんな翠琴の案を受け入れ、美伽の思考を真似ようと思ったのは、

　……いつかは私も、美伽さんみたいになれるのかな。

　唯は、眼の前にいる美女を改めて見た。

　己に自信を持ち、胸を張って大人の女性の余裕と魅力に溢れている美伽。

　そんな強さを持った彼女は──唯にとって素直に憧れの存在になっていた。

　…──追い付きたいなどと、おこがましい事を言うつもりはない。

　美伽との間にあるのは、個人差というよりも次元差だ。

　そんな事は解っている。

　ただ──少しでも近付ければと、そう思ってしまう。

　……そうすれば。

　唯は、横に座っている士狼を見た。

　全員が揃そろったからと、仲居に朝食の用意を頼んでいるのは近くて遠い横顔で。

　美伽と同じは無理でも……もっと士狼と肩を並べられるようになりたかった。

　もっと士狼に頼られる存在になりたかった。

　……だって。

　いつまでも自分だけが、与えられてばかりはいたくない。

　大罪異能を刻印化して、士狼に掛かる負担を減らした美伽のように。

　早く自分も──士狼に何かを与えられるようになりたかった。





３






　そして──朝食を摂りながら、士狼たちは現在の状況について話し合った。

　先に来ていた美伽が、魔法によって熱海の環境をフロリダと同じにするなど、アリスの受け入れ態勢はほぼ完了。

　だが、当のアリスがやって来るスケジュールが明日になるという連絡が入り、そのため今日一日はまだ余裕をもって行動する事ができる。

　…──現在、アリスはロシア経由で中国に入っている。

　現地で彼女が危険な状況に晒さらされているなど、状況が緊迫している訳ではない。

　アリスが別人として日本へ入国するために手配した偽造パスポートが、コーディネーターの手違いによって、用意できるのが約束より一日遅れてしまったというのだ。

　……可哀想にね。

　アリスや、彼女の無事を一刻も早く確認したいであろうレムもだが……それ以上に不ふ憫びんなのは、約束していた取引に間に合わせられなかったコーディネーターだ。

　…──裏社会では、約束や仁義が何よりも重んじられる。

　報酬が減るくらいで済めば良いが……今頃そのコーディネーターは、寿命が縮む想いでパスポートの上がりを待っている事だろう。

　……まあ。

　アリスを無事に日本にいる士狼たちの下まで送り届けてくれる護衛役は荒事には長けているし、その実力についても折り紙付きだ。

　今は居所を気取られないように細心の注意を払ってもいる。

　そういう意味ではアリスの事は心配ない。むしろ彼女の命を狙っている相手を迎え撃つ、この熱海に来てからの方が危険度としては上だろう。

　レムもそれは理解しているようだった。

　だから、

『…………ビーチの地形や状態がどうなっているのか、アリスが来る前にきちんと把握しておきたい』

　という、レムの要望は至極真っ当で、

「…────で、こうなった訳だね」

　日除けのパラソルを借り、専用エリアに陣取った士狼は一人ぼんやりと呟つぶやいた。

　周囲に目をやれば、海水浴や日光浴を楽しむ人々でビーチは溢れかえっている。

　そして──彼らの格好は当然のように水着姿だ。

　…──例年なら、海開きは来月の中旬である。

　だが──美伽が半月も前からフロリダと同じ環境にしている事もあって、気温は真夏と変わらない高さまで上昇。異例ながら、一昨日から海水浴場がオープンしていた。

　レジャー観光地にとって、インバウンドの消費は重要だ。早く海に入れるようにして利用者だけでなく外国人旅行客も呼び寄せ、お金を落として貰おうと考えたのだろう。

　もし気温が平年レベルにまで下がるようなら、

　……その時は、遊泳禁止にしちゃえば済む話だしね。

　逆に言うと──フロリダと同じ太陽が照り付けるビーチは、水着でないと過ごすには辛い暑さで、士狼も周囲から浮いてしまう事のないアロハシャツにバミューダパンツというマリンファッションでいる。一緒に来ている唯たち女性陣の姿がないのは、

　……まあ、女の子は時間が掛かるよね。

　そこで士狼だけ先にビーチへ来て、こうして場所取りを済ませたのである。

　パラソルの下──砂浜に敷いたシートに腰を下ろし、くつろいだ状態の士狼は周囲を見渡しながら、

「それにしても……随分と賑にぎやかだなぁ」

　まず眼を引くのは、ビーチを訪れている人の数だ。そして、

　……明らかに欧米人が多いよね。

　きっと旅行客らは、前倒しになったこの海開きが、自分達の旅における奇跡か何かのように感じて遊びに来たのだろう。米国内では海でのリゾートについて自粛するムードになっている事もあって、旅先ではしゃぎたい気持ちが爆発したのかもしれない。

　降って湧いた突然の幸運に、水着の購入やレンタルまではせずに下着姿になって過ごしている者や、水着を着ているもののショーツだけでブラは付けないトップレスの人もいる。

　普段の日本のビーチでは見られない光景に、

　……凄いね、美伽の魔法は。

　実際に環境をコピーするだけでない──この土地にいる人間は、無自覚に自分がフロリダにいるような意識になっているのだ。

　そうして人々にフロリダと思わせて……その集団無意識を束ねて利用する事で、魔法の精度を増強してこの土地の環境をより本物のフロリダへと近付けているのだろう。

　……集団無意識を利用するなら、米国より欧州の方が似せやすいんだろうけどね。

　東洋のモナコとも謳うたわれる熱海にあるこの浜はコート・ダジュールやサン・レモ、ナポリなど、地中海沿いの南欧をイメージして造られた人工ビーチだ。

　そんな熱海とフロリダを繫つなげるとしたら、リゾート地という共通項を入り口にしつつ、半島という土地の形状や、南国のイメージなどで強引に繫げるしかない。

　魔法とは、都合の良いように現実を書き換えるものだが、

　……本当にそれをやってのけるんだよね、美伽は。

　お陰で──敵を誘い出し迎え撃つための準備は、ほぼ整いつつある。

　そうなると次に考えなければいけない事があった。

　一般人の安全だ。

「…………みんな楽しそうだね」

　フロリダで津波による甚大災害が起こった事は知っていても、やはり地球の裏側ともなると他人事としか思えないのだろう。

　ビーチの利用客は誰もが楽しげで、一足早い夏の訪れを満喫している。

　だがもうすぐ──明日にでも、ここは戦場よりも遥はるかに危険な場所になる。

　ここにいる人達は、そんな事になるだなんて露程も思っていない。

　当然だ。

　…──ここは、超常の力によって人が命を落とす危険がある異能特区ではない。

　安全大国と謳われる日本が誇るリゾート地なのだから。

　……とはいえ。

　アリスとの合流場所にこの土地を選んだのは、ここなら巻き込んで良いと判断したからではない。敵の能力を探るための、フロリダの環境再現に適していたからだ。

　フロリダは異能テロの標的だった可能性が高く、そこにアリスの責任はない。

　しかし、己が逃げこんだ場所で甚大災害が起こり、多くの被害や犠牲者が出たら──その時は自分の責任だと思ってもおかしくないし、何よりそのショックはとてもじゃないが抱えきれるものではない。

　だから、

「さて、と──…」

　唯たちが来る前に、士狼は独自にビーチの環境を確認する。

　…──相模湾に面した海岸、陸地は傾斜地。

　ただのビーチではなく、海面には巨大なウォーターアスレチックも設置されていて、多くの人が波に揺れる不安定な足場での遊びを楽しんでいる。

　不意の津波が起きた時──海面が荒れるような事があれば、水中に落下して溺れてしまう者が出る可能性が高い。

　解っていた事だが、

　……せいぜい気を引き締めておかないとね。

　敵を倒し、アリスを護るだけではない。

　いかに被害を出さずに事態を解決するかが今回の肝だ。

　失敗するような事があれば──アリスとレムの心には、決して消えない傷が残る。

　…──レムは、彼女と彼女の姪めいを助けて欲しいと士狼に頼んだ。

　そして士狼は、その頼みを引き受けたのだ。

　あの時の言葉を噓うそにするつもりはない。

　だから、

「…──させないよ、そんな事には絶対に」

　小鳥遊士狼は力を込めた眼差しで海を見詰めながら、改めて己の決意を口にした。




　その直後だった。

「…────すまない、待たせたな」

　待ち人来たる。背後からした声に士狼はそちらを振り返って、

「────────────」

　とっさに固まった。

　唯・美伽・レムの三人の水着姿に──眼を奪われたのだ。







　こちらを見た士狼の動きが止まった──その反応に、

　……やっぱり大胆すぎるよね。

　羞恥を得た唯は、赤面しながら内股を擦り合わせると己の躰をそっと抱く。

　それ程までに、唯たちの着けている水着は扇情的なものだった。

　…──かつて、『ヘブンズオーシャン』というナイトクラブに潜入した時。

　唯は『童貞を虐殺するビキニ』というキャッチコピーの水着を着た事があった。

　あの時も相当過激なデザインだったが、今回はまた異なる淫靡さを持った水着で、

　……二人はどうして平気なんだろ。

　それなのに、美伽とレムはあまり恥ずかしそうにしていなくて……唯は自分の方がおかしいのかと思ってしまう。

　…──唯と美伽はデザインこそ異なるものの、同じタイプの水着を着ている。

　上は布地に大胆なカットを施して紐によって乳房の大きさと形を強調するブラと、下はＴバックの中でも最もセクシーなＧストリングの組み合わせによるマイクロビキニで、

　……凄くエッチだよね、これ。

　ブラは上乳のデコルテから下乳のバージスラインまで露わになっている上に、布地にカットを入れている関係で乳房を収めるカップが存在していない──薄い布地だけの状態。

　カップレスの水着はズレやすく、ともすれば体勢次第で乳房が丸見えになってしまう。

　ただ──唯と美伽の水着はその点には対応していて、ストラップこそ付いているものの、紐で結ぶのではなく伸縮性が非常に高いチューブトップのような造りになっている。

　だからズレによるリスクは減少する一方で、

　……でも。

　唯は自分の胸へと視線を落とし、続いて横目で隣の美伽の乳房を見た。

　…──唯と美伽の胸は言いたくないが規格外だ。

　そのため二人の胸の膨らみにいやらしく食い込んだ状態のブラは、今にもはち切れてしまいそうなほど窮屈で、唯と美伽の乳房の柔らかさや弾力が一目で解ってしまう。

　対して──レムの水着は、一見するとそこまで過激ではなかった。

　ブラ全体がフリルになっている可愛らしいフレアタイプのビキニ。

　…──ただし、こちらも乳房を収めるカップはない。

　下着なしでスカートを穿いているようなものだ。気まぐれな風が少し吹けばフリルのブラがふわりと捲れ上がり、乳房も乳首も丸見えになってしまう。

　……そして。

　下はフリルではなくレース編みになっていて、大事なところ以外は透けて見えるデザインは、水着というより最早セクシーなランジェリーに近い。

　そんな唯たちを見て、

「色っぽくて良いと思うけど……どこで売ってたのそれ？」

　眼を丸くしていた士狼が呆れたように口にした、至極当然の問い掛けに、

「…………違うの。これは翠琴ちゃんが」

　唯は慌てて首を横に振ると事情を説明した。

　始めは、ビーチの近くにある名産品店の一階に設けられた海水浴用品店の水着を購入するつもりでいたのだ。

　しかし、出掛ける時に女将に荷物が届いていると呼び止められ……差出人が翠琴の小包を渡された。そして嫌な予感がしながら中を開けると、翠琴がご丁寧に唯・美伽・レムの三人のために見繕ったというこの水着が入っていたのである。

　タグを見るまでもない。『童貞殺し』シリーズを展開していたあのメーカーの水着だった。

　さらに翠琴の字で、

『海へ行くならこちらをどうぞ。※特に唯さん、これなら色欲の大罪異能の覚醒に近付けること間違いナシですよ♥』

　などと書かれたメモが同封してあり、唯が目眩を覚えた事まで正直に話すと、

「まったく……翠琴にも困ったね」

　士狼はやれやれと苦笑した。そして、

「でも……それなら無理に着ないで、普通の水着を買えば良かったのに」

「それは────…」

　唯は思わず言い淀んだ。

　…──唯だってそう思っていたのだ。

　これは人前で普通に着られるような代物ではない。

　だから翠琴には悪いが、当初の予定通り外で水着を買おうとした。ところが、

　……美伽さんとレムさんが。

　あろう事か二人は、翠琴が送ってきた水着で良いと言い出した。

　美伽の魔法による『人避け』で、周囲にいる一般客の意識がこちらへ向く事はない。

　見られる事がないなら平気だ……というのが理由の一つ。

　そしてもう一つは、

　……私に付き合うため。

　淫らな気持ちを伴う羞恥は色欲を喚起する。

　翠琴のアイディアは見当外れという訳でもないのだ。

　かといって唯だけに扇情的な水着を着けさせるのも忍びない……だから美伽もレムも、こうして付き合ってくれているのである。

　確かに──美伽の『人避け』のお陰で周囲の海水浴客が唯たちに気が付く事はなかった。

　……でも。

　女子更衣室で着替えてからというもの、ずっと気が気ではなかった。

　…──唯は士狼のものだ。

　士狼以外の男には肌を晒したくないし、それこそ触れられたくもない。

　そもそも──唯は色欲の覚醒を望んではいるが、いやらしい事が好きな訳ではないのだ。

　士狼と淫らな事をしているのも、大罪異能を使えるようになるためで……そして、

　……小鳥遊くんがしてくれるから。

　唯の事を想って……また時に彼自身の欲求で、士狼は唯に淫らな事をする。

　だから唯は女として──性の対象として見られている事に、震えるような幸せを得る。

　士狼に求められ、望まれる事は掛け替えのない悦びになっていた。

　…──とはいえ、それは士狼の前だけの話。

　最近は、調教に翠琴が加わる事も増えたが──あくまで例外である。

　他の人に見られていない……気付かれていないと頭の中では解っていても、実際に姿はある以上、どうしたって落ち着く筈がない。

　多くの人で溢れている学校や吉祥寺の駅前などで、制服の下にブラジャーやショーツを着けずに過ごしているようなものだ。バレた時に向けられるであろう視線を想像すると、否応なく腰が震えた。

　……だけど。

　それでもここまで来れたのは、美伽とレムが付き合ってくれたから、

　羞恥を共有する二人がいたからこそ、唯はこんな大胆な真似をする事ができた。

　しかし──これで終わりではない。

　セクシーなランジェリーを着けた扇情的な姿まで晒しているのだ。

　いやらしい水着を着けた位で、唯の色欲は覚醒しない。

　唯も……そして翠琴もそれは解っている。

　にも拘わらず、翠琴は覚醒に役立つというメッセージを寄越した。

　その理由を鴻崎唯は知っている。

　翠琴が送ってきた小包には、水着と一緒に入っていたものがあったからだ。

　だから、

「…………あの、小鳥遊くん」

　唯はおずおずとそれを差し出しながら告げる。

「良かったら……これを塗って欲しいの」







　…──士狼の前へと唯が差し出してきたもの。

　それは何かの液体が入った美しい赤紫のクリアボトルだった。

「………………これは？」

　受け取った士狼が中身を問うと、

「…────日焼け止めのローションだよ」

　そう応えたのは唯ではなく美伽で、抜けるような青空に目をやりながら、

「この快晴だ。地形や状況を共有する話をするにしても、まずは準備をしないとな」

「それはもっともだけどさ……紫外線くらい団長の魔法で何とかできるんじゃないの？」

　現に半月近く前から滞在している美伽は日焼け知らずだ。

　すると、

「もちろん私の方で紫外線を防ぐ事は可能だ。しかし今は、魔法でこの地をフロリダと同じ環境にしている。そこに紫外線をコントロールする魔法を重ねるような真似をすれば、二つの魔法が干渉してせっかく調整した環境が狂ってしまう」

　だから、と美伽。

「意識を操る『人避け』なら構わないが、環境操作はできないんだよ」

「なるほどね……」

　そういう事なら理解できる。そして、だとしたらケアは必要だろう。

　…──亜熱帯であるフロリダの太陽は、本来の熱海よりも強烈だ。

　フロリダの一年の太陽光は、他地域の数年分に相当するという話もある。

　女神である美伽はともかく、人間である士狼たちは備えておくべきだろう。

「で……これを塗れって？」

「ああ、黄に頼んで用立てて貰った《九龍公司》特製の逸品らしい。ローションタイプながら浸透性が高く、市販で流通している高機能の日焼け止めクリーム以上の耐紫外線と耐水性を持っているそうだ」

「黄さんの所のか……それはまた凄そうだね」

　総合異能学府でも異能を採り入れた様々な医薬品が開発されているが、異能という未知の領域という事もあって、どれもまだ治験の段階だ。

　一方の《九龍公司》は、料理だけでなく『ネオ漢方』と呼ばれる新たな生薬によって、美容や健康の分野にも秀でている。とはいえこちらは一般流通はせず、裏社会や一部のセレブに限定して商売しており、たまに士狼たちもその恩恵に与っている。

　士狼がボトルのキャップを開けて手の平に垂らすと、注ぎ口の穴からとろりとした透明な液体が出てくる。ボトルの中身は、粘着性のある淫らな感触の液体で、

「？　何か、想像していたのと違うんだけど」

　軽く手の平の上で伸ばしてみるが、ヌルヌルするだけで肌に染み込む様子はない。

　まるで、性感目的で使用するローションのようだ。眉根を顰めたこちらに、

「浸透性は高いけど……きちんと浸透させるにはしっかりと塗り込む必要がある」

　と、淡々とした口調でレムが教えてくれる。

　…──すると、士狼の手に出したローションに変化が生まれた。

　みるみる量が増え始めたのだ。粘着質な液体が手の平から溢れ出し、

「おっとっと……何これ？」

「それは特殊な成分のせい。ローション自体の保湿成分とは別に、ボトルの外に出すと大気中の水分を強力に吸収して、ローションの質量が何倍にも増大する」

「そりゃ凄い……でも、そんなとんでもない吸水性のものを身体に塗って大丈夫なの？　体内の水分が奪われちゃったりとかさ」

「問題ない。何かに浸透すると、吸収していた水分をゆっくりと放出する事で保湿してくれるそうだ。海やプールはもちろん、入浴しても数日は効果が持続するらしい」

「へえ……それは便利だね」

　感心したように呟いた士狼は、そこでふとボトル内の残量に気が付き、

「あれ、でも全然中身が減ってないみたいだけど……三人はもう塗ったの？」

　と視線を向けると、美伽はふふっと艶っぽく笑って、

「まさか。唯が言っただろう。お前に塗って欲しいと」

　そう言って隣にいる唯に視線を送る。すると、

「…………………………………………」

　唯は頰を赤らめながら沈黙していて、

「あ、そっちの方だったんだね……」

　てっきり士狼も塗っておけという意味だと思っていた。

「そりゃ、塗れと言われれば塗るよ。光栄な申し出だしね」

　とはいえ、ただの日焼け防止の塗布ではない事は明白で、

「それなら委員長は色々な意味で大変な事になっちゃうと思うから……どこか二人になれる場所でやろうか」

　という士狼の提案に、美伽は駄目だとばかりに首を横に振って、

「いいや……ここでやってくれ。唯がどんな風になるか見てみたい」

「見てみたいって……何だってまたそんな悪趣味なことを」

「別に──下卑た野次馬根性がある訳でも、それこそ出歯亀がしたい訳でもないよ」

　美伽は苦笑しながら、

「ただ、私は責任を感じているんだ……大罪刻印を作ったのは私だからな。.唯に色欲の刻印が刻まれてしまった責任は私にもある。もちろん、色欲の大罪異能の覚醒を目指している唯は、刻印を持って生きる事を決めているが……」

　一息。

「色欲絡みで唯が感じている羞恥の責任は、私にもあるだろう」

　だが、と美伽。

「とはいえ謝る事はしない。それはお前と……そして色欲の刻印と共に生きてゆく事を決めた唯の想いに傷を付けてしまうからな。しかし、今の唯がどういう状態か見る事で、私に何かアドバイスができるかもしれないだろう」

「それはそうかもしれないけれど……」

　美伽の言う事には一理あった。刻印の生みの親である美伽に確認して貰うことで、唯の覚醒のブレイクスルーに繫がる可能性はある。だが──それでも、

「色欲を活性化させている委員長を見せるのはあんまり気乗りしないなぁ。…────委員長はどうなの？」

　と士狼が水を向けると、

「………………凄く……恥ずかしい」

　唯は消え入りそうな声でそう言って──「でも」と、言葉を続ける。

「刻印を作った美伽さんに見て貰うことで、何か手掛かりが摑めるかもしれないなら……試してみたい。小鳥遊くんが良かったら、だけど」

「………………うーん」

　まあ唯の性格ならそう言うと思ってはいたが。

　……とはいえ。

　これは唯が言い出した事ではないだろう。翠琴の差し金か、美伽の気まぐれか、或いはその両方かは解らないが……士狼がどうにも乗り気になれずにいると、

「もちろん、唯にだけ恥ずかしい想いをさせるつもりはない。だから唯の前に、私にそのローションを塗ってくれ。いつも唯に色欲を教えているのと同じように」

　と美伽は言い放つ。すると隣の唯が驚いたように、

「そんな、美伽さん……そこまでは」

「良いんだ。せめて私も、唯の見ている前で同じ汗と……同じ恥をきちんと搔かなければ、責任を取った事にならないだろう」

　そう言うと、美伽が背中から腕へと手を回すようにして横の唯をそっと抱き寄せて、

「誰にでも色欲は存在する。自分一人だけがおかしい訳じゃないと理解できた方が、唯自身も色欲を受け入れやすい筈だ。…──それが覚醒へと繫がってゆく」

　大丈夫だ、と美伽は笑いながら、

「士狼にして貰って……淫らな恥を搔くくらい何て事はない」

「美伽さん……」

　申し訳なさと感謝とが入り交じった表情を浮かべている唯を見て、

　……やれやれ。

　少し感動しているっぽい唯には申し訳ないが、彼女が美伽の恥を気にする必要はない。

　本当の関係を知らないから無理もないが──美伽は唯よりも遥かに淫らな事を士狼としてきている。

　ふと見れば、美伽は笑みを含んだ意味ありげな視線をこちらへ向けていて、

　……解ったよ。

　士狼は心の中で嘆息しながらアイコンタクトで了承した。

　半月近くも頑張ってくれたのだ。少し位ならやりたいようにさせてあげるべきだろう。

　自分達の本当の関係を知られる訳にはいかないが、とはいえ美伽と唯の距離が縮まるのは悪い事ではないし、

　……それに。

　士狼としても、唯が色欲に覚醒するためには刺激が必要ではないかと思っていた。

　暴食を覚醒させた翠琴の『暴色』だけでなく、美伽の中にある強欲が唯の色欲に何らかの変化をもたらせるかもしれない。

　よって、

「そこまで言うなら団長は良いとして……」

　と士狼がレムを見ると、

「士狼たちは私のために……アリスのためにここまでやってくれている」

　人形のように美しい運び屋の少女は、静かな口調で言った。

「唯が覚醒する事が、《餓狼旅団》での唯の居場所を確かにして、そして《餓狼旅団》にとってもプラスになるのなら……私は、私にできる事をしたい」

「………………良いの、レム？」

　こちらの問いに、レムはこくんと頷いて、

「日焼け止めを塗るところを見られるくらい別に平気」

「団長が言ってたでしょ。ただ塗って終わりにはならないよ」

　美伽は唯と同じ恥を搔きたいと言った。それは士狼の色欲を用いるという事だ。

　すると、

「構わない。私は士狼の色欲を知っているし……それに私が士狼としている事は、美伽も唯も知っている」

　確かにレムの魔眼の暴走を抑えるために、士狼は定期的に色欲の烙印によって鎮めてあげている。そしてレムは、その事を唯に対して打ち明けていた。

「レムさん……」

「唯は今回、危険があるのを承知で来てくれた。私にその恩を返させて」

　薄く笑みを浮かべながら、レムは優しい声音で自分の想いを告げると──唯・美伽・レムの三人の気持ちが完全に固まって、

「……………………小鳥遊くん」

　唯がそっと士狼を呼んだ。

　こちらを見詰める瞳は──既に少しだけ色欲に濡れている。

　だから、

「………………解ったよ」

　士狼は静かに告げると、

「それじゃあ……三人ともこっちへ」

　そう言って──唯たちを自分の下へと招き寄せた。







　そして唯たちは、士狼がレンタルしたパラソルの下へと連れ込まれた。

　……本当に、ここでしちゃうんだ……。

　砂浜に敷かれたシートに腰を下ろした唯は、ゴクリと喉を鳴らす。

　…──雲一つない快晴のビーチだ。周囲は多くの海水浴客で溢れている。

　それなのに、美伽の『人避け』の魔法があるのを良い事に、唯たちはとんでもない事をしようとしている。多くの客が利用できるように、シートは小さめに作られていて、

「…………少し窮屈だけど我慢してよ」

「ああ……大丈夫だ。こういうのも楽しいよ」

　士狼の言葉に、唯と肩や腕を触れ合わせた状態で美伽がふふっと笑う。しかし、

「………………………………」

　唯にはそんな余裕はなかった。これから士狼にされる事によって、自分がどうなってしまうのかを理解しているからだ。こんな事にまで美伽やレムを付き合わせてしまう事への罪悪感と、それ以上に己の淫らな姿をこれから二人にも晒す未来への羞恥に沈黙する中、海水浴を楽しむ周囲の喧噪をよそに、

「まずはレムから始めようか……ここにうつ伏せになって」

「………………ん」

　まるで気にする事のないような士狼の言葉に、レムはこくんと了承の頷きをして……言われた通りにシートの上に寝そべると、無防備に自身の背面を晒した。

　そして水着のブラの紐を外そうとするレムに、

「そのままで良いよ。保湿してくれるなら、水着にも浸透させた方が肌には優しいでしょ」

　それに、と士狼。

「レムの水着は、肌に塗りやすい造りだからね」

「………………………………」

　笑みを含んだ士狼の言葉に、レムは黙って両腕を前に持ってゆくと、重ね併せた左右の手の上に顎を載せてリラックスできる体勢を取った。その頰が先程よりも少しだけ赤いのは……これから士狼にされる事を改めて理解したからだろう。

　対する士狼は、ボトルを開けて自身の手の平にローションを垂らした。それは先ほど試しに軽く出した時よりも多くて、瞬く間に士狼の手の中で量が増大してゆく。

　そして士狼は両手をローション塗れにすると、

「…────始めるよ」

　そう静かに告げるなり、レムの躰へと塗り始めた。まずは背中から、ゆっくりと手を滑らせるようにしてローションを塗り込んでゆく。

「ローションは塗られるのが一番だけど、塗ってあげるのも気持ち良いんだよね」

　楽しそうに笑う士狼の手がレムの躰に僅かに沈んでいるのは、華奢ながらもレムの肢体は女の柔らかさを有しているからで、

「そういえば……レムとはローションで遊んだ事はなかったね。感じはどう？」

「…………全然……んっ……平気……んぅ」

　初めてのローションによる感覚に翻弄されているのだろう。感想を求められたレムは淡々とした口調ながらも、背中を触れられただけで躰をピクンピクンと震わせていて、その度に軽く腰が浮いてしまっていた。眼鏡の奥の瞳をじんわりと官能に潤ませながら、強がりを口にしたレムに、

「そっか……じゃあ続けるね」

　士狼がそう言った時には、ローションを塗られたレムの背中から腰や肩などがいやらしい光沢と共にヌルヌルになっていて……士狼はそのまま両手を下に降ろしていった。そして、可愛らしい形のレムの尻を──ローション塗れの士狼の手が優しく撫でた。

　その瞬間、

「…──────んあぁっ♥　っ……ん」

　敏感な場所に触れられたのだろう。ビクンと躰を反応させたレムの口から、大きな嬌声が漏れる。慌てて口を噤んだレムに、

「大丈夫……美伽の『人避け』があるから我慢しなくて良いよ」

　士狼は優しく微笑んで──そのままレムの尻や太股に両手を滑らせてゆく。

　…──この日焼け止めローションは、きちんと塗り込まないと肌に浸透しない。

　躰の奥深くまで染み込ませるため、レムの尻や太股を士狼の両手が滅茶苦茶にしてゆく。

　士狼の手がレムの躰の上を滑る度に、「ネチャっ♥　ネチャっ♥」と粘着質な音が鳴っているかのようだった。唯はレムのすぐ近くにいる……それでもローションの水音が聞こえないのは他に生まれている音があるから。だが──それは周囲の海水浴客の声ではなく、眼の前にいるレムの口から漏れていて、

「はあぁっ、んっ……ぁ……あぁっ♥　やぁ……ん、はぁっ……ぁああぁあっ♥」

　士狼はローションを塗っているだけ……だがレムにとっては、いやらしく尻と太股を攻められていて、士狼の手が動く度にレムは甘い喘ぎ声を上げながら官能的な動きで躰をくねらせる。そんなレムの艶めかしい姿に、

「………………………………」

　傍にいた唯は眼を奪われていた。眼の前で繰り広げられる淫らな光景に、じんわりと唯の躰が熱くなってゆく。愛撫のような士狼の手の動きと、レムの痴態を目の当たりにした事で大罪刻印が反応し、色欲が湧き上がってきているのだ。そんな中、

　……あ……。

　そこでふと──唯はある事に気が付いた。まだ背面しかローションを塗られておらず、士狼の手も一度も触れていないのに……レムの水着の股間部分が濡れてしまっていた。

　快楽に流されてレム自身は気付いていないそれは、初めての感覚に快楽を得た事で分泌されたレム自身のローションによるものだ。その事実に気付いて官能を深めていた唯を、ふっと背後から優しく抱き締めたものがあった。背中に押し付けられるようにして広がったのは温かくて柔らかな感触で、

「…………美伽さん」

　いつの間にか背後に回った美伽に唯は抱き締められていた。そして、こちらの左肩に顎をのせた彼女は楽しそうに、

「士狼の手に掛かれば……レムも、あんな風になるんだな」

　その声に唯が首だけを動かして見れば、美伽は官能の熱が籠もった眼差しで士狼とレムの方をジッと見詰めている。釣られるように唯が二人に視線を戻すと、士狼は既にレムの水着の中にまで両手を滑り込ませ、直接レムの尻を揉みしだいていて、

「あんっ、やぁ……ん、はぁっ……あぁ……はぁっ、んぅっ……はぁああぁっ♥」

「良いよレム……一回イっておこうか」

　すると次の瞬間──囁くように言った士狼の言葉に応えるように、レムは躰を仰け反らせた。するとシートの上で躰をくねらせ続けた事で、フレアタイプのブラは完全に捲れ上がっていて……レムは可愛らしい膨らみをした乳房を完全に露わにしながら、

「っ──────…あぁああぁぁぁぁああぁぁぁぁっ♥」

　ビクンと躰を震わせながら盛大に嬌声を上げた。その様子から周囲の海水浴客の存在など頭から完全に飛んでしまっている事が解る。だが、それは周囲も同じだ。彼らもまたレムの絶頂に気付く事はない。美伽の魔法は完璧であり絶対なのだ。

　士狼に水着の中へ手を入れられた状態で絶頂しているレムの姿は官能的で、

　……凄い……。

　クールな運び屋の少女が見せた別人のような淫らな姿から、唯が眼を離せずにいると、程なくして士狼はゆっくりとレムの水着から手を抜いた。その両手はローションで淫らな光沢を放っていて、

「このまま続けるのは可哀想だから、一旦レムはここまでにして──次は」

「………………私だな」

　唯を背後から抱いていた美伽が艶めかしい声音で言うと、唯への抱擁を解いて士狼の方へ向かった。すると士狼はレムの躰を起こすと、

「それじゃあ委員長……ちょっとレムの面倒を見てあげてくれるかな」

「………………うん、解った」

　唯は士狼に頷きを返すと、美伽がしてくれていたようにレムを受け取るように彼女の躰をそっと抱き締める。すると──官能の炎に熱されたレムの躰は驚くほど熱くなっていて、

　……こんなに熱くなるまで……。

　その体温の高さが、レムが得ていた快楽と至った絶頂の凄まじさを物語っていた。そんなレムの絶頂後の姿に、

「────────────」

　唯の中で、色欲がさらに昂ぶってしまって、

　……や、駄目……っ。

　一気に湧き上がろうとする官能を、唯は必死に押し止めた──まだ自分の番ではないからだ。それでもヌルヌルになったレムの躰を抱いているだけでも、色欲の刻印を反応させている唯にとっては快楽で……今にも溢れ出しそうな甘い催淫の感覚を必死に堪える。

　そして見たのは、シートの上で寝そべろうとしていた美伽に対し、

「…────ああ、団長はうつ伏せにならなくて良いよ」

　そう士狼は制止して──次の瞬間、

「────────────」

　唯は思わず眼を見開いた。

　士狼が美伽の水着のブラジャーを摑んで──いきなり引き摺り下ろしたのだ。

　ぶるん──と音がしそうな程の勢いで、美伽の乳房が飛び出すように露わになった。

　その瞬間を目の当たりにして、

「た、小鳥遊くん……っ」

　美伽より先に焦りの声を上げた唯は、視線を美伽へと向けた。まさか士狼がこんな乱暴な真似をするなんて……美伽は唯に気を遣って、こんな事に付き合ってくれているのだ。申し訳なさを募らせながら美伽の表情を窺った唯は、

　……えっ……？

　俄に驚きに眼を見開いた──美伽が笑みを浮かべていたからだ。冷たいものではなく、むしろ美伽はどこか嬉しそうな顔をしていて、露わになった乳房を隠す事なく、

「やれやれ、酷い事をするんだな……」

「別に酷くないよ。団長は、俺が委員長にするようにやって欲しいんでしょ？」

「ああ……だから酷いと言ったんだよ」

　と、そこで美伽は楽しそうにこちらへ視線を寄越して、

「唯には、こんな乱暴な真似もしていたんだな……」

「…────まあ、たまにはだけどね」

　悠然と微笑む美伽に、士狼は肩を竦めてみせた。アンデッド真祖の一件の時に、柑奈のランジェリーショップで様々な下着の試着をした時の事を言っているのだろう。あの時は、途中から快楽で躰の力が入らなくなってしまい、翠琴に下着を着けられては絶頂を刻まれ、汗や愛液で汚してしまった下着を士狼に剝ぎ取られるようにして脱がされた。

　だから士狼が言っている事は間違いではないのだが、

　……でも、ここまでするなんて……っ。

　そうして唯が信じられない想いでいると、

「さあ続きをしてくれ士狼……この程度の事で唯の色欲を覚醒させようとしていたというなら、拍子抜けも良いところだよ」

「………………ったく、どうなっても知らないよ」

　悠然と挑発的な言葉を口にした美伽に、士狼はやれやれと嘆息を返して──直後、

　……あ……。

　唯は、士狼の表情が真剣なものになったのを見た。そして──士狼はボトルから直接ローションを美伽の胸に掛け始めた。大気に触れたローションは瞬く間に増加し、美伽の大きな乳房をヌルヌルに汚してゆく。その状態でシートの上にローションボトルを放ると、士狼は美伽の腰に腕を回してグッと彼女を抱き寄せた。すると、二人の肌が重なり密着した瞬間、「ニチャっ」といやらしい音がして……そのまま士狼は、奪うようにして美伽にキスした。乱暴な口付け──しかし、

「んっ……ふふっ、ちゅ……はぁ……む……んちゅ」

　それでも美伽は当然のように受け入れて……二人の唇が必然の動きで重なり合う。その隙間からは、ねっとりした士狼と美伽の舌が絡み合っているのが見えて、

「────────────」

　目の当たりにした唯は思考を固まらせた。士狼は美伽に対して、本当に唯にしているようにしていた。キスをしながら、左右の手でそれぞれ美伽の大きな乳房と尻を容赦なく揉みしだいている。そして──それだけではない。色欲の刻印を持っている唯には解った。

　士狼は、美伽に対して自身の色欲を注ぎ込んでいた。唯に色欲を教えるのと同じようにして欲しいという美伽の要求に応える形。その結果、得られる快楽の凄まじさを唯は知っている。魔神をも上回るほどの究極の色欲には何者も抗う事はできない。

　…──しかし、或いは美伽ならば……と一瞬思った。

　他でもない美伽であれば、士狼の色欲を上回れるのではないかと。

　それ程までに唯の中では美伽は絶対的で、圧倒的な存在だった。どんな時でも悠然としている理想ともいうべき大人の女性像……美伽のようになれれば、もしかしたら色欲の覚醒ができるのではないかと、心のどこかで思っていた。

　そして──唯は己の想像と現実との答え合わせを見た。

「やぁん……んぅっ、あぁん……士狼……んっ、ふふっ……ちゅ……れろ、んむぅ♥」

　真実は、想像していたものとは違っていた。美伽は士狼に色欲を注がれて乳房や尻をいやらしい形にされながら、淫らに躰を震わせていた。そして極小水着のＧストリングのショーツ──その股間の端からは愛液が溢れ出し、はしたなく太股を伝い落ちており、

「はあぁっ♥　あぁん、やぁっ……士狼……はぁっ、士狼っ……ふぁあぁんっ♥」

　口から漏れる喘ぎ声には、もう余裕などなくなっていた。すると、

「…………ほら団長、後ろを向いて」

　士狼は、強すぎる快楽に立っていられなくなった美伽の躰の向きを変えると、二人で一緒にシートの上へ腰を下ろした。美伽を膝の上に載せ、背後から抱き竦めたその体勢は、挿入していないだけの背面座位。レムを抱いている唯と同じ体勢だ。向かい合っていた時よりも乳房への愛撫がしやすく、代わりに尻には触れにくい体位……だから士狼は右手で美伽の乳房を揉みながら、左手をある場所へと持っていった。それは美伽のいやらしい股間──秘裂だ。そして、

「さあ団長……委員長と同じにしてあげるよ」

　そう告げると、ローション塗れの左手を美伽のショーツの中に滑り込ませて──直後、

「やっ、あぁっ──────ぁぁああああぁあああぁっ♥」

　士狼の膝の上で、美伽が白い喉を逸らしながらビクンビクンと何度も躰を震わせた。

　イったのだ。そんな彼女の姿を見た唯は、

「………………………………」

　どこか救われたような気持ちになった。だってそうだろう。

　誰も勝つ事ができない最強の女性……神々しいとさえ思っていたあの美伽でさえ、士狼の色欲の前には抗う事ができないのだ。だから、

　……良いんだ……。

　大罪異能に覚醒するためには、己の色欲をコントロールできる必要がある。だから唯はずっと、色欲に勝たなければいけないと思っていた────だが、別に良いのだ。

　色欲に負けて、淫らになって……いやらしい存在になってしまっても。だって、

「んっ……はぁ、ん♥　ふぅ……んぅ、士狼……ちゅっ……♥」

　絶頂したばかりの美伽は壮絶に綺麗で……恍惚とした表情で士狼と舌を絡めたキスをしている姿は羨ましいとさえ思えた。すると、

「…──────唯」

　先ほどの絶頂の感覚がようやく落ち着いたのか、唯の腕の中にいたレムがこちらを見上げてきて──その瞳が言っていた。我慢する必要はない……と。

　そして唯も……もう己の色欲を抑える事ができなかった。だから、レムに膝の上から退いて貰うと、

「…………ぁ、あの……」

　消え入りそうな声で……唯は士狼と美伽に呼び掛けた。すると、こちらに気付いた二人はキスを止めて──優しい苦笑の表情になる。そして、

「…………良いよ、おいで委員長」

　そう言うと右手をこちらへ差し伸べてきて──その手を唯が取ると、士狼はグッとこちらを彼らの方へと引っ張った。すると唯は、士狼ではなく彼の膝の上にいた美伽と抱き合う体勢になる。美伽の躰は、先ほどのレムと同じように官能に熱く火照っていて……甘い女の匂いを立ち上らせている。そうして美伽と互いの左肩に顎をのせ合ったこちらに、

「それで良い……そうやって、もっと自分の色欲に素直になるんだ」

「──────────────」

　耳元で美伽が艶めかしく囁いたのと──美伽の肩越しに、彼女の背後にいた士狼が唯にキスしてきたのは同時だった。士狼と美伽……二人の唇と舌の味がするそのキスは、今までで最も背徳的で──自分でもよく解らない感情が渦巻き、怖い位の色欲にどうしようもなく胸を切なくした唯は、泣きそうになりながら、

「んむ……ちゅ……はぁ、小鳥遊く……んっ、くちゅ……はぁ……んむ、んちゅ♥」

　キスの合間に、まるで告白みたいに己の素直な気持ちを口にする──すると、

「──────────」

　そんなこちらに応えるように、士狼はキスを濃厚なものにした。ねっとりとした舌先で唯の口内粘膜を激しく擦り上げ、こちらの口の中を淫らに犯してくれて──それだけで充分だった。レムと美伽がされるのを横で見続けて、色欲をずっと燻らせていた唯の催淫状態は極限にまで高まっていて──だから下腹部の奥が一気に熱くなり、

「んんっ、んんぅぅぅぅ～～～～～～～～～～～♥」

　唯はキスだけで快楽を極まらせた。ぶるぶると尻がいやらしく震えると、まるで心臓のように秘裂がドクンドクンと脈動して、

　……あ、あぁ……っ。

　どうしよう……愛液が溢れ出しているのが解る。自分がイってしまった事を感じながら、唯は官能の陶酔を深めてゆく。これで終わりではない──唯が湧き上がらせてしまった色欲は、一度絶頂した程度で収まるようなものではないのだ。

　…──唯の事を一番知っている士狼は、その事に気が付いているようだった。

　だからこちらとキスを続けながら、唯の両脇あたりに左右の手を持っていくと、こちらの水着のブラに指を掛けて引っ張り下ろした。水着越しに押し付け合うような状態だった唯と美伽の乳房が、直接いやらしく重なりあう形になれば、互いの胸がどんな状態かはすぐに解ってしまって、

「んっ……ふふっ、唯は気が早いな……いつからこんなに乳首を立たせていたんだ？」

「ちゅ……はぁ、ん……やぁ……んちゅ、あぁ……んぅ……ちゅっ♥」

　美伽だって乳首を立たせているのに……耳元で囁くように指摘された唯が、士狼とキスをしながら羞恥に身を震わせると、

「…………私を抱き留めてくれた時からそうだった。それからずっと背中にいやらしい感触が当たっていた」

　後ろからレムの声がして……そのまま唯の背中に身を寄せるように密着してくる。だが、快楽がまだ引いていないのだろう。レムの乳首もまだ、唯の事を言えない位はしたなく張り詰めたままの状態で──美伽とレムも、性の興奮を昂ぶらせているのが解る。そして二人に挟まれた唯は、彼女たちと縺れ合うようにシートの上に仰向けに倒れると、

「…………唯の後で良い。今度は前もして」

「ふふっ……私の躰もまだ塗っていないところが沢山あるぞ」

　レムと美伽は艶っぽく微笑むと、水着をずらして乳房や股間を士狼に晒していった。

　…──しかし、二人がどんな淫らな姿になったか唯には解らない。

　唯の眼には、こちらを見下ろすように膝立ちでいる士狼の姿しか見えなくて、

「────────────」

　唯たちを見詰める士狼は──唯にとって絶対的な支配者だった。思わず躰が震えてしまう程に。そんな唯の様子に気が付いたレムと美伽は悪戯っぽい笑みを浮かべると、

「士狼、唯にもローションをしてあげて……」

「そうだな。まずは唯が、お前の色欲を感じているところを見せてくれ」

　二人とも唯を優先するように言ってくれて、

「解ったよ。…──それじゃあ委員長、どうして欲しいか言ってみて」

　正直にね、と士狼がこちらを促した。だから、唯は己の色欲に素直になって懇願する。

「…………………………お願い、小鳥遊くん」

　官能に潤んだ瞳で、自らの支配者を見上げて。

　願う。

「…────小鳥遊くんの手で、私をいっぱい滅茶苦茶にして」




　…────そして。

　唯が口にした願いを……士狼は叶えてくれた。
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　ボトルを開けて、上から唯たちにローションを大量に掛けると、こちらへ覆い被さってきて──全身をヌルヌルにされた唯の口から嬌声が上がるのに時間は掛からなかった。

　士狼は乳房やお尻だけでなく唯の全身を──水着の中に至るまで、たっぷりと両手で滅茶苦茶にしてくれて、美伽とレムの前で唯は何度となく絶頂を刻まれた。

　士狼が出したローションは四人で使っても充分すぎる量で……途中からは美伽とレムも加わって、しばらく四人で淫らに交わり続けた。そのまま一時間ほどが過ぎ──…、

「…………はぁ……あぁ♥　ん……ふぅ……小鳥遊く、ん……ぁん♥」

　数え切れない程の絶頂を経た唯は現在──士狼の膝の上で背後から優しく乳房を揉まれる甘ったるい快楽に浸っていた。何度となくイカせて貰ったお陰で、唯の色欲は少し前に収まっていて、これ位では活性化する事はない。むしろ背中に感じる士狼の温もりが心地良くて、フロリダと同じ暑さがあるのに、ずっとこのままでいたい気持ちになる。

　ローションが浸透した事で、肌からべと付いた感覚がなくなったからだろう。触れると吸い付くような、しっとりとした感触だけが残っている。

　…──近くにレムと美伽の姿はない。

　唯の絶頂をたっぷりと見届けた二人は、この後に行なう周囲の状態や熱海の地形の確認に備えて、それぞれ飲み物や水着の上から羽織るラッシュガードなどを調達しにいってくれていて、

　……後でお礼を言わないと……。

　絶頂を晒し続けた恥ずかしさはあるが、ここまで付き合ってくれた二人には感謝の気持ちの方が勝っている。そう考えると、裏吉祥寺に戻ったら翠琴にも礼を言うべきなのかもしれない。それでも──今の唯は、士狼に性奉仕をしている所までは、美伽やレムには見せられなかった。ここまでしてくれたのに……そう唯が謝ると、美伽はそれで良いと言ってくれた。嫌だというなら、それが自分の中にある色欲に素直になった唯が出した結論だし、たとえ見せたところで色欲が覚醒する事はない──焦る必要はないと。

　だから今──唯はそんな美伽の言葉に甘えていて、

「……………………………………」

　とろんとした瞳で海を眺めていた。

　今回はレムの依頼で、彼女の姪を助けるために来ているのだ。これは決してレジャーではない。それでも……士狼と初めて一緒に訪れた海なのだ。

　…──だから唯は、二人で一緒に眺めているこの瞬間を大切な思い出にしようと思った。

　たとえどれだけ淫らでも──これが自分と士狼の在り方なのだからと。
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　ある程度、唯の状態が落ち着いて動けるようになった後。

　士狼たち四人は、当初の目的であるビーチの状態や地形について確認を始めた。

　利用客で賑わう砂浜……その水際を寄せてくる波を足下に遊ばせながら歩きつつ、

「…──既に地図でも確認していると思うが、このビーチは見ての通りサイズとしては比較的コンパクトだ」

　そのため、と海の方を見ながら美伽。

「敵による能力で津波が押し寄せてきた際、基本的にはこの浜で迎撃する事になる。だが、いざという時のための退避ルートは考えておいた方が良いだろう」

「避難マップは、津波の際は西に逃げるよう推奨している。でも、今回の場合は北西が良い。山の方へ行きながら、東から来る津波の範囲外を目指す」

　と、レムは陸側──遠くへと視線を向けて、

「他に走行車がいなくなる旅団の結界内なら、私が運転すれば数分で標高七百ｍオーバーまで到達できる」

　そうして、話し合いながら戦略を共有してゆく。

　そんな二人のすぐ後ろを付いてゆきながら、

　……いやはや、頼もしいね。

　前を行く二つのお尻が、歩を進める度に艶っぽく揺れていて、素晴らしいとばかりに士狼は頷いた。

　…──津波に吞のみ込まれたフロリダは、最も高い場所でも標高は百ｍほどしかない。

　さらに前兆がなかった事もあって、現地の人たちは異次元クラスの津波が来るなどとは思いもしておらず、避難が間に合わずに多くの犠牲者を出した。

　……だけど。

　こちらは違う。敵が津波で襲ってくる可能性を予め考慮できている。

　何より──フロリダとこの場所の最大の違いは、異能を使える者の存在。

　士狼たちがいるという事だ。

　最高到達高度が六百ｍオーバーの津波というのは驚異ではあるが、それは一般的な常識の範囲内における驚異である。士狼たちならば充分に対処は可能だ。

　…──とはいえ、フロリダを襲った津波の規模が敵の全力によるものとは限らない。

　だからこそ──こうして美伽もレムも、万が一を想定した話をしているし、

　……それに。

　敵がアリスを追っているのは間違いないが……彼女一人が目的と考えるのは早計だ。

　海え老び名なサービスエリアでの事もある。もしあれが今回の件に関係しているとしたら、

　……まだ解らないよね。敵さんの本当の狙いは。

　よって今の士狼たちがすべきなのは、考えられるあらゆる事態に備える事。

　そして──それ以外の状況が生じた場合でも、柔軟な対応ができるように思考を固めすぎておかない事だ。

　……後は、と。

　士狼はふと、自分の右に視線をやった。

　そっと横目で見たのは、隣を歩いている唯で、

「………………………………」

　言葉を発する事なく少し俯うつむき加減でいる彼女の頰は、ほんのりと朱に染まっている。

　……まあ、無理もないよね。

　美伽とレムの二人の前で、あれだけ淫らな己を晒してしまったのだ。

　その羞恥はそう簡単に消える事はないし……呼吸を整える時間は充分にやったが、湧き上がらせてしまった色欲の残ざん滓しが、まだ躰の奥に残ってしまっているに違いない。

　すると、

「………………ぁ」

　波と砂に足を取られたのか、ふらりと唯がこちらの方へとよろけてきて、

「っと……大丈夫、委員長？」

　とっさに士狼が腰を抱くようにして、彼女を支えてあげる。

　たっぷりとローションを塗りたくってあげた唯の肌は、士狼の手に吸い付くようにしっとりとして離れなかった。そして──その躰がじんわりと火照っているのは、フロリダを模した太陽の日差しのせいだけではないのは明らかで、

「っ……うん、ゴメンね小鳥遊くん」

　申し訳なさそうにこちらを見た唯の瞳は、艶っぽく濡ぬれている。腰を抱いた事で唯の大きな胸は士狼へと押し付けられ、淫らな形になっていて……柔らかな感触を否応なく伝えてくる。

　そんな唯に、

「………………………………」

　自分の奥底から、暗い欲望が湧き上がろうとしたのを感じ、

　……おっと、よくないね。

　慌てて士狼は自制した。

　…──先程は唯たちを感じさせただけで、士狼自身は己の興奮を抑え込んだ。

　それでも唯・美伽・レムの躰の感触を……その淫らな柔らかさをたっぷりと味わわせて貰った事もあり、それなりに士狼の理性も揺らいでいる。

　……それに。

　こちらが望みさえすれば、唯も美伽も士狼の欲望を満たしてくれるのだ。美伽の人避けもある。その辺の建物の裏にでも行けば、淫らに性奉仕してくれるだろう。

　自分達の関係は、そうした背徳的なものだ。

　……だけど、ね。

　そんな淫らな間柄だからこそ──きちんと線引きをしなければならない。

　そうしなければ……他ならぬ士狼自身が、色欲に吞み込まれてしまう。

　しばらく黙っていたこちらを、腕の中の唯が見上げてきて、

「………………小鳥遊くん？」

「ああ、何でもないよ……もし歩きづらくないなら、このまま行こうか」

「…………うん、ありがとう」

　可愛らしく頷いた唯に士狼は笑みを返すと、ゆっくり二人で歩き出した。

　……まあ、ちょうど良いしね。

　先ほど感じた視線の事もある。

　ただ普通に歩くよりも、こうやって見せつけてやった方が、相手の意識をこちらへ向けさせられるかもしれない。

　そうして再び歩を進め始めると、

「…────そういえば」

　唯がふと思い出したように言った。

「敵の狙いや能力を探るために、美伽さんの魔法でフロリダの環境を再現するっていうお話は解るんだけど……どうして熱海を選んだの？」

「あれ、熱海は嫌だった？」

「ううん、素敵な場所だと思うけど……でも半島という地形が理由なら、千葉の房総もあったんじゃないかなと思って」

「ああ、成る程……それはね」

　と、士狼が説明しようとして──それより先に、

「…──私の魔法で環境を操作する上で、房総よりこちらの方が都合が良かったんだ」

　理由を教える言葉が前から来た。

　見ればレムと先を歩いていた美伽が足を止め、笑みと共にこちらを振り返っていて、

「確かに、房総は本州において南東といえる位置にある半島だ。それはアメリカにおけるフロリダに相対する。九十九里から外房にかけてビーチが続いているのも、東海岸の大半がビーチになっているフロリダに近い。そういう面では伊い豆ずよりも適している」

　と、唯の指摘が的を射ている事を認めながら、

「だが、魔法は異能力と比べるとさらに概念的なものなんだ。それは形状や状態といった事実や事象などに由来する共通項よりも、その場所に対するイメージや訪れる人間が持つ無意識など、精神的な近似の方が利用しやすいんだよ」

　何せ、と美伽。

「形けい而じ下か的なポイントはそれぞれ明確なため、突き詰めれば突き詰めるほど同一のものにはならず差が浮き彫りになってゆくのに対し、イメージは漠然としている分、解釈次第ではどれだけ突き詰めても同質性を担保できる」

　そして。

「その『解釈』というものを都合良く利用する事が──魔法には重要なんだ」

　そう言って、事前に士狼にしてくれていたのと同じ説明を唯に聞かせてくれる。

　…──今回、美伽が環境魔法のために利用しているのは日本人のイメージだという。

　フロリダと同じ、リゾート地としての認識や知名度。

　サンシャインステートという渾あだ名なを持つフロリダに対し、南欧を意識した造りに太陽の名まで冠したビーチを整備するという、地元の人間の中にある意思と意図。

　その他の細かい印象──そうした一つ一つを共通点として結びつけたのである。

　東洋のモナコと称されている事もあり、フロリダよりそちらの意識の方が強いのだろうが、それでも日本らしくない……海外的なイメージが存在しているという事を利用したのだろう。

　……まあ。

　少なくとも、房総半島よりはフロリダの環境をコピーするのに適していたという訳だ。

　そして──それは日本でフロリダを再現する上では最適の土地という事になる。

「そういう事だったんですね……」

　と、おおよその説明を受けて納得した唯に、

「ただ……かなりフロリダに近付けたものの、環境複製はまだ完成させていない」

「…………それは何故？」

　美伽の言葉に、眉根を寄せたレムが問い掛けると、

「心配はいらない。最後の仕上げについては、お前達が来てからにするつもりだっただけだ。土地への負担を減らす意味でも、完全に環境を変えてしまう期間は短いに越した事はないし」

　それに、と美伽は付け加える。

「全てが終わってから環境を元に戻す仕掛けも、用意しなければならないからな」
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　そして──美伽に案内される形で唯たちはビーチを離れた。

　向かった方角は西……市街地の方だ。

　唯は今、浜辺の更衣室で元の服に着替える事なく、水着の上からパーカータイプのラッシュガードを羽織り、アンクルベルトが付いたヒールサンダルを履いた状態で歩いていた。

　美伽もレムも同じような格好だ。

　士狼の水着はバミューダパンツで、ハーフパンツと同じ形状という事もあり、アロハシャツを羽織った今の姿は夏服としても充分に通用する。

　…──しかし、唯たちは違う。

　華きゃ奢しゃな体型のレムこそ着こなしはちゃんとしているものの、バストが非常に大きい唯と美伽はファスナーが上がらず、水着を付けている胸が露出してしまっている状態だ。

　丈も腰下までしかなく、お尻は隠せていなくて、

　……良いのかな、こんな服装で……。

　しかし──美伽が言うには、これも熱海の環境を魔法でフロリダへと近付けるために必要な事らしい。温泉街としての側面を持っている熱海の街を水着で歩く事によって、フロリダのようなマリンリゾートとしての認識を強める効果があるのだという。

　…──もちろん水着のままでいる必要があるのは、魔法を使用する美伽だけだ。

　だが、美伽一人だけにそんな真似をさせる訳にはいかない──とレムが言い、唯も同感ではあったため、こうして付き合っているのだが、

「…………………………っ」

　美伽の意識避けがあるとはいえ、それでも街中にしては大胆すぎる格好だ。

　羞恥を得て身を縮こまらせた唯が、内股を擦り合わせるようにして歩いていると、

「そんなに恥ずかしがる必要はないよ委員長……見てごらん」

　隣を歩いていた士狼が前方を見るように促してくる。

　その言葉に、

「…────あ」

　唯は視線の先に、自分たち以外にも水着姿で歩いている少女らがいるのを発見する。

　驚いて眼を見開いたこちらに、

「人の認識を利用した魔法で、フロリダに環境を近付けているんだ。いま街にいる人間にとっては、熱海はもう海外の開放的なマリンリゾートシティだよ」

　シースルーの艶めかしい黒のラッシュガードを着ている美伽が笑いながら、

「…──それよりも、さあ着いたぞ」

　そう言って到着を告げたのは、ビーチから十五分ほど歩いた場所にある神社だった。

　朱の大鳥居に黒の扁へん額がく、その右脇に神社の名が刻まれている石柱を置いた門構え。

　鳥居の向こうに続く参道は両側に竹林が生い茂っており、空から陽の光が降り注ぐ事で複雑な陰影を地面に落としている。

　そんな入り口を前にして、

「ここですか……？」

「ああ。この神社は、地脈に根ざして熱海という土地を守護している存在でな。特に神木の大おお楠くすは樹齢にして二千年以上、本州では一番の巨木とされていた程のものなんだ」

「されていた、って……」

「吉祥寺に降臨した熾セ天ラ使フが、井の頭公園に塔を作り出した時に一緒に生まれた桜の巨木があるでしょ。あれに抜かれちゃうまでは、ここの木が一番だったんだろうね」

　唯の疑問に士狼はそう答えると、

「しかし樹齢二千年以上か……それは中々厄介そうだね」

「…………どういう事？」

　レムが問い掛けを発すると、代わりに答えるように美伽が言葉を継いで、

「植物もまた生きている存在だ。動物ほどではないにせよ、彼らにもまた意識や意思のようなものがある。そして……長きに亘わたってこの地に根ざしてきた神木は、信仰を集め続けてきた事で熱海という土地を守護する力を有するようになっている」

　つまり。

「外的な影響から自分のいる郷を守っているんだ──それこそ、私の魔法からも」

　その力は強大だ。

「本州一の大樹として成長しているのを見るに、完全に地脈との一体化も果たしているだろう。大地に深く根を張っている以上、熱海という土地を守護しようとする力は、本殿のご神体を遥かに上回っている」

「それじゃあ、その木を何とかしない限り……」

「ああ。この一帯を完全にフロリダ化させる事はできない」

　レムの言葉に断言を返した美伽に、

「…………どうするんですか？」

　唯は疑問の言葉を口にした。

　…──先程、美伽は最後の仕上げをすると言っていた。

　それは──この地の歴史を二千年以上も、己と大地に刻んできた神木をどうにかするという事だ。

　すると、

「そうだな……唯はどうすれば良いと思う？」

　こちらの問いに美伽が問いを返してきて、唯はしばしの沈黙の後、

「…………美伽さんの魔法に干渉しないように、一時的に御神木を地脈から切り離す事はできますか？　木自体に負荷が掛からないように、大地とは別の力を与えてあげて」

　それと。

「そうした地中への対処とは別に、地上に出ている木自体の力を封じ込める結界を展開する事ができれば──…」

　と、思い浮かんだ考えを唯が口にしてゆくと、

「唯らしい良い案だ。確かに、その方法は正解の一つだよ」

　こちらの解答を喜ぶように、美伽は嬉うれしそうな笑みをこちらへ向けてくれる。

「我々が熱海を救う立場ならそれでも良かった。だが、今回は巨大な津波を起こす異能を持った何者かを誘おびき寄せるために、この熱海を利用させて貰うんだ。土地を護っている存在に、我々のせいでもうすぐ甚大な危険が訪れる可能性があるが、こちらで何とかするから手の届かない場所に行っていてくれ……と告げるのは守護する神霊らの面子メンツや想いを無視する事になってしまう」

　もちろん。

「最初に言ったが唯の案も正解なんだ。誰かを護る時……多くの場合は、安全地帯にいて貰う事が最善となる。それは同時に、相手を想うが故の優しさだ。しかし今回は、保護対象であるレムの姪も含めて一定の危険に晒さなければならない。よって──…」

「…──守護の力は多いに越した事はない、って訳だね」

　美伽の言葉の先を士狼が口にする。

「まあ、いざという時の備えは大切だしね。たとえそれが神頼みであってもさ」

「………………………………」

　苦笑交じりで言った士狼の隣では、先程から俯いていた運び屋の少女がキュッと小さく拳を握り締めたのが見えて、

　……レムさん……。

　レムは運び屋としては裏吉祥寺でも随一……否、恐らく世界でも有数の存在だ。

　…──しかし、直接的な戦闘能力は有していない。

　だからこそ士狼に──《餓が狼ろう旅団》に助けを求めてきたのだ。

　大切な姪に危機が迫っている中、居ても立ってもいられないほど想いが逸はやってゆくのに、自分ではどうする事もできないもどかしさ。

　それこそ──縋すがれるものなら神にだって縋りたいに違いない。

　そして、

　……優しいだけじゃ、駄目なんだ……。

　美伽は唯の考えを正解だと認めてくれた。勿もち論ろん、それは噓ではないのだろう。

　誰だって大切な存在には優しくありたい。

　無関係な存在を危険には巻き込みたくない。

　…──だが、そうした優しさが必ずしも大切な存在を救う事にはならない。

　可能な限り自分達でどうにかするのは大前提。

　そんな事は誰でもやっている。

　大切なのは、いざという時を想定してどれだけ保険を用意しておけるか。

　……その上で。

　もし必要な時が来れば──あらゆる保険を使用する。

　守りたいと願うだけでなく、絶対に守ってみせるために──本当に何かを守るというのは強い決意と、そのための有効な手段を用意しておく事なのだ。

「…──という訳で、この神社と神木には力を貸して貰う。フロリダの環境を完全にコピーするのと、この街や人々を守る事の両方でな」

　と、そこまでを言うと美伽はこちらへと向き直って、

「…──そのためには唯、お前の力も必要になる」

「…………私の？」

「そうだ……構わないな？」

　詳しい事は言っていない。にも拘わらず、美伽の問い掛けは意思を訊たずねるというより、唯が了承する事を確信しているかのようだった。

　…──そこには客人への気遣いも、新人への遠慮もない。

　まだ大罪異能の覚醒には至っていなくても、それでも美伽はこちらを『戦力』として見てくれていて、

「──────はい」

　だから唯はしっかりと頷きを返した──そこに迷いは存在しない。

《餓狼旅団》の一員として、自分にできる事をする。

　その想いを、見据えるように視線を合わせる事で伝えると、

「よし……では、始めるとしよう」

　と言うなり──美伽の全身が金色の輝きを放ち始めた。

　眩まばゆいその光は、異能特区の外にいる普通の人間には感知できない魔法の煌きらめきだ。

　意識避けの効果もあって、辺りの通行人や観光客などはこちらに気が付いていない。

　反対に傍にいる唯たちには、眼の前の美伽からどれだけ強大な力が発せられているかよく解って、

「待ってよ団長、こんな敷地の外でやって平気なの？」

　突然の事に、覚悟を決めた唯よりも士狼の方が驚きを見せる。

「魔法を使うなら、本殿とか問題の神木なんかの前でやった方が良いんじゃ」

「いいや、境内は最も強力な神域だからな。彼らの領域で相対すれば、魔法が向こうの干渉を得てしまい本来の効果を発揮できなくなる。この場所でやるのが正解なんだ」

　そう美伽は言うと、袖から両腕を抜いてラッシュガードを地面に落とすと、

「…────唯も、それを脱いでこっちへ」

　手を差し伸べるようにして、唯を自分の方へと誘ってくる。

「──────────」

　そんな美伽に導かれ、唯もまたラッシュガードを脱ぐと彼女へと近付いてゆく。

　…──美伽が放っている力は凄まじいものの、恐怖はなかった。

　唯ならばできると確信して、美伽はこちらを指名してくれた。

　……だから。

　ならば──唯もそんな美伽を信じるだけだ。

　そして唯が手を取ると、美伽はこちらを引き寄せた。

　すると唯と美伽の肉体が自然と重なり、抱き合うような形になって、

　……あ……。

　最初に密着したのは当然、大きすぎる二人の胸で、

「…────もっとだ」

「はい……」

　言われるままに唯は頷くと、互いの腰に回していた手に力を込めた。

　重なり合った唯と美伽の乳房がいやらしい形になり、そのまま腹から股間までもが触れ合うと、互いに脚を絡めてさらに密着を強くする。

　その状態で、

「今から私が、神木もろともこの神社を眠らせる。魔法による微睡まどろみの中、彼らの力はそのままに『意識』だけを失わせるんだ。そうして己の存在が不確かになった彼らは、この土地を守護しながらも、私の魔法に導かれて力を貸してくれるようになる」

　そして、と美伽は言うとこちらへ顔を近付け、互いの額を重ね合わせてきて、

「……美伽さん……」

　眼の前にある美しい顔と瞳に、吸い込まれるようにして眼を離せなくなったこちらに、

「…────唯、お前には私と対になって貰う。彼らを眠らせ、この土地をフロリダにした私とは対称の存在。彼らを目覚めさせ、この土地を本来の状態へと戻すための鍵に」

　美伽はまるで吐息のように囁ささやいて──そしてそっと瞳を閉じた。

　その瞬間、

「…────────────っ」

　躰の中に、信じられない程の熱く激しい奔流が流れこんできて、

　……え……？

　胸の奥でドクンと何かが脈打った。

　…──その正体が何かを思うより先に、唯の視界と意識は闇に閉ざされた。

　意識を失ったのだ。
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　…────微睡む意識の中、唯は心地の良い浮遊感を得ていた。

　胸の奥で心臓が穏やかなリズムを刻む度に感じる小さな振動。

　そして──包み込むような柔らかな温もり。

　その正体は解らない。だけど、

　……ああ……。

　それでも唯は、確かな安心と愛おしさのようなものを感じていた。

　自分がいま得ている本能的な幸せ──それを手放したくなくて、唯は優しい温もりをそっと抱き締める。

　すると、

「…────委員長」

　優しくこちらを呼ぶ声がして──だから唯はそっと眼を開いていった。

　…──最初に瞼まぶたの内側へと差し込んできたのは、柔らかな茜あかね色いろの光だった。

　そして前方の視界に広がるのは、見覚えのない街並みで、

「…………ここは」

　夕暮れである事以外の状況が解らず、意識をぼんやりとさせたまま呟くと、

「…───ああ、起きたみたいだね」

　先ほど唯を呼んでくれた声が、こちらの覚醒に気が付いたように言ってくる。

　…──それが誰かはすぐに解った。

　自分にとって最も大切な存在の声を忘れる筈がなくて、

「小鳥遊くん……」

　唯のすぐ眼の前に、首だけをこちらへ向けて振り返っている士狼の顔があった。

　だが、いつもとは目線の高さが違った。今の唯は、士狼を見下ろしていて、

　……あ……。

　そこでようやく唯は気が付く──自分は士狼の背に負ぶさっている状態なのだと。

　俄にわかに混乱を得た唯は、何故こんな事になっているのか急速に思考を走らせて、

『…────唯、お前には私と対になって貰う』

　告げられた美伽の言葉と共に、唯の記憶が完全に今の状況と繫がって、

「ご、ごめんね小鳥遊くん。もう大丈夫だから──…」

　そう言って、慌てて士狼の背中から下りようとしたこちらに、

「あれ、下りちゃうの？　できれば、もう少しこのまま背負わせて欲しいんだけど」

「そんな……悪いよ、小鳥遊くん」

　申し訳ないと唯が告げると、

「良いから良いから。こんな風に委員長をおんぶできる機会なんて滅多にないし」

　それに、と士狼。

「こういう風に委員長のおっぱいが背中に感じられるのって新鮮なんだよね。両手の感触も幸せで嬉しいしさ」

　言われて見れば、唯は先ほど脱いだラッシュガードを肩から羽織っているだけの水着のみの状態だった。素肌の上にアロハシャツだけ着ている士狼に背負われているこちらは、彼に胸を押し付けている格好だ。

　さらに唯を背負っている士狼の両手は、こちらの尻と太ふと腿ももの境界線あたりを持っている。

　そこは立派な性感帯で、そこを士狼に触れられている事を理解した唯は、途端にじんわりと快感を得てしまい、

「んぅ……そんな事……私の胸やお尻なんて、いっぱい触ってるくせに」

「そりゃそうだよ。いっぱい触りたいんだからさ」

　士狼は悪びれずにそう言うと、両手の位置を完全に唯の尻へと移動させてきて、

「あっ……ん、小鳥遊くん……エッチだよ……」

「おっと、勝手に動くなんて……いけない手だね。でも、さっきビーチでしてあげたから、これ位なら色欲は反応しないと思うし──…」

　もちろん。

「委員長が止めてって言ったら、すぐに止めるよ」

　しれっと士狼にそう言われ、

「ずるい……そんな言い方、意地悪だよ……」

　恥ずかしさはある。それに、こんな風に背負われるのは足あし手で纏まといみたいで嫌だ。

　……でも。

　士狼が喜んでいる事を、止めてなんて唯が言える筈がない。

　周囲には行き交う人達の姿はあるが、誰もこちらに気付く事はない。

　意識避けが効いているのだ。

　だから、

「………………小鳥遊くんが……このままが良いなら」

　お尻を触られていながら、それでも唯は士狼の好きにさせた。

　そして──ふと思い出したように、

「えっと、美伽さん達は……？」

　今さらながら美伽とレムの姿がない事を問うと、

「二人は先に戻ったよ。ビーチのコインロッカーに預けている荷物を取りにね」

　と士狼。

「委員長のも持ってくるように頼んでおいたから、俺たちは宿に向かっているところだよ」

「そうなんだ……」

　宿に戻ったらお礼を言わなければ、と二人への感謝を想った唯は、

「そうだ美伽さんの魔法……私を対にするって、あれはどうなったの？」

「ああ、それなら大丈夫。ちゃんと上手くいったってさ」

　途中で記憶が飛んでいて不安になったこちらに、士狼は安心するように言ってきて、

「委員長が意識を失ったのは、団長の力が入ったからみたいだね。慣れない魔法を体内に入れた事による反応らしくて、特に問題はないらしいよ」

「そう……良かった、ちゃんと役に立てて」

　唯がホッと胸を撫で下ろしていると、

「まあでも……もし何かおかしいと感じたら、すぐに団長か俺に言ってよ」

「うん、そうするね……」

　ありがとう──と唯は士狼の背に呟いた。

　そして、

「──────────」

　唯は何も言わずに、士狼の前へと回している両腕の力を少しだけ強くする。

　彼の役に立ちたい……そう思う。それは決して噓ではない。

　けれど、

　……少しだけ。

　そう自分に言い聞かせて──唯は士狼に甘えた。

　士狼が好きにしているのと同じように、唯も自分の好きなようにさせて貰ったのだ。

　今この瞬間だけは──まるで恋人みたいに。

　すると、

「…………………………」

　士狼は黙ってこちらの右の二の腕へと唇を寄せてゆき……そのまま、そっとキスをしてくれて。

「…………………………」

「…………………………」

　そこからはもう──二人はしばらく無言だった。

　…──その沈黙は、互いの間に言葉が要らなくなったからで。

　周囲の人も風景も、全てが眼に入る事なく……二人だけの時間がゆっくりと過ぎてゆく。

　永遠を願いながら、それでも終わりは訪れて、

「…──────着いたよ」

　とうとう旅館の入り口の前に到着し、唯は名残惜しさを覚えながらも「うん」と頷く。

　そして士狼の背から地面へと下りた──その瞬間、強い海風が吹き抜けて、

「………………あ」

　風に煽あおられた髪を唯はとっさに押さえようとして……羽織っていたラッシュガードが肩から背中へと滑り落ちた。するとラッシュガードが掠かすめた唯のビキニの紐ひもが緩んでしまったのか、結び目が解けて水着の上が風に舞うように飛ばされてしまい、

「っ────…」

　不意のハプニング。上半身が露わになってしまった唯は、慌てて両手で胸を隠そうとする──だが、それより先に唯の乳房を隠してくれたものがあった。

　士狼だ。とっさに唯の腕を摑つかんで自分の方へと抱き寄せた士狼は、もう片方の手で唯の腰を抱くと互いの躰を密着させる事で唯の裸を隠してくれていて、

「やれやれ……エッチな風だね」

　嘆息しながらの士狼の言葉を、しかし唯は聞いていなかった。

「…………………………」

　士狼の背中にいた時は、アロハシャツと唯のビキニという二枚の布地が二人の肌が重なり合うのを遮っていた。だが士狼のアロハシャツは、前のボタンが開いていて……唯の乳房は今、士狼の胸に直接触れてしまっていて、

　……どうしよう。

　少しだけって思っていたのに、こんな事になるなんて。

　鼓動の音が伝わってしまう。そうしたら──もう言い訳はできない。

「…………委員長？」

　こちらの様子がおかしい事に、士狼がキョトンとしながら声を掛けてくる。

　…──その声は唯のすぐ耳元でした。

　鼓膜を優しく揺さぶられて、唯はもう限界だった。

　淫らな本能の色欲とは別の、ひたすら胸だけが切なくなる感覚に、

「…────小鳥遊くん」

　至近距離で見上げながら口から漏れた声は、唯自身が驚くほど艶めかしく濡れていた。

　そんなこちらの様子に、士狼はすぐに気が付いたようだった。

　そして、

「──────────」

　驚いたように一瞬眼を見開くと、すぐに表情を逞たくましいものにして……唯の腰に回していた手にグッと力を込めてきて、

「あ…………」

　抱き寄せられる力が強まり、声を漏らしたこちらに、




「駄目だよ委員長……こんな所で、そんな物欲しそうな顔しちゃ」




　そう言った士狼の手が、ゆっくりと腰から下へと降りてきて、

「やぁ……ん、はぁ……小鳥遊く……んぅ……あぁ……んっ」

　甘い声を漏らしてしまったのは、当然のように尻を揉まれたから。たとえ刻印が反応しなくても、士狼にたっぷりと調教されて性開発された唯の躰は、士狼に愛あい撫ぶされただけで充分な快楽を得てしまう。先程まで彼の背中にいた時に触られたのとはまるで違う、淫らな手付きで尻の形をいやらしく変えられた唯は、士狼へとしがみ付きながら内股を擦り合わせる。すると、もっとして欲しいと懇願しているみたいになって、

「ほら委員長……顔を上げて」

「んっ……はぁ、あ……ん……ちゅっ、ぁむ……んふぅ……ちゅ」

　言われた通りにすると、奪われるように強引にキスをされた。唇を受け入れたら舌も入れられるのは当然で、自分たちが往来にいる事など忘れて唯は求められるがままに士狼とのキスを濃厚なものにする。ねっとりとした舌の粘膜を絡め合わせながら、乱暴に尻を揉まれる度に、快楽を得た唯の腰は艶めかしい動きでくねり、その度に士狼の胸に押し付けられている唯の乳房の先端が擦れていって、

「あっ……やぁ、んむっ……ちゅ……はぁ、小鳥遊く……んぅ……ふ♥」

　唯の桜色の乳首はいやらしく充血し、あっという間にはしたない形へと張り詰めてゆく。

　すると、こちらの腕を摑んでいた士狼の手が抱き合っている互いの躰の間に、横から強引に差し入れられて唯の乳房を揉み始めて──その直後、

「あぁ……んっ、やぁ……そこ、はぁ……っ、ぁあぁああぁ…………っ♥」

　ビクンと唯の躰が震えた。乳首を摘まんで擦り上げられ、軽く達してしまったのだ。

　反射的に両脚が爪先立ちになり、尻を淫らな動きで小刻みに震わせた唯は、再び水着の股間をいやらしく濡らしてしまう。そんなこちらに、

「…………部屋に戻ったら続きをしてあげるからね」

　士狼はそう囁くと、優しくこちらの尻を揉んでくる。絶頂の余韻が残る唯には、それだけでも充分な快感で、

「…………ん……ぅ♥」

　士狼の腕に抱かれながら、ピクンピクンと甘く躰を震わせる。

　と、その時だった。

「…────お帰りなさいませ。士狼さま、唯さま」

「──────────…っ!?」

　不意にした横からの声に、唯は反射的に躰を硬くした。

　見れば、和服を纏った美しい女性が近くに立っていて、

　……あれ、この人って……？

　その女性の顔を唯は知っていた。だが館内で見かけた女将や仲居ではない。

　…──彼女を見たのは先の四星会合が開かれた《九龍クーロン公司フアウンデーシヨン》の店──九崙クーロン飯店。

　地下のＶＩＰルームで、裏吉祥寺が誇る四大組織のトップ達が顔を揃えている最重要ともいうべきテーブルの給仕をしていた女性だ。

　チャイナドレスを着ていたあの時とでは印象が少し異なるが──確か名前は、

「シャオメイさん……」

「覚えていて下さったんですね……恐れ入ります」

　こちらが名前を口にすると、シャオメイは嬉しそうに微笑んでくる。

　一方の唯は、士狼に淫らな事をされていた現場を目撃された羞恥に頰を赤くした。

　それでもラッシュガードを地面に落とし、ビキニの上を風に飛ばされて上半身が裸の唯は、乳房が露わになってしまわないように士狼の腕に抱かれたままの状態で、

「えっと……どうしてここに？　それにその格好は」

「本日正午より、この旅館は《餓狼旅団》の貸し切りとなり、利用客、スタッフ共に全員退出させました。この後の皆さまのお世話は、《九龍公司》より参りました私を含む六名が担当させていただきます」

　お淑やかに頭を下げながら告げられた言葉に、

「貸し切りって……まさか」

　呆ぼう然ぜんとしながら言った唯は、そこで周囲にも門の向こうにも今朝ビーチに出掛ける前はあった多くの宿泊客の気配がなくなっている事に気が付いた。

　……本当に？

　俄かには信じられなかった。しかし、先ほど唯が士狼のキスや愛撫を受け入れたのは、入り口や門の辺りに人の姿が全くなかったからだ。

　本当かと確認するように見上げると、

「そういえば、委員長は昨日早く寝ちゃったから言ってなかったね」

　士狼がゴメンねと苦笑しながら、

「敵に狙われているアリスちゃんをお迎えしなくちゃいけないからね。一般人の他の客や旅館スタッフに迷惑を掛ける訳にもいかないでしょ。だから、事態が解決できるまで俺達だけで使わせて貰う事にしたんだ」

　そもそも。

「熱海には、《九龍公司》が実質的なオーナーになっている旅館や商業施設が幾つかあってさ。今回の事を黄こうさんに相談したら、この宿を使わせてくれるって言ってくれてね」

「それじゃあ……この宿は《九龍公司》の」

「はい。三年前より、私どもが経営しております。このたびは大規模な改修を行なうという名目にして、本日より全ての予約をキャンセルしてあります」

　老舗と呼ばれている高級旅館を買収していた事実をあっさりと口にしたシャオメイに、

「でも……まさかシャオメイ達まで来てくれるとは思わなかったよ。先々まで予約も入っていただろうに……悪いね」

「士狼さまたち《餓狼旅団》の皆さまにも、そしてレムさまにも、《九龍公司》はお世話になっておりますから。黄さまは、できる限りの協力をしたいと仰っていました。ですから、こうして私達を皆さまの下へ遣わしたのです」

　では、とシャオメイ。

「改めまして……これより私が女将を務めさせていただきます。お食事から身の回りのお世話まで、どうぞ何でもお申し付け下さい。皆さまにご満足いただけるよう、誠心誠意努めさせていただきます」

　一息。

「《九龍公司》と──我らが主、黄子し龍りゅうさまの名に懸けて」
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　…──用意された夕食は、朝食以上に豪華な料理だった。

　食前酒、先付、前菜、吸物、お造り、煮物、焼き物、強しい肴ざかな、止肴、食事、水菓子。

　その一品一品が、いずれも手の込んだ仕事が感じられる美味しい料理ばかり。

　しかも──それらを作ったのは、《九龍公司》の黄子龍に仕えている女性達である。

　普段は九崙飯店で中国料理を作っている彼女らの腕は、ジャンルが異なる和食においても素晴らしかった。

　彼女達は、中国料理を真の意味で極めるために他の様々な料理についても、しっかりとした修業を行ない技術を習得しているのだという。

　特に日本では、日本人の舌に合ったものを作れなくては話にならない。

　和食の心と技術──その両方を学ぶ事は、九崙飯店の料理人にとって必須なのだ。

　…──そうして贅沢な料理の数々に舌鼓を打った後。

　食事を終えた唯は現在──プレミアムダイニングに隣接している場所にいた。

　それは日本の旅館において、料理と並ぶ醍だい醐ご味みの一つ。

　露天風呂だ。

　脱衣所で服を脱いで裸になり、タオルを手にガラス戸の向こうへ。

　そして、

「わあ……」

　驚きを得た唯は思わず感動の声を漏らした。

　…──唯が足を踏み入れたのは、青石が綺麗に敷かれた広大なお風呂だった。

　多くの人が利用する事を考え、広めに作られた湯船は清潔感に満ちていて、洗い場の一つ一つのスペースには、高級ブランドのバスアメニティセットが置いてある。

　共用の大きめのボトルではなく使い切りタイプなのは、衛生面での心証を良くするためだろう。しかも一回分にしてはサイズにかなり余裕があるため、たっぷりと使用して贅沢感を味わう事もできる。

　そして──湯船と洗い場は、脱衣所に近い半分ほどには屋根が架けられていた。

　雨天時でも、客が入浴を楽しめるようにと考えての心遣いだ。

　露天風呂に雨は大敵となりやすい。

　……けれど。

　石造りの庭園を持つこの宿では、かえって風情が増すかもしれない。

　…──そんな素敵な女性用の露天風呂を、唯はいま独り占めしている。

　レムは疲れたから部屋の露天風呂にすると言い。

　美伽も今夜は別の風呂に入ると言っていた。唯たちは昨日来たばかりだが、美伽は既に二週間ほど滞在しているため、この女性用の露天風呂には入り尽くしたそうで、今夜からは自分達しかいないのだから楽しませて貰うと言っていた。

　一人で使用するには、この浴場は広すぎるが、

　……でも、丁度良かったかも。

　と、木の桶おけに汲くんだ掛け湯を肩から流しながら唯は思う。

　…──昼間の日焼け止めの事があって、美伽やレムとは一緒に入りづらかった。

　あの二人まで色欲の覚醒のための行為に付き合わせてしまった申し訳なさもあるし、

　……それに。

　士狼にされて、淫らに絶頂する姿まで晒してしまった。

　しかし美伽もレムも、士狼にローションで全身を愛撫されるとかなり感じていたようだった。もちろん、色欲の刻印がある唯が得た快楽は彼女らの比ではないが、

　……あの二人も、あんな風になっちゃうんだ……。

　美伽とレムの喘あえぎ声がまだ耳の奥に残っていて──その時だった。

　ふと脱衣所へと続くガラスの引き戸が開いた。

　そして露天風呂へ入ってきたのは、《九龍公司》から派遣されている美少女で、

「シャオメイさん……」

「お寛ぎのところすみません、唯さま。私もご一緒して構いませんか？」

　そう微笑んで言ったシャオメイに、唯は思わず眼を奪われる。

　…──艶めかしい裸体だった。

　充分なボリュームを備えた形の良い胸、腰から始まる曲線が綺麗な尻に加え、スラリとした美脚に柔らかさを確信させる太腿まで、バランスの良い抜群のプロポーション。

　唯より二つ上の十八歳で、顔立ちは同級生と言われても違和感はない。

　九崙飯店でのチャイナ服や、この旅館で着ていた和服姿の時などは、どちらかといえば美しいというより可愛らしい印象だった。

　……だけど。

　しかし今、眼の前にいる裸のシャオメイは息を吞んでしまうほどの女の色気を放っていた。それは唯にはないもので、

「………………………………」

　思わず言葉をなくして見惚れていると、

「…────唯さま、よろしいですか？」

「あ、はい……もちろん。大丈夫です」

　問い掛けを重ねられ、頷きを返した唯が「どうぞ」と促すと、シャオメイは「ありがとうございます」と笑みを深くした。

　それから軽く掛け湯をすると、ゆっくりと唯のいる洗い場へとやってきて、

「あの……唯さま」

　すぐ隣にまで来たシャオメイは、腰をスッと下げると両膝を床に突いて、

「よろしければ……お背中など、私にお世話させていただけませんか？」

「いえ、そんな。そこまでして貰う訳には……」

　思いもしなかった申し出に、困惑したこちらに対し、

「ご迷惑でなければお願いします。子龍さまより、きちんとご奉仕するようにと申し付けられておりますので」

　ジッと視線を合わせてきたシャオメイは、懇願するようにこちらを見ていて、

　……あ……。

　唯はシャオメイの抱いている想いに気が付いた。

　…──彼女は唯をもてなす事で、己の主である黄に喜んで貰おうとしているのだ。

　だから、

「…………そういう事でしたら、お願いします」

　唯はシャオメイの想いを汲む事にした。

　自分の好きな人に喜んで欲しい……その気持ちは、唯にもよく解るからだ。

「ありがとうございます……それでは失礼します」

　そう嬉しそうに微笑んだシャオメイに、

「あ……でも、一つだけ」

　唯はふと心配になって訊ねる。

「もしかして、小鳥遊くんにも同じようにしてあげたりとか……するんですか？」

　そんなこちらの問いに、シャオメイはふふっと笑って、

「いいえ。私達は子龍さまのものですから、他の殿方に奉仕はできません」

「………………そう、なんですね」

　もし士狼がシャオメイ達に躰を洗って貰ったとしても、その事について唯に何かを言えるような権利はない。

　それでもホッと胸を撫で下ろしたこちらに、

「では、失礼します……」

　シャオメイはそう言って、ボディソープのキャップを開けた。

　ところが──彼女は中身をボディタオルではなく、彼女の左の手の平に出していて、

「あ、あのっ──…」

　それを見た唯は、慌てて声を上げていた。

　…──最近、唯は士狼と入浴を共にする事がある。

　その時は──躰を使っていやらしく士狼を洗ってあげる事にしていて、

「？　どうかしましたか？」

「いえ、その……タオルで洗ってくれるんじゃないんですか？」

「はい、手の方が肌を傷付けませんので。何か問題でもありましたか？」

　背後を振り返ったこちらに、キョトンとしながらシャオメイが言ってきて、

「手……そ、そうですか、それなら大丈夫です」

　唯は真っ赤になりながら前に向き直った。

　……恥ずかしい……。

　てっきりシャオメイは胸で洗ってくれようとしているのだと思ってしまった。

　唯が淫らな勘違いをしていた事に気が付いたのだろう。

　背後でクスっとシャオメイが笑ったのが解った。

　…──いやらしい勘違いをしてしまったのは、やましい心当たりがあるから。

　唯がそうした淫らな真似をしている事を見透かしたシャオメイは、

「大丈夫です唯さま。子龍さまも、そこまでしろとは仰っていませんでした」

「………………はい」

　消えてしまいたい気持ちになりながら唯が頷きを返すと、両手でボディソープを泡立てたシャオメイが、そっと撫でるようにして唯の背中を洗い始めた。

　その手の動きはどこまでも滑らかで、

　……凄い……。

　その心地良さに思わず唯は感動する。

　すると、

「お加減は大丈夫ですか？　唯さま」

「はい……シャオメイさん、こんな事もできるんですね」

　手を滑らせながら訊きいてくるシャオメイに、唯は驚きの声を返した。

「経験はないんですけど、エステってこういう感じなのかなって思いました」

　と感想を漏らしたこちらに、

「そうですね、施術の種類にもよりますが……私自身、エステティシャンの資格も持っていますので、こうして奉仕させていただく際の身体への触れ方には心得があります」

「道理で……だからこんなに上手なんですね」

　唯は納得の声を漏らした。

　…──唯が士狼を洗ってあげるのと同じように、士狼も唯を洗ってくれる事がある。

　だが士狼に洗われると、昼間の日焼け止めの時と同じで洗体よりも愛撫としての側面の方が強くなってしまう。

　それこそ躰中を隅々まで洗われる中で、数え切れないほどイカされてしまっていて、

　……当たり前だけど。

　同じ洗われているのでも、士狼とシャオメイとでは全くと言って良いほど違っていた。

「何ていうか……触れられているのに、全然いやらしい感じがしないんですね」

「はい。そう思われないように気を付けていますから」

　こちらの感想に、シャオメイは苦笑しながら言った。

　と、そこで声を少し艶めいたものにして、

「…──ですが勿論、唯さまが思われたような事も可能ですよ」

「それって……んっ、シャオメイさ……あんっ♥」

　思わず唯は甘い声を上げた。

　それまで背中を洗っていたシャオメイの手が前へと回されて──唯の乳房をそっと揉み始めたのだ。

　…──その指遣いは先程までとはまるで異なる、いやらしいものだった。

　途端に快感を得てしまった唯は、

　……でも……やっぱり……。

　同じくらい淫らに揉まれているのに……士狼にされている時のようなメチャクチャな快楽までは感じない。じんわりと、胸の奥に甘い感覚が湧き上がるくらいで、

「ん……………」

　唯が少しだけ熱の籠もった吐息を漏らすと、

「…………どうです？　士狼さまと比べると──…」

　と──そこまでを言ったところで、不意にシャオメイが唯の胸を揉む手を止めた。

　そして、警戒した表情で脱衣所の方を見ていて、

「…………どうしたんですか？」

「いえ……いま誰かがこちらを見ていたような気がしたのですが」

「えっ────…？」

　慌てて唯も同じ方を見るが、人影はおろか視線の気配すら感じる事ができない。

「すみません……気のせいだったようです」

　そうシャオメイは謝ると、スッと細めていた眼を元の可愛らしいものに戻して、

「話を戻しましょう……私にされても、士狼さまと比べるとそこまで感じないのではないですか？」

「それは──………っ」

　見透かしたように言われ、とっさに言葉を濁した唯はそのまま黙り込んだ。

　それは恥ずかしさと──図星である事による沈黙だ。

　そんなこちらに、

「何もおかしくありません……それは唯さまが、本当の意味で士狼さまのものになってきているという事です」

　とシャオメイは言った。

　そして嬉しそうに、

「解ります……私達も子龍さまだけですから」

　うっとりと微笑んだシャオメイは、信じられないほど艶めかしい顔をしていて、

「…………シャオメイさん」

　その官能的な表情に唯が息を吞んでいると、

「すみません……実は先日の四星会合の前に、唯さまのお話を伺った時からずっと興味があったんです」

　とシャオメイは明かし始めた。

「私達、《九龍公司》の日本支部にいる女の多くは子龍さまのものです。外では臣下であり、家では家族であり、そして──…」

　一息。

「…──ベッドの上では恋人になり、子龍さまの性を満たす淫らな奴隷にもなるのです」

　そうして自分達は、黄の公私の全てを満たすために存在している──とシャオメイは言った。

「そんな中、あの士狼さまが一人の少女を自分のものにしたと聞きました。裏吉祥寺の歩く下半身などと言われていますが、これまであの方は誰のものにもならず、またあれだけの力を持っていながらも、誰かを自分のものにしようともしませんでした」

　そして。

「お気づきかもしれませんが……士狼さまに所有されたいと考えている者は、実は裏吉祥寺には少なからずいるのです。実際にあの方のものになり、同じ屋根の下で過ごされている唯さまならばお解りになると思いますが」

「…………それは──…」

　唯は先の言葉を吞み込む事で、シャオメイの言った事を肯定した。

　…──単に大罪異能に覚醒したいから傍にいる訳ではない。

　自分では、どうする事もできなくなってしまう色欲を鎮めて欲しいからでもない。

　小鳥遊士狼という少年の魅力を、鴻崎唯はこの上なく理解していて、彼にとって特別な存在でありたいとそう強く思っているからこそ傍にいるのだ。

「士狼さまは、子龍さまが最も信頼されている同志の一人です。そんな士狼さまが、ご自分のものになる事を許した唯さまに、ぜひお話を伺ってみたくて……それで今回、子龍さまにお願いをして、唯さま達のお世話役に任じていただいたのです」

　それに、とシャオメイ。

「もしまだご存じないようでしたら……殿方の所有物になる女の悦びが、どういうものかを唯さまに教えて差し上げたいと思いまして」

「…………小鳥遊くんの、所有物になる悦び……」

　耳元で囁かれた言葉を、唯がうわごとのように繰り返すと、

「でも……その必要はなかったようですね」

　だって。

「四星会合でお見かけした時と、今の唯さまでは──まるで別人のようですから」

　ふふっと笑いながら、シャオメイの両手が唯の胸を下から掬すくい上げた。

　すると──正面にある洗い場の鏡に映っている唯の、ただでさえ大きな乳房がさらにいやらしく強調される。

　…──シャオメイの手は、別に唯の胸を揉んでいる訳ではない。

　それなのに──そっと添えられるようにして触れられている唯の胸の鼓動は、信じられないほど速くなっていた。

　まだ湯船には入っていないのに、いつのまにかどうしようもなく躰が熱く火照り、肌の上にじんわりと汗をかいていて、

「………………あの」

　乾いた喉を濡らすように……口の中に溜まっていた唾液をゴクリと吞み込んだ唯は、背後を振り返りながら訊ねる。

「シャオメイさん達は……黄さんに抱かれているんですか？」

　そんなこちらの問い掛けに、

「…────はい。たっぷりと愛していただいています」

　そう頷きを返してきたシャオメイの顔は──黄に所有される悦びに満ちていた。

　そして唯の胸から離した左手をそっと自分へと持ってゆき……ある場所に触れる。

　……あ……。

　シャオメイが触って見せたのは──臍へそ下の辺り。

　普通の人が見れば、それは生命の宿りを伝えたように見えただろう。

　だが、唯は一目でそうではないと解った。

　シャオメイの顔が……母親をまるで感じさせない、艶めかしさに溢れていたからだ。

　或あるいは、それこそがシャオメイが唯に教えたがっていた事かもしれない。

　……──その答えを、鴻崎唯は知っている。

　シャオメイが唯に見せたもの……それは。

　己の主の精液を──その淫らな熱を、子宮で感じた事のある女の顔だった。
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　男性用の露天大浴場は、女性用のものから離れた場所に設けられていた。

　夕食を終えて部屋に戻り、一人になった後──士狼はこの露天風呂を訪れていた。

　…──まず驚いたのは総木造りの脱衣所だ。

　二百年以上の歴史がある東北の庄しょう屋や古民家の一部を移築したそこは、木の温もりが溢れた心落ち着く空間を演出している。

　着ていた浴衣を脱いで籠に入れると、士狼はゆっくりと歩を進めていって、

「おお……これは中々だね」

　露天風呂へと足を踏み入れた士狼の声は、自然と弾んだものになった。

　思わず眼を奪われたのは、目玉ともいうべき巨大な湯船だ。

　横に長く、うねりのある形状──その中央には一枚岩の橋が架けられていた。橋より右側には屋根が架けられ、左は空を天井にした開放的な露天を望めるようになっている。

　昨日は部屋付きの専用露天風呂に入ったのでこちらは初めてだ。

　…──時刻は二十時過ぎ。

　通常なら誰かしら他の宿泊客の姿があるのだろうが、露天風呂には士狼の姿しかない。

　当然だ。現在、この宿には士狼以外の男性はいない。よって、

「今夜はこの大浴場を独占か……贅沢だなぁ」

　しみじみと呟いた士狼は、まず洗い場へと向かった。

　椅子も木桶も檜ひのき造り。シャワーや蛇口が取り付けてある黒の石棚は、鈍い光沢を放つ高級感のあるもので、聞けば天草陶石を使用しているのだという。

　士狼はシャワーからお湯を出して檜の椅子の座面を軽く濡らすと、そのまま腰を下ろして身体を洗っていった。

　たっぷりと海風を浴びた肌に付いた潮を、泡とお湯とで流し落としてゆく。

　そして頭も洗ってさっぱりすると、士狼はとうとうお待ちかねの湯船へ。

　右足からお湯の中へ入れると、温かさと共に滑らかな感触がきて、

「…………うん、良いね」

　そのまま奥へと進み、屈むようにして湯船に腰を下ろすと、思わず口から「あぁ……」と心地良い溜ため息いきが漏れる。士狼の自宅の浴槽もかなりのサイズで、足を伸ばす事もできるのだが……やはり空間として閉塞感があるのは否めない。

　その点、この露天大浴場は足を伸ばすどころか湯船に寝転がる事もできるし、何よりも視界を遮るような壁は遥か先だ。

「やっぱり……大浴場クラスの露天風呂は開放感が違うなぁ」

　脱衣所を背に、湯船の中で身体の力を抜いた士狼はのんびりと広い温泉を満喫した。

　自然と見上げる視線になった瞳に映るのは、雲一つない空に浮かぶ大きな月で……柔らかな蒼あおの輝きが優しく夜を照らしている。

　静寂に満ちた空間に存在するのは、湯面が波打つ音だけだ。

　そんな癒やしを味わっていると、ふと背後からガラス格子の引き戸が開く音がした。

　……あれ。

　士狼以外に、この男性用の露天風呂を利用する者はいない。

　…──《九龍公司》の女性の誰かが、湯加減などを確認しに来てくれたのだろうか？

　そう思い、

「気にしなくて大丈夫だよ、お湯は最高だからさ」

　と言いながら背後に顔を向けた士狼は──思わず固まった。

　そこに居たのが美伽だったからだ。

　バスタオルを躰に巻いた美伽は、たっぷりとした胸の量感や腰のくびれ、お尻の形がいやらしく強調された姿を晒していて、

「そうか……では私もそのお湯を堪能させて貰うとしよう」

　悠然と微笑むと、美伽はゆっくりとこちらへやって来る。

「…………あのね美伽、ここは男湯だよ？」

「解っているとも。だから来たんじゃないか」

　呆あきれたように告げた士狼に、美伽は笑みを深くしながら言った。

「話があったんで、お前の部屋に行ったんだが……返事がなかったんでな。気配を探したらここだったから、ちょうど良かったよ」

　何せ、

「私だけ先行していた関係で、この宿にはもう半月も滞在しているんだ。女性用や部屋の露天風呂、貸し切り風呂などは充分に楽しませて貰っていたが……この男湯だけは例外でな。流石に他の客がいる昨日までは入れなかった」

「そりゃ、そうだろうね……」

　士狼が苦笑すると、湯船の縁まで来た美伽が、こちらの眼の前で巻いていたバスタオルの結び目を解いた。

　…──すると、必然のように美伽の圧巻ともいうべき裸体が露わになる。

　そして膝を床につくと、置かれていた木桶を浴槽に入れ、たっぷりと満たしたお湯を肩から掛けた。すると鎖骨を通って乳房や背中、腰、尻までもが濡れて……そうして掛け湯を済ませると、美伽はそのまま湯船の中へと入ってくる。

　…──先に躰を洗えなどと、野暮な事は言わない。

　その必要があれば美伽は必ずそうする。士狼の部屋に行く前に既に入浴を済ませたか、もしくは魔法で躰を綺麗にしてあったのだろう。

　そして美伽は士狼の左へ腰を下ろすと、

「ああ……確かにこのお湯は最高だな」

　うっとりしたように言った。

　そんな美伽の大きすぎる乳房は、当然のようにお湯に浮いていて、

「ふふっ……そんなに見て。風呂にはもう、何度も一緒に入っているだろう？」

　と、こちらの視線に気付いて蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべた美伽に、

「美伽のおっぱいは、お風呂で見るとエロさが二割増しになるからさ……ついね」

　それに、と士狼。

「何回入ったって、見飽きる事はないよ……だって」

　そう言うなり──士狼は美伽の背中から左腕を回した。そして抱き寄せるようにして彼女の乳房をいやらしく揉んでやる。

「こうやって……どんどんエッチな胸になっていってるんだからね」

「あ……はぁ……ん♥　ふふっ……私の躰が淫らになっていってるのは、お前がそうしているからじゃないか」

　美伽は甘えた声を漏らしながら、お湯の中でこちらへ身を寄せてきた。温泉で熱された美伽の乳房は柔らかく蕩とろけ、さらに濡れている事で密着感が増していて、いやらしい感触で士狼を喜ばせてくれる。その柔らかさをもっと楽しみたくて、

「ほら美伽……こっちへ」

「んっ♥　…──ああ、解った」

　士狼が誘うと、美伽はこちらの両脚の間に躰を入れるようにして腰を下ろした。すると、背を向けた状態の美伽の躰が、すっぽりと士狼の腕の中へと収まる格好になる。

　それは最も女の胸を揉みやすい体勢で──だから士狼は、美伽の胸を己の好きにした。

　何か話があったようだが構わない。両手でたっぷりと揉んでゆく。美伽の躰は、色欲の刻印がある唯と同等の快楽を感じられるレベルにまで士狼が開発し尽くしていて、

「あんっ、やぁ……ん、はぁっ……士狼ぉ♥　はぁ、んぅっ……ぁはああぁっ♥」

　すぐさま美伽は官能を強めると、お湯の中でいやらしく躰を暴れさせた。腰からの動きで全身をくねらせる度に、湯面が波打ってパチャパチャと音を立てる。艶めかしい声を上げながら、こちらが与える快楽に悶もだえる美伽に、

「駄目だよ美伽、あんまり大きな声を出しちゃ……他の人に聞こえちゃうよ」

「やぁっ、ぁあん……心配……いらない……んっ、魔法で……声は外に漏れないように、んふぅ……してある……か、らぁ……ぁはぁ……んぅ♥」

「へえ……それじゃあ、最初からそのつもりだったんだ」

　初めから、士狼に淫らな行為をされる事を期待していた……女の喜悦に喘ぎながら漏らした美伽の告白に、嗜し虐ぎゃく心しんを煽られた士狼はスッと眼を細めると、

「…────美伽ってば淫乱だね」

　彼女の乳房を揉む手の力をより強いものにしてやった。大きさを増し続けている乳房が、どれだけ淫らになっているのかを思い知らせてやるように、五指をグッと食い込ませると、

「あぁっ、はあぁあぁっ♥　やあぁっ、んはぁあんっ♥　はぁっ、やぁあっ、ああぁっ♥」

　途端にこちらの腕の中で、胸を攻められた美伽が躰を跳ねさせた──しかし士狼は、そんな美伽の乳房をギュッと鷲わし摑づかみみにして離さない。すると指の隙間から胸の柔肉と共に、快楽を得てぷっくりと張り詰めた美伽の乳首がいやらしくハミ出していて、

「ほら美伽……良いよ、イキなよ」

　士狼は耳元でそう囁くと、そのまま美伽の耳を舌で舐なめてやりながら、胸の先端を親指と人差し指でキュッと摘まんで──捻るようにしながら強烈に擦り上げた。女の官能を深めて硬くしこった美伽の乳首を容赦なく攻め立てる。すると美伽は、面白いように快楽を膨れ上がらせて、

「やぁ、ぁあぁっ、あぁあぁぁあぁぁぁぁあぁ～～～～～～っ♥」

　一際大きい嬌きょう声せいと共に白い喉を仰け反らせると、士狼の腕の中でビクンビクンと躰を震わせた。それは決して誤魔化す事のできない盛大な絶頂で、

「…………ぁ……あぁ、は……ぁ……っ♥」

　官能を極まらせた美伽は、恍こう惚こつの表情で虚空を見上げていた。だが彼女が見ているのは夜空ではない。美伽の瞳に映っているもの……それは士狼が刻んだ激しい絶頂の余韻だ。

　だから士狼は美伽の胸を揉む左手の動きを優しいものにしてやりながら、右手は乳房から離して彼女の顎を摑むと背後のこちらへと顔を向かせた。そして、

「ほら美伽……舌を出して」

「ん……ちゅ……ふぅ、あぁ……士狼……んむ、ふぅ……くちゅ♥」

　士狼の命令に美伽はどこまでも従順で──互いの舌の粘膜をねっとりと絡ませ合った濃厚なキスを楽しんだ。唇を塞いだ状態でたっぷりと唾液を口の中に流し込んでやると、美伽は本当に嬉しそうにして喉を鳴らしながら一滴残らず飲み干してゆく。

　そうして、しばらくキスをしながら美伽が絶頂から下りてくるのを待った後、

「…────それで、俺に用があったみたいだけど何の話だったの？」

　と士狼が問うと、

「…………あ、あぁ……現在の状況について、んぅ……お前と話しておこうと思ったんだ」

　こちらに優しく胸を揉まれて、時おり躰をピクンピクンと可愛らしく震わせながら美伽が話し始める。

「唯の力を借りて例の神社の封印を終えた事で、私の魔法の精度は一気に上昇していたが、つい先程……この土地の環境は擬似的なフロリダとして、ほぼ百％に近い状態になった」

　後は、と美伽。

「保護対象のアリス・バーンシュタインが来れば、この土地はフロリダとして完成する」

「なるほど……準備は整ったって訳だね」

　ふむ、と士狼は現状を思いながら、

「…………後はこちらの想定通り、敵さんが乗ってきてくれるかだけど。何せ、向こうからしてみれば完全に罠わなに見えるだろうし」

「そうだな……だが、恐らくその心配はないだろう」

　と、確信のある口調で美伽。

「フロリダを丸吞みにできる程の津波となると、限りなく使用条件を限定、厳選した能力でない限り不可能だ。それはアリスを追ってきていると思しき敵が、あれ以降は二度と津波を起こしていない事からみても明らかだろう」

　しかし。

「あれだけ強大な力を再び使えるまたとない機会なんだ。しかもアリスの保護に私達《餓狼旅団》が動いている事も、それとなく情報を広めてある。先のアンデッド真祖の件は、裏の異能組織の間ではすっかり有名な話だからな。力を出し惜しみできる相手ではない事くらい敵も認識しているだろう」

「とはいえ、他の可能性についても対応しておかないとね」

「そちらも問題はない。この宿については、敷地の外周を私の魔法結界で覆ってある。部外者は侵入する事はできないし……いざという時には、津波に吞み込まれても水没を免れる事が可能な安全地帯にもなる」

「助かるよ。まあ俺達だけが無事でもマズイから、それは本当に万が一の時の話だけどね」

　全く、と士狼。

「鏡面結界が使えれば良いんだけど、空間が反転した状態だと、せっかく再現したフロリダの環境が狂っちゃうからなぁ。かといって、最初から鏡面結界内を想定して反転した状態で環境を構築しても──…」

「…──ああ。敵の数が見えない以上、リスクが高すぎる。結界を展開している時に、もし外で津波を起こされでもしたら、こちらには打つ手がない……そうなれば、この土地自体がフロリダと同じ末路を辿たどる事になってしまう」

「ただ無事にアリスちゃんを保護するだけなら簡単なんだけど……それだと、巨大津波を起こせる異能テロリストを野放しにしちゃう。それだけは絶対に避けないと」

　だから、と士狼。

「申し訳ないけど……アリスちゃんには敵を誘き出す囮おとりになって貰う。何百万、何千万の命を奪えるような能力を持った奴を、このまま放っておく事はできないからね」

　そう──今回の依頼における士狼たちの目的はアリスの保護だけではない。

　…──フロリダを水没させた敵を見つけ出し、その脅威を完全に排除する。

　そのためなら……どんな手を使う事も厭いとわない。

「…………姪御さんを心配しているレムには悪いんだけどね」

「それも大丈夫だ。この事はレムも承知済みの話だろう」

「もちろん、そうなんだけどね……」

　美伽が言ったのは事実だ。

　だが──そうしたお題目をどれだけ並べたところで、命の危機に晒されている当事者にしてみれば、そんなものは綺麗事にもならない。

　……それに。

　士狼たちにとって、レムはただの運び屋ではない。

　信頼関係で結ばれた特別な存在だ──その絆きずなを壊すような隠し事はしない。

　…──だから包み隠さず正直に伝えると、レムはこちらの考えを理解してくれた。

　士狼達の言うように、フロリダを壊滅させた犯人は放っておけないし……何より敵はアリスを狙っているのだ。野放しにすれば、いつまでも脅威が付きまとう。

　アリスのためにも──今度の敵は、必ず排除しなければならない相手なのだ。

　それでも……レムにしてみれば心配は尽きないだろう。

「…………レムはどうしてる？　シャオメイに頼んで夕食時のレムのお茶には、導眠作用のある特別なハーブを入れて貰ったけど」

「それなら心配ない……私の魔法でも眠りやすくしておいたから、部屋に戻るなりすぐに寝たようだ」

　それに、

「昼間……お前が日焼け止めのローションでレムまでイカせたのも、彼女が眠りやすいようにするためだったんだろう？」

「…………まあね」

　美伽の指摘に、士狼は苦笑を返した。

　…──レムは、昨夜はあまり寝ていないようだった。

　というより──アリスが心配で、ここ最近ロクに眠れていなかったのだろう。

　たまに睡眠が取れても、気持ちが休まるような事はなかったに違いない。

　……それこそ。

　アリスが来る明日の本番を前に、レムは精神的にも肉体的にも限界に近い状態だった。

　だから──レムに快楽を与えてイカせてやったのだ。

　しかし、

「本気でやる必要はないから、色欲の烙らく印いんは軽く使ったつもりだったんだけど、想像以上にレムは感じていたね。眠いと、むしろ感覚は鈍る筈なんだけど……」

　と、士狼が感じていた疑問を口にすると、

「ああ、気付いていたか……」

　美伽はそこまでを言うと、少しだけ声のトーンを低くして言った。

「…──────それは、恐らく唯のせいだ」







「…………委員長の？」

　キョトンとなったこちらに、美伽は「ああ」と頷いて、

「あの時、想像以上に催淫されてしまったのはレムだけではない……私もそうだ」

「…………………………」

　それは士狼も感じていた事だった。

　あの時……美伽に対しては色欲の烙印は使っていなかったし、感覚の封印も解いていなかった。それなのに、美伽は驚くほど敏感に快楽を得ていた。

　唯ほどではなかったが、それでもかなり大きな絶頂に至っていたのは間違いない。

「唯はまだ色欲の大罪異能に覚醒していない。その最大の原因は、大罪異能の覚醒条件がお前の力を上回る必要があるためだ。煉れん也やの『憤怒』、翠み琴ことの『暴食』、凜りんの『嫉妬』、私の『強欲』は、それぞれお前の『分時』『防触』『失鈍』『神抑』を一瞬でも超える事ができたからこそ覚醒に至れている」

　しかし、

「唯が上回らなければならないのは、お前が持つ七大罪の中でも最強の『識世極』だ。あの力を最大にした時のお前の能力は、私ですら及ばないもの……いかに回復能力と冷却能力の二つを操れる特異な存在とはいえ、普通に考えればお前の『識世極』を超える事などできる筈がないんだよ」

「そうだね……」

　美伽の言葉に、士狼は頷いた。

　……それでも。

　そんな無茶な事を唯にやらせているのは、彼女に色欲の刻印が刻まれたからだ。

　…──美伽が生み出したあの刻印は、与えようと思えば誰にでも刻めるものではない。

　士狼の大罪異能を超えられるだけの可能性を持った者にしか与えられないのだ。

　だからこそ唯に色欲の刻印が刻まれた時は驚いたし……その後も、半信半疑ではあったものの、唯の色欲を司る才能を確認する意味でも、これまで彼女の覚醒を促してきた。

「委員長はすごく頑張ってるよ……だから、俺もその気持ちに応えてあげている」

「ああ、解ってる。現に唯は、間違いなく覚醒には近付いていっている」

　だが、と美伽。

「覚醒して初めて、その強大な力を完全に操れるようになる。そして唯は、お前の『識世極』に近付きつつある色欲を、自分ではコントロールできないまま溜ため込んでいる状態にあるんだ」

　思い出せ。

「かつて色欲の刻印の影響で、お前が木曜に女性を催淫してしまっていた時……それでもお前は可能な限り周囲への影響を減らしていた。それはお前が、自分の力をコントロールする事ができていたからだった」

「…………そうだね」

　そこまで来れば、美伽が何を言いたいのか士狼にも解った。

「今の委員長は……色欲という大罪概念そのものみたいな存在になってきているんだね」

「ああ。お前が倒したグランシュルトの七魔神……その一角として色欲を司っていたアスモデウスの事は覚えているだろう」

　もちろん忘れる訳がない。

　人間を始めありとあらゆる生物を強烈な催淫状態に陥らせていた色欲の魔神。

　アスモデウスが現れた村や街では、人々は理性を失い誰彼構わず淫らに交わるようになって……その中で多くの女性が魔獣やモンスターに犯され、魔の存在を産み堕とす孕はらみ女にされてしまっていた。

「あの時は……私の加護もあってお前はアスモデウスの影響を受けずに済んでいた。それは、あの魔神の力が純粋な『色欲』だけだったからだ」

　しかし。

「唯にはあの回復能力がある。唯自身の本来の力と刻印、さらにお前の色欲とが混ざり合う事で、彼女の色欲に特別な変化を生んでいるのだろう。それこそ、私まで影響を受けてしまう程のな」

　と美伽。

「お前はまだ色欲に耐性はあるが……それでも自分の変化に覚えがあるんじゃないか？」

「………………………………」

　美伽の言葉に、士狼は思わず黙り込む。

　…───言われてみれば確かにそうだ。

　昨日の朝、ダイニングで押し倒した時。熱海への移動中、レムの車の中で悪戯した時。

　そして──昼間、ビーチで美伽やレムとまとめて色欲を教えてやった時。

　以前の士狼なら、相手を気遣ってしなかったような事をするようになっている。

　勿論それは、色欲の覚醒を望む唯に求められたから……という理由があっての事だが、

　……でも。

　改めて考えると、少しやりすぎてしまっている気もする。

　唯に色欲を教えてやっている筈が……いつの間にか、

　……俺まで歯止めが効かなくなってきている？

　唯の精神が完全に色欲に吞み込まれてしまってはお終いである。だから、ギリギリを見定めて教えてあげていた筈だ。それなのに、

「…──先ほどお前は、話を後回しにしてまず私をイカせただろう」

　と、愉快そうに美伽は笑った。

「勿論、お前に求めて貰えるのは、私にとって幸せな事だよ。だが、話も聞かずにするなんて……以前は、私の強欲にお前が応じる形でしてくれていたのが噓のようじゃないか」

　確かにそうだ。

　…──唯に色欲の刻印が刻まれる前。

　強すぎる『識世極』の反動から、定期的に美伽の性奉仕によって色欲を鎮めて貰っていた時でも、あくまで美伽がこちらを誘ってくれていて……士狼から美伽に淫らな真似をしたり、性奉仕を要求するような事はしていなかった。

　……それなのに。

　士狼はつい先刻……湯船で隣に美伽が来るなり彼女の乳房を揉み始めた。挙げ句、途中で止める事もせず、そのまま美伽をイカせた……まるで、それが当然の事のように。

「お前が唯に毎日注ぎ込んでいるのは、この世でお前へと向かう全ての事象を認識し反応する事ができる『識世極』へと昇華された最強の色欲だ。覚醒を果たした時、唯の色欲がどう変化するかはまだ解らない。これまでは冷却能力だけでなく、四大元素全てを操る『四極』になるかと思っていたが」

　もしかしたら、と美伽。

「この世の全ての色欲を極めた絶対的な『色世極』へと変貌を遂げる事だってあり得る。そして──そうなってしまった唯の色欲を抑えられる者は恐らく存在しない」

「…………俺や美伽でも？」

「ああ、私の力はお前の全力の『識世極』には遠く及ばないからな……唯の色欲の究極形が、お前の『識世極』の半分程度なら何とかできるかもしれないが」

　そして。

「お前の『識世極』は確かに最強だが……それは、自分へと向かう全ての事象に反応できる特性を持っているからだ。それは言い換えれば、唯の色欲に完全に反応できるという事でもある」

　つまり、と結論を伝えるように美伽。

「使い方によっては、お前が最も唯の色欲の影響を受ける事になる。これは相性が悪いというより、むしろ相性が良すぎる事の弊害だろうな。そして──お前や私でも御しきれないという事は」

　一息。

「アスモデウスを超える色欲の魔神が──この世界に誕生するという事だ」







　美伽の言葉に、士狼はしばし黙り込んだ後。

「………………やれやれ。委員長が凄い事は解っていたつもりだったけど、まさかここまでの可能性を秘めていたなんて。さすが『千年に一人の委員長』は伊だ達てじゃないね」

　と、脱力しながら苦笑すると、

「まあ、あくまで可能性にすぎない仮定の話だ。お前には『識世極』以外の力もある。『対断』の力を利用すれば唯の色欲の影響から逃れる事もできるだろうし、私の魔法で唯の色欲の一部を封印する事も恐らく可能だろうからな」

「とはいえ、なるべくなら刺激しないようにした方が良いって事？」

「いいや……最悪の可能性を警戒しすぎる必要はないという事だ」

　と美伽。

「唯の色欲の覚醒を打ち切るような事は止めてやれ。唯にとって色欲に覚醒する事は、お前の傍に居続ける資格を得るのと同義だろう。それに唯はもう、あそこまで色欲によって淫らに躰を開発されてしまっているんだ。自分でコントロールする術を身に付けないと、いずれは性快楽で身を滅ぼす事になりかねない」

　まあでも、と笑う。

「その心配はいらないか……お前は、私と同じように唯の事も自分のものにしたんだ。今さら、あの娘を放り出すような真似はしないだろう？」

「それは勿論そうだけど……何だってそんなに嬉しそうなの美伽？」

　士狼が理解できずに問い掛けると、

「楽しいからに決まっているだろう。お前や私にもコントロールできない、予測できない事が増えたんだからな」

　そう愉快そうに美伽は笑った──と同時、お湯の中で士狼のモノが握られて、

「っ……ちょっと、美伽…………」

　窘たしなめの言葉を口にした士狼が息を詰めたのは、確かな快楽を得たからだ。すると、

「先刻から、こんなに硬くしておいて……このままでは風呂を上がれないだろう」

　美伽は右の肩越しにこちらを見ると蠱惑的に微笑んで──そのまま後ろ手で、士狼のモノをしごき始めながら、

「お前と私の関係には、もうこれ以上はないと思っていた。私達は、ある種の到達点のような間柄に至っている。強欲な私が満ち足りる事はないが……それでも充分に幸せだ。このまま百年だって千年だって変わる事なくお前を愛してゆける」

　でも、と美伽は士狼の剛直をお湯の中で淫らな手付きで愛撫しながら、

「唯は、そんな私達の関係にも変化を及ぼす事ができる存在になりつつある。少なくともあの娘の色欲によって、お前や私はもっと淫らになれる事は間違いない。魔神を七体も倒したお前も、最高の女神である私も、唯の色欲には抗えないんだ」

　美伽は「はぁ……♥」と熱い吐息を漏らしながら、士狼の腕の中で躰の向きを変えた。すると士狼と美伽の躰が密着し、息が届きそうなほど近くにお互いの顔が来る。そうして至近距離でこちらを見詰める美伽の瞳は、すっかり官能に潤みきっていて、

「美伽────…」

　その艶めかしい表情に、思わず士狼がゴクリと喉を鳴らす。すると、

「ゾクゾクするだろう？　お前と私が色欲の本能に負けて、完全に理性を飛ばして……ひたすら快楽に夢中になってしまうだなんて最高じゃないか。全てを思い通りにする、予定調和の愛も悪くはないが──…」

　だが、と美伽は言った。こちらの耳元へそっと唇を寄せて、




「他に何も考えられなくなるような……愚かで罪深い愛を私は望むよ」




　そう濡れた声で囁くと、そのまま士狼へと甘えるようにしなだれかかってきた。

「今日は日曜……そしてお前も解っているように、間もなく強欲の大罪因果に入る」

「………………うん」

　美伽の言うように、美伽が持つ強欲の大罪因果の時間が迫っていた。

「もちろん、感覚のコントロールくらいできる。でも、せっかく温泉宿の露天風呂にこうして二人だけでいるんだ。私は……己の強欲に身を委ねたい」

　美伽はそこまでを言うと、両手を湯船の縁に突くようにしてこちらから少しだけ離れた。

　そうして前のめりに身を乗り出す体勢になれば、美伽の顔よりも大きな乳房が士狼のすぐ眼の前へとやってくる格好になって、

「封印を解いてくれ……私の胸でたっぷりとお前を愛しながら、滅茶苦茶に感じたいんだ」

　そうこちらへ告げた美伽の乳首は……淫らに充血していやらしい形になっていた。士狼がそれを口に含んだ状態で、『神抑』の封印を解けば──美伽の性感は一気に跳ね上がる。

　そんな背徳的な状態に堕として欲しい……そう美伽は言っていて、

「先のことは解らない。でも今は唯ではなく、どうかお前が……私を淫らにしてくれ」

　まるで縋るかのようにこちらへ懇願してきた美しすぎる女神に、

「──────────」

　士狼は黙ったまま彼女の腰に左腕を回すと、美伽の乳房を自分の口元へと誘いざなった。そして、そのままいやらしく張り詰めた左右の乳首を順番に吸い上げて……封印を解くことで性感を解き放つ。すると美伽の躰が金の輝きを一瞬発するなり、

「ぁ…………はぁ、ぁああぁあぁあぁあぁあ…………っ♥」

　途端に美伽の表情がとろけて、グッと艶めかしさが増した──封印が解けたのだ。しかし、士狼はそのまま美伽の乳首から口を離すことなく、むしろそれまでより強く吸ってやった。先端を舌で舐め上げながら、唇で思いきり嚙かむように挟んでやると、胸での性奉仕をするつもりだった美伽は、

「んぅっ、士狼……待っ、ぁあっ……私がお前を……ふぁああぁぁんっ♥」

　士狼に腰を抱かれた状態で、何百倍も敏感になった躰を淫らに暴れさせながら、何度となく絶頂へと至っていった。そんな美伽に、士狼はいったん彼女の乳首から口を離すと、

「わかってる……でも、せっかく封印を解いたんだから、もっとイっておこうよ」

　そう言うなり、再び美伽の乳首を吸い上げた。さらに左だけでなく右手も彼女の後ろへ回すと、そのまま両手で美伽のお尻を思いきり鷲摑みにしてやり、

「やぁっ、ふぁあん……しろっ、はぁ……士狼ぉ……っ、ぁはぁぁああぁぁ……っ♥」

　胸と尻を同時に攻められた美伽は、長い髪を振り乱して激しい快楽に喘いだ。そんな美伽のいやらしい姿に、士狼は己を昂たかぶらせて……容赦なく美伽に絶頂を刻み続けていった。
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　…──そして、三十分後。

　男湯だった露天風呂は、百を超える美伽の絶頂で淫らな『女湯』へと変わっていた。

　温泉の効能が変わってしまうほど大量の美伽の愛液が混ざった淫らな湯船で、それでも美伽と士狼の官能の時間は終わらない。

　湯船の縁に腰掛け両脚を開いている士狼……その左右の脚の間に美伽はいた。

　士狼の股間に身を寄せるようにしている美伽は、己の乳房の谷間に硬く膨れ上がった士狼のモノをいやらしく挟んでいて、美伽が縦に躰を揺する度に、濡れた乳房が「たぱん♥　たぱん♥」といやらしい音を奏でている。そんな美伽の乳房の上側から鎖骨に掛けては、たっぷりと濃い白濁液に塗れている。美伽もまた、既に何度となく士狼をイカせていて、

「んっ……あぁ……ふ、ぅ……ん、はあ……っ……あぁ……ん♥」

　しかし──どこまでも淫らにパイズリをしながら、美伽はとろけそうな程の快感に甘い声を漏らしていた。性奉仕されているのはこちらなのに、封印を二つとも解いた事でより強い快楽を得ているのは美伽の方で、

「ほら美伽……もっと頑張って」

「はぁ……ん、あぁ……ちゅぷ、んふ……んちゅっ、はむ……ちゅっ……んむぅっ♥」

　はしたない顔になりながら、美伽が胸だけでなく口や舌を使ったフェラチオも駆使すると、美伽の胸と口の中で士狼のモノがどんどん大きくなり始める。

　それが射精の合図である事を美伽は知っていた。すると口から鼻へと抜ける士狼の雄のフェロモンが濃くなり、美伽の脳髄をとろけさせて、

「あぁ……んむ、れる、ちゅ……んっ……れる、んんぅ……っ♥　はぁ……んぷっ、ちゅぷ、んむふぅ……ちゅっ♥」

　口と胸の動きを一層いやらしいものにして、士狼の射精を促してゆく。すると美伽の得ている官能も一気に昂ぶっていって、

「っ……良いよ、もうすぐ……美伽、出すよ……っ！」

　とうとう士狼の声が切羽詰まったものになった──直後、美伽の口内に大量の熱い奔流が解き放たれた。暴れるように射精の快感に震える士狼の剛直と熱い精液に、口の粘膜を熱く擦られた美伽は、

「んぅっ、んんぅ～～～～～～～～っっ♥」

　ぶるりと尻を震わせながら自身も淫らに絶頂した。封印を二つ外した事で、士狼に口内射精される事が美伽自身の絶頂のトリガーになっていて、

「んっ、んぅっ……はぁ、んっ……こくん……んふ、れろっ……はぁ……ふふっ♥」

　一滴残らず飲み干し、そのまま舌で亀頭や竿さおまで綺麗に舐め取ると満足げに微笑んだ。

　……凄い……。

　感動にも似た想いが湧き上がる。それは士狼に性奉仕できている悦びと……己の乳房の谷間で彼のモノがまだ興奮に昂ぶったままでいるからで、まるで収まる事のない士狼の剛直を美伽はうっとりと見ながら、

「こうやって胸で奉仕し続けるのも愉しいな……まだ続けても良いか？」

「うん、そうしてよ……でも、あんまりここに居ても逆の上ぼせちゃうから、もう少ししたら俺の部屋に行こうか」

「ああ……夜はまだ長い。私たちの時間はこれからだ」

「お手柔らかにね。でも……やっぱり美伽の胸は温かくて気持ち良いね」

「そうか？　でも、お前のモノの方がずっと熱いよ……んっ、はぁ……っ♥」

　士狼に褒められた事に気を良くしながら、美伽は再びパイズリを始める。そこで、

「…………そうだ。唯にはもう、こういう胸での奉仕はさせているのか？」

　ふと思った疑問を口にした。すると、

「いや──委員長には翠琴が手て解ほどきする事が多いからね。お風呂で背中とか躰を胸で洗って貰ったりはしているけど、こういうのはまださせてないかな」

「そうか……なら早く唯の胸も犯してやると良い。きっと悦ぶはずだ」

　士狼の言葉に、美伽はふふっと笑いながら言った。

「…────何なら、私が唯に教えてやろうか？」

　胸が大きければ、谷間に男性器を挟む事は誰でもできる。しかし、その状態でしっかりと快楽を与えて射精まで導くとなると話は別だ。そして、そのコツともいうべき勘所を教えるのは男よりも同性である女の方が良い。胸での奉仕のスキルを男は持っていないからだ。すると、

「あのね……それだと、俺と美伽の関係がバレちゃうでしょ」

　こちらの提案に、呆れたように士狼は言ってきて、

「私は別に構わないよ。前にも言っただろう？　私たちの関係を隠したいと言ったのはお前だ。私はそれに従っているだけでしかない」

　ただ、と美伽。

「唯は色欲に覚醒できないと悩んでいるのに……胸での奉仕を教えてやらないのは可哀想だと思っただけだ」

「いやいや、パイズリを覚えたからって色欲の覚醒ができる訳じゃないと思うよ」

「もちろん。だが……可能性はゼロではないし、少なくとも今よりは覚醒に近付けると思うよ。覚えれば、少なくとも今よりは淫らになるんだ」

　そして。

「やれる事はやっている実感と……それ以上に女の幸せを得る事もできる。半人前でいるという負い目を感じてしまっている唯にとって、それは救いになると思うがな」

「………………………………」

　こちらの言葉に黙り込んだ士狼に、

「すまない……無理強いをするつもりはないんだ。それに、すぐに結論を出す必要があるものでもない。唯がいない所で決める話でもないしな」

　皇おう神がみ美伽は乳房を淫らに揺すりながら、官能的な微笑を浮かべて言った。

「…────今はただ、私の胸で悦んでくれ」





エピローグ　夜の帳の向こうにある真実
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　…──露天風呂を出てシャオメイと別れた後、唯ゆいは自分の部屋へと戻ってきた。

　夜という事もあり、寝室の畳の上には既に布団が敷かれていたが、同じ部屋である美み伽かの姿はなかった。

　明日はアリスが合流する……よって士し狼ろうと二人で何か相談しているのかもしれない。

　唯も護衛の一人だ。だとしたら話し合いに参加する方が良いかもしれないと思ったが、もし唯の同席が必要であれば、士狼も美伽も来るように言っただろう。

　それがなかったという事は、余計な事はせずに大人しくしておいた方が良い。

　そうして、しばらく美伽の帰りを待っていたが……それでも彼女は部屋に戻ってこなかった。きっと話しておくべき事が沢山あるのだろう。

　よって唯は申し訳ないと思いつつ、少し早いが就寝させて貰もらう事にした。

　ただでさえ士狼や美伽と比べて実力で大きく劣っているのだ。これで夜更かしをして、睡眠不足になるような事があれば、余計に足を引っ張ってしまう事になりかねない。

　だから唯は部屋の灯りを消して、布団の中へと入って眼を閉じた。

「────────────」

　他の利用客と旅館スタッフがいなくなった宿は静寂に満ちている。

　眠るには適した環境だ。

　しかし──異変は三十分ほどで起きた。

「…………ん……暑、ぃ……はぁ……んぅ……」

　布団の中で、唯はふと寝苦しさに身をよじらせた。

　…──熱海の泉質は、海岸沿いは塩化物泉、山沿いは硫酸塩泉の源泉が多く見られる。

　今回、泊まっている温泉宿のお湯は、海に近い塩化物泉だ。

　神経痛や打ち身など、どのような温泉でも効果がある「一般的適応症」──それとは別に、温泉には泉質によってそれぞれ効き目の高い効能が存在する。

　塩化物泉の別名は「熱の湯」──その理由は、塩分の結晶が皮膚に付着し、汗の蒸発を防ぐ事による高い保温効果があるからだ。

　しかも、現在は美伽の魔法によってフロリダの環境を再現している。だから寝苦しくなってしまうのは、別におかしい事ではないのかもしれない。

　だから──最初は、もしかしたらお風呂で少し逆の上ぼせてしまっていたのかと思って、あまり気にしないようにしていた。

　だが、

「…………ん……あぁ……ん、ふぅ……何……これぇ……っ」

　十数分が経過した頃には、明らかに温泉やフロリダの環境が原因ではない事が解った。

　どうしようもなく熱く火照った躰からだと、全身を覆うような甘く切ない感覚。

　その正体が何なのかは言うまでもなくて、

「っ……やぁ……私の色欲……どうし、て……勝手にぃ……はぁあ……っ♥」

　唯は堪らず、布団の中で官能に躰をよじらせた。

　…──今日は色欲の大罪因果がある木曜ではない。

　そして──色欲を反応させてしまうような、淫らな気持ちになっている訳でもない。

　それなのに今、唯は大罪因果よりも強く己の色欲を膨れ上がらせていて、

「や……ぁ……アツ……んぅ……熱ぃ……はぁ……っ」

　喉から漏れる吐息までもが淫らな熱を帯びていて、唯は我慢できずに掛け布団を手で押し退けた。すると、

　……あ……。

　ふっと唯の鼻孔を、甘く淫らな匂いがくすぐった。布団の中に充満していたもの……それは、官能の炎に火照った唯の躰が発した淫香だ。布団の中で動き続けた事で唯の浴衣は胸元が完全にはだけ、裾は腰の辺りまで捲めくれ上がっていて、

「…………んっ……は、あぁ……」

　室内の空気に素肌を晒さらした唯は、ゾクゾクと心地の良い寒気に身震いする。

　…──これ以上はない、完全な催淫状態だった。

　だから、

「っ……あぁ……ん、ふぅ……っ」

　唯は、ゆっくりと上半身を起こして己の淫らな有り様を見た。

　…──いやらしい汗をしっとりと搔かいた肢体。

　その中でも……最も淫らに濡ぬれていたのは穿はいていた白のショーツと、そしてクロッチの横から溢あふれた淫蜜がヌラヌラと伝っている太股だ。大量の愛液を含んでグショ濡れになったショーツの股間部分は艶めかしく透けていて、まるで見せつけるかのように唯の秘裂の形を浮かび上がらせている。最早とてもじゃないが、そのまま穿いていて良いような状態ではなくて、

「っ……ふぅ……ぁ、ん……はぁ……っ」

　甘い色欲の疼うずきを必死に堪えて、唯は両手の親指を腰横に引っかけて、ゆっくりとショーツを下ろしていった。溢れた愛液をたっぷりと吸収した下着は、信じられないほど淫らな重さになっていて、その恥ずかしさは唯の頭をおかしくさせる。そうして左右の脚を抜くと、水が垂れる音がしそうな状態で布団の上にショーツが転がった。

　…──そして、唯は露わになった己のそこを見た。

　信じられないような光景だった。唯の秘裂は心臓の鼓動に合わせて、湧き上がる官能に打ち震えるように、「チュプっ♥　チュプっ♥」と愛液を垂れ流し続けていて、

「やぁ……ん……なんっ、で……私……こんなに……ぃ……っ」

　大罪因果の時でも、ここまで酷い状態になった事はない。あまりにも淫らな己の状態に、唯はどうしようもなく色欲を昂たかぶらせる。

　…──もはや疑いようのない、完全なる異常事態。

　とてもじゃないが、唯一人でどうにかできるものではない。

「…………小鳥遊く、ん……小鳥遊くん……ぅ」

　うわ言のように色欲を満たしてくれる少年の名を繰り返した唯は、そこで思い出す。




『…────もし何かおかしいと感じたら、すぐに団長か俺に言ってよ』




　それは美伽の力が唯の体内に入った後──唯を背負って宿への帰り道を歩いていた時に士狼がこちらへ掛けてくれた言葉。或あるいはこれも、美伽の力が唯の中に入った事が関係しているかもしれない。二人のどちらかを携帯か、もしくは内線電話で……そう思ったが、

　……美伽さんは、駄目……っ。

　とっさに唯は、片方の選択肢を否定した。ビーチで日焼け止めのオイルを塗られた時とは訳が違う。かつてない程いやらしい己の姿を、美伽に見られてしまう事には躊ちゅう躇ちょがあった。もちろん士狼に見られるのだって恥ずかしいが、

　……でも、小鳥遊くんは……。

　唯の優しい支配者であり、そして絶対的な所有者だ。だから己でさえ眼を逸らしたくなるような淫らな姿も、士狼にだけは見せなくてはならない。

　そして──もう一つ譲れない想いがあった。

　…──今回の一件では、士狼たちの足あし手で纏まといにならないようにする。

　それが、唯が密かに己に対して課していた目標だ。そして既に一度、行きの海え老び名なサービスエリアで唯は士狼に助けて貰っている。

　二度目は──許されない。

　よって助けて貰うにしても、せめて士狼に来て貰うのではなく、こちらが彼のところに赴かなければならない……だから必死に己を奮い立たせて、

「…………はぁ……行かな、きゃ……っ」

　今にも色欲に吞のみ込まれそうになりながら、唯はゆっくりと立ち上がった。
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　そして唯は部屋の外へ──石造りの庭へと出た。

　はだけていた浴衣の前は申し訳程度に直したが、外履きの下駄はおろかショーツを穿き直す余裕さえなかった。一刻も早く士狼の下へ……その想いだけが唯の足を前に進ませた。

　士狼の部屋は、道を挟んですぐ眼の前。それでも色欲の熱に浮かされ、夢遊病のような足取りの唯には、その距離は決して近くはなくて、

「…………ぁ……はぁ……ん、あぁ……んっ……ぁ……」

　呼吸の度に漏れる唯の吐息は、全て甘い喘あえぎ声になった。ブラジャーをしてないため、石畳の地面を歩く度に大きな胸が揺れてしまい、その度に浴衣の内側で張り詰めた乳首が擦れる事で生じる快楽に、どうにかなってしまいそうになる。それでも、

　……っ……良かった……。

　唯はまだ不幸中の幸いを思った。貸し切りになっているからこそ、こんな真似もできている。夜が更けた時間帯……もしこんな状態のところを酒に酔った他の男性客に見られでもしたら、場合によっては襲われてしまっていたかもしれない。

　今の唯に──男性の腕力に抗えるような余力はなかった。

　……私は……小鳥遊くんの、ものなのに……。

　それなのに……純潔が、奪われてしまっていたかもしれない。

　解ってはいたが、自分ではコントロールできない程の色欲を持ってしまうという事は、そういうリスクを抱えるという事でもあって、

「っ……はぁ……小鳥遊く、ん……小鳥遊くん……っ」

　フラフラになりながら、ようやく唯は士狼が使っている離れの部屋に辿たどり着いた。

　もたれ掛かるように玄関の扉に手をやると、引き戸の鍵は開いていて、

「………………あ、あぁ……んぅ」

　士狼が部屋にいてくれた事に震えるような安あん堵どを得ながら、唯は中に足を踏み入れる。

　…──なけなしの理性で、後ろ手に扉を閉めた。

　これから士狼にされれば、自分はきっと淫らに喘いでしまう……その嬌きょう声せいを外に漏らしてしまうのは避けたかった。そして唯は玄関から廊下へと上がり──その時だった。

『─────────────』

　廊下の向こうから、ふと声が聞こえてきて、

　……え……？

　その瞬間──唯の思考が静止した。

　たった今、聞こえてきたものが俄にわかに理解できなかったのだ。

　…──それでも唯は、ゆっくりと声のした方へと歩き出す。

　向かったのは廊下の突き当たり……視線の先に見えるのは和室へと続く障子戸だ。

　薄暗い中、それでも真っ直ぐ歩く事ができたのは障子戸が僅かに開き、和室の灯りが廊下へと漏れてきていたから。だが、部屋から漏れてきていたのは灯りだけではなかった。

「………………………………」

　ゆっくりと唯は近付いてゆく。

　すると──唯の耳は、最初は理解できなかった声を聞き取ってしまう。




『ぁ……はぁ……あぁん、んぅ……士狼……んぅ……士狼ぉ……ぁあぁっ♥』




　その声を……唯はよく知っていた。それが誰のものかも、扉の向こうで一体何が起きているのかも確信できてしまって、

「………………………………っ」

　以前から、心のどこかで思っていた。

　士狼へと向ける「彼女」の表情。遠くから士狼を見詰める際、時おり見せる特別な瞳。

　それがどういう意味を持っているかを、鴻こう崎さき唯は知っていた。

　同じ表情を、同じ視線を……唯もまた、士狼に対して向けていたからだ。

　…──この先に、その答えがある。

　見てはいけない……そう心の奥で思うのに、それでも唯の足は止まってくれなかった。

　そして……障子戸の前に立った唯は、僅かに開いた隙間から中を覗のぞき見て、

「────────────」

　その瞬間、思わず息を吞んでいた。

　…──そこにあったのは、想像していたよりも遥はるかに淫らな光景。

　士狼と美伽が、部屋の中央に立って淫らに絡み合っていた。

　美伽は裸の上から帯のない浴衣を肩に羽織っただけの艶めかしい状態。士狼に至っては浴衣すらない完全な裸の状態で、

「はぁ……ん、ちゅ……んむ……ぁあ……士狼……ん、はぁ……んふぅ……ちゅぷ♥」

　二人は舌を絡め合ったキスをしながら、互いに淫らな愛あい撫ぶを行なっていた。

　美伽の左手は士狼の股間へ伸びていて、白濁液が垂れている彼の剛直を艶めかしい手付きでしごいていた。対する士狼は、美伽の乳房を乱暴に揉もんでいて……士狼の手で淫らな形にされている美伽の胸は、濃い精液をたっぷりと浴びて白く汚されている。そんな美伽の胸の中央では、快楽と興奮によって乳首がいやらしい形になっており……士狼がそれをキュッと摘まむと、

「ああぁっ……ん、はぁ……やぁあ……ぁはぁぁあああぁあっ♥」

　途端に美伽はビクンと躰を跳ねさせると嬌声を大きくした。と同時、恍こう惚こつの表情を浮かべた美伽の形の良い尻がぶるぶると小刻みに震えて、

　……あ……。

　唯が見詰める先……美伽の股間から透明の液体が溢れ出し、両脚の間の淫らな虚空を床に向かって垂れ落ちてゆく。

　…──あれが絶頂のサインである事を唯はよく知っていた。

　それも乳首を摘ままれた程度で得られるような軽いものではない。既に何度となく互いに快楽を極まらせ、敏感になっているからこそ達する事ができる大きな絶頂だ。

　同じ快楽を何度も刻まれている唯には解る。だから──それを目の当たりにした唯は、

「ぁ……あぁ……ん、はぁ……ぁ……っ」

　腰が砕けて膝からも力が抜けてしまい、ずるずると廊下の床にへたり込んでしまう。

　…──今の唯はもう、見ているだけで達してしまう状態になっていた。

　てっきり美伽も立っていられなくなり、そんな美伽の腰を士狼は優しく抱く……そう唯は思っていた。それが、唯がイッた後に士狼がしてくれる行動だからだ。

　しかし──美伽と唯とでは違っていた。

「ぁ……はぁ……ん、ふふっ……また乳首でイカされてしまったな」

　美伽は士狼にしなだれ掛かりながら艶めかしく笑うだけで立ち続けていて……そんなイッたばかりの美伽に、

「どうしたの美伽……ほら、手を動かしてよ」

　士狼は容赦なく、美伽に淫らな愛撫を催促した。唯の時のように気遣うのではなく、美伽に対しては己の欲望を優先していて、

　……呼び捨て……にして……。

　士狼と美伽の本当の関係を目の当たりにし、廊下の唯がゴクリと喉を鳴らしていると、

「ああ……解ってる。任せてくれ」

　士狼の要求にふふっと嬉うれしそうな顔になった美伽は、士狼のモノをしごいている手の動きを早いものにしていった。手首を回すようにしながら指も動かす複雑な動きは、唯の奉仕とはまるで違う本格的な性技だ。すると、たちまち士狼の腰が揺らめきだして、

「っ……いいよ美伽……そのまま続けて、もうすぐ……ホラ、出すよ……っ！」

　そう士狼が言った刹那──硬く膨れ上がっていた士狼のモノの先端から精白液が勢いよく吹き出した。大量の熱い迸ほとばしりを浴びた美伽は、

「ぁ…………んっ♥　あれだけイッたのに、またこんなに出して……いけない奴だな」

　蠱こ惑わく的てきな笑みと共に士狼の竿さおを優しくしごいて、クチュクチュと精液を絞り出してゆく。

　すると、

「まだだよ……俺の色欲も、強欲もこれ位じゃ収まらないからね」

　士狼は美伽の左胸を揉もみながら、彼女の股間に手を伸ばし秘裂に対して愛撫を始めて、

「やっ、士狼……はぁあぁ、んっ……ふあぁ♥　あぁ……んっ、ぁはああぁあぁぁ♥」

　そんな士狼の愛撫に、美伽は瞬く間に快楽を絶頂レベルにまで昂ぶらせていって、

　……美伽さん……凄い……。

　長い髪を振り乱しながら、美伽は士狼が与えてくれる女の悦びに打ち震えていた。

　そんな美伽がどれだけの快楽を得ているか……唯はよく知っている。

　…──だから、もう我慢できなかった。

　大罪因果よりも激しい色欲の衝動……本当なら士狼が愛撫してくれる相手は唯で、士狼に奉仕するのも唯の筈はずだった。

　それなのに今、士狼としているのは美伽で──唯は廊下に一人でいる。

　そして障子の向こうの士狼と美伽は、見た事もないほど淫らな表情をしていた。

　だからおかしくなりそうなほど切なくて……それ以上に、どうしようもないほど興奮を昂ぶらせてしまった唯は、

「あ……あぁ……ん、小鳥遊くん……はぁ……小鳥遊くぅ……んっ♥」

　気が付いた時にはもう……自分で自分を慰めていた。

　美伽が士狼にされているのと同じように、右手で乳房を揉みしだきながら、左手を己の股間へと伸ばして淫裂を指でいやらしく擦り上げる。

　二人の邪魔はできない……でも、それでも士狼の事を感じたかった。

　士狼が美伽のクリトリスをいじれば唯も同じようにして、士狼が美伽の乳首を吸ったら唯も自分の胸を持ち上げて己の乳首をいやらしく吸い上げてゆき、

「っ……はぁっ、ちゅっ……ん、小鳥遊くん……はぁ……小鳥遊く、んふぅっ♥」

　初めてする本気の自慰は、おかしくなりそうな程の背徳感と快楽を唯にもたらした。

　浴衣は完全にはだけ、両脚は信じられないほど淫らに開いて、尻の穴まで濡れるほど大量の愛液を股間から溢れさせながら、それでも唯は己を止められなかった。

　士狼を感じようと夢中になって、ひたすら快楽の奈落へと堕ちてゆく。




　…──それは最早、『千年に一人の委員長』の顔ではなかった。

　そこに居たのは──己の色欲に溺れきった、一人の淫らな女だった。
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あとがき




　既に本編をお読みの方も、これから読まれようとしている方も、本書をお買い上げいただきましてありがとうございます。上栖綴人です。

　という事で、『やりすぎ』三巻でした。読んで下さった方はもうお解りでしょうが、俗に言う『海回』です！　短編集みたいに日常を幾つか切り取るのではなく、士し狼ろうたちが異能特区を飛び出したこの巻。とはいえビーチバレーとか、スイカ割りとか、そんな生温い事はやりません。こちとらバリバリのサービス系作品ですので、どうしたって日焼け止め塗るのがメインになってしまいます。純愛とか甘酸っぱいのも良いのですが、そういうのは他にも素敵な青春恋愛作品がいっぱいありますので、そちらでお楽しみいただければと。

　本巻では士狼と唯ゆいの関係がますますエッチでラブラブに……というか、エッチでエロエロになってきています。そして士狼の方は美み伽かに加えて、ついにレムも参加して……一方、裏吉祥寺の留守番組は凜りんが翠み琴ことの餌食になり、煉れん也やがそれに巻き込まれるというハチャメチャっぷり。とはいえ全編完全サービスにしてしまうとお腹にもたれますので、二巻のラストでレムから来た依頼についても背後で少し進行させています。こちらについては次巻にて一気に展開していきますのでお楽しみに。そして今回のエピローグも唯がとんでもない事に。前巻の、放課後の教室で士狼としている所をレムに見られるのも相当でしたが、この巻では士狼と美伽がしている所をとうとう目撃して、覗きながら自分で……という。

　まあ唯が士狼と共に旅団の一員として過ごしてゆく中で、女性として自分よりも圧倒的に上の存在である美伽については、どうしたって意識してしまうだろうな……と。そして唯はとても良い子ですが、それでも美伽に抱くであろう憧れはファン感情のようなものではなく、同じようになりたいという一種の潜在的なライバル意識なのかなーと。はたして次巻ではどうなるか、レムの依頼と共に楽しみにしていただければと思います。

　では、本作の関係者の皆様に謝辞を。まずはイラスト担当のゴーハンズ様。今回も超絶イラストをありがとうございました！　どれも素晴らしいのですが、今回のカバー絵の破壊力は本当に凄かったです。さらに草野剛デザイン事務所さん、校閲さん、営業さん、書店さんや専門店さん、その他ご協力いただいている会社さん、友人知人の皆さん、そして担当さんに、講談社ラノベ文庫編集部・少年シリウス編集部の皆さんも、ご協力をありがとうございました。あとはやはりカメノ先生。コミック版の連載ありがとうございます！

　それでは次巻でまたお会いしましょう。


上栖綴人　
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本作品は、二〇二〇年一月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。
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